















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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［プロローグ］旅立ちの朝

［一］天使の導き

［二］バッドエンドを探せ

［三］楽しむために生きるのだ

［四］彼女の好物

［五］イニシャル「Ａ」

［六］悪いのは誰だ？

［七］バッドエンドの、その後

［エピローグ］性悪たちのハッピーエンド
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「もう年なんだから、くれぐれも気をつけてね。何かあったら、すぐに知らせて」

　玄関まで見み送おくりに来てくれた爺じいちゃんに早口で言いながら、スニーカーの紐ひもを結ぶ。高校の合格祝いにと爺ちゃんが買ってくれたそれは、十五歳の僕が履はくには少し大人っぽい、ゴールドのニューバランスだ。

　トントンとつま先を地面に当てて、爺ちゃんの方に向き直り、

「絶対だからね」

　念押しのようにそう言うと、爺ちゃんは呆あきれたように笑った。

「はいはい、わかっとるよ」

　一ヵ月ほど前、爺ちゃんは畑で転んで、足を骨折した。骨はすでに繋つながって、怪け我が自体は完治しているものの、未いまだに足の調子が悪く、以前のようには動けない。

　だけど、僕はもう、出発せねばならない。

　僕は明後日あさつて、東京にある桜さくら山やま学園高校に入学する。ここ星ほし川かわ村には中学までしか学校がない。僕は進学のため、たった一人の家族である爺ちゃんを残し、村を出る。

「しばらく会えないけど、毎日連絡する。電話もメールもするし、日課のゲームも、オンラインでプレイできるから」

　寂さびしがらないでね。そう伝えると、爺ちゃんは手をひらひらさせながら、軽い調子で言う。

「年を取ると、時間が経たつのが早いもんだ。寂しいと思う暇ひまもない。湊みなとの方こそ、寂しがるなよ」

「……無理だよ。寂しいに決まってる」

　しんみり呟つぶやくと、爺ちゃんは僕の肩をポンと叩たたく。

「大丈夫。爺ちゃん、すぐに遊びに行くから。しっかり案内してくれよ」

　僕は爺ちゃんから目を逸そらし、しばらく逡しゆん巡じゆんした後、小さく「わかった」と頷うなずいた。

　爺ちゃんが怪我をする以前なら、二つ返事で「もちろん」と答えただろう。だけど今は、屈くつ託たくのない気持ちでそうすることはできない。体を悪くした爺ちゃんが一人で長旅をするのが難しいということを、僕はもう知ってしまっている。

　それでも僕がどうにか頷くことができたのは、「遊びに行く」と言ってくれた爺ちゃんの優やさしさが嬉うれしかったからだ。

「爺ちゃんは、アキバハラ、に行きたい。アキバハラのギルド喫きつ茶さで、モンスターパンを食べるんだ！」

「アキバハラじゃなくて、秋あき葉は原ばら。ギルドカフェで、モンスターパンケーキ、ね」

「そうそう。頼んだぞ」

　爺ちゃんはカッカッカッと笑った後、改まった声で僕の名前を呼んだ。

「──湊」

　僕は深く頷いて、爺ちゃんに歩み寄ると、そっと身をかがめる。

「じゃあな。楽しくやるんだぞ」

　爺ちゃんは柔らかな声で言いながら、少し冷たい手のひらで、僕の頭をゆっくり撫なでる。ゴツゴツした爺ちゃんの指に髪の毛が梳すかれていくのを感じながら、思わず涙が出そうになった。

　昔から爺ちゃんは、ことあるごとに、こうして僕の頭を撫でた。

　十年前、初めて頭を撫でられた時、爺ちゃんの指はもっとふくよかだった。今より顔の皺しわも少なく、腰も曲まがっていなかった。だから僕はただ真まっ直すぐ立っていれば、それだけで良かったのだ。それがある時、爺ちゃんが背伸びしていることに気づいてしまい、その足が震ふるえているのを見た日から、僕は身をかがめるようになった。そして今、足を悪くした爺ちゃんのために、僕は自ら歩み寄っている。

　次に会う時、爺ちゃんはどうなっているのだろう？

「行ってらっしゃい」

　爺ちゃんは僕の頭から手を下ろすと、背中を押した。

　大きくて骨張った手の温かさが、じんわりと伝わってくる。

「行ってきます」

　僕は精一杯の明るい声を出し、前を向いて、ゆっくり一歩を踏み出した。玄関を出たきり、田んぼに囲まれたあぜ道をひたすら突き進む。未だ僕を見送ってくれているだろう爺ちゃんのことは気になったけど、振り返ることはできなかった。

　生なま温ぬるい雫しずくが頰ほおを伝っているのに気づいてしまったから。

　こんな情けない顔、爺ちゃんに見られてなるものか。

　ちっとも温かくない春風が正面から吹いてきて、濡ぬれた頰がひやりと冷たい。顔を袖そでで拭ぬぐいながら、ふと横を見ると、水田に植えられたばかりの小さな稲いねがゆらゆらと揺れていた。見慣れているはずのその光景がやたらと美しく見えるのは、心のどこかで、今日で見み納おさめだと思っているからかもしれない。

　僕はもう、この村に帰ってこられないかもしれない。

　頭上のメジロの鳴き声が、叱しつ責せきのように聞こえてしまうのは、わかっているからだ。爺ちゃんが望んでいるのを知っているのに、帰省の約束をしなかった僕は、恩知らずのダメ人間、最低最悪の卑ひ怯きよう者ものだ。





[image: ]







　壁伝いに十三歩、それが限界だった。

「もう、無理」

　息絶たえ絶だえの、情けないほど弱々しい声で呟くと、僕はその場にうずくまる。

　ひどく気分が悪かった。

　今にも口から出てきそうな朝食のおにぎりを、気合いで押し込みながら、先ほどの光景を思い出す。

　溢あふれんばかりの人、人、人。

　ホールにひしめき合った制服姿の学生たちを見て、背中がぞくりと粟あわ立だった。むせ返るような生暖かい空気を吸うと同時に、頭が真っ白になって、それから先は無我夢中。逃げるように扉から出ると、まばらに人のいる廊下を避よけて、細い通路をよろよろと突き進み……今、こうして息絶えているというわけだ。

　ああ、あと一歩で、彼女に会えたかもしれないのに。

　そんな女め々めしいことを考えていると、徐々に身体からだが傾かたむいていく。どうにかしなきゃと思ったけど、どこにも力が入らない。ぐにゃりと歪ゆがんでいく視界の端はしに、

　──僕は天使を見た。

　つるりと滑なめらかな白い肌、小動物みたいにまん丸の大きな瞳ひとみ、色素の薄いふわふわの髪の毛。清せい廉れんでありながら、どこか暖あたたかみのある微笑。背中に羽はねは見えなかったけど、昔絵本で見た天使そのまんまだ。

　死ぬのかな？

　そう思ったが最後、僕の意識はぷつりと途と切ぎれた。
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「大丈夫？」

　目を覚ますと、目の前に女の子の顔があった。

「…………わっ！」

　思わず飛び起きて、声を上げると、

「そんなに驚く？」

　女の子が快かい活かつに笑う。

　アーモンド形の大きな瞳、形の良い鼻び梁りよう、高い位置で一つに束ねられた茶色の髪の毛が、彼女が首を傾かしげた瞬間、ぴょん、と跳はねた。

「あ、そいつ、起きたの？」

　女の子の後ろからひょいと顔を出したのは、一人の男。整った顔立ち、さらさらの茶髪、スラリとした長身、学園ドラマで主役を張っていそうな爽さわやか好青年だ。都会ってすごい、そんなことを思いながらまじまじと見つめてしまう。

「おい、大丈夫かよ」

　彼は怪け訝げんそうな顔で言いながら、僕の肩を揺さぶった。

「は、はい。ちょっと、人に酔よっちゃって」

　慌てて頷きながら、周囲をぐるりと見回し、呆ぼう然ぜんとする。

　気を失う直前まで、僕は学校にいた。目の間の二人が制服姿であることから、やはり今も学校にいるはずなのだが……少なくともここは、教室でも保健室でもない。

　僕が寝ていたのはベッドではなく、部屋の真ん中に置かれたソファーだった。優に五人は座れそうな巨大なそれは、僕が家で使っている布団ふとんよりも、よほど寝心地がいい、極きわめて上等なものだ。モスグリーンの生き地じはすべすべしていて肌触りが良いし、感触もふかふか、リラックスするには最適だが、学校の備品とは思えない。

　さらに言えば、床にはお洒落しやれな幾き何か学がく模も様ようの絨じゆう毯たんが敷かれ、ソファーの前には、重厚な樫かし木ぎのテーブルがある。その上に置かれているのは、湯ゆ気げのたったコーヒーと高級そうなチョコレート。壁沿いには数台のパソコンと大きなテレビが並んでいて、そのテレビには、なんとゲーム機が接続されている。

　ここは、どこだ？

　僕の表情を読んだのか、男が苦笑する。

「ここは俺たちの部室。校舎の隅すみっこにあるプレハブだよ。お前、ホール横の通路で生き倒れてたんだ。うなされてるみたいだったし、とりあえず休ませようと思って、連れてきた。ちなみに今はまだ九時半で、式の途中。今いま更さら参加するのも微妙だし、もう少しゆっくりしてればいいさ」

「あ、ありがとうございます」

　話によると、随ずい分ぶん世話になったらしい。

　深々と頭を下げると、女の子が慌あわてたように言う。

「敬語じゃなくていいわよ。君、一年でしょ？　何組？」

「は、はい。一年四組の、水みず谷たに湊みなとです。先輩、は？」

　いらないと言われても、初対面の先輩相手に砕くだけた口調で話す方が難しい。

　女の子は困惑する僕を見て、アハハと笑った。

「私たちも一年だよ。名前は百もも瀬せ莉り央お」

「俺は、二にノの宮みや圭けい介すけ」

　僕と同じ一年生。

　それなのに、入学式である今日から、もう部活に入っている。

　と、いうことは……

「二人とも、内部生、なの？」

　桜さくら山やま学園には、中等部と高等部がある。

　親しそうな態度から察するに、二人は中等部からの付き合いなのだろう。

「そうよ。水谷は外部組？」

　当たり前のように名前を呼ばれて、思わず顔が赤くなる。

「……う、うん」

　頰ほおを掻かきながら小さく言うと、二ノ宮が耳元でひそひそと囁ささやいた。

「水谷、もしかして、タイプなのか？　こいつ、顔はいいけど、すげぇ馬鹿だぞ。それに暴力ふるうし、性格にも難なんが──て、痛っ！」

　言い終わらないうちに、二ノ宮がしゃがみ込んだのは、どうやら百瀬から蹴けりをくらったせいらしい。二ノ宮は尻しりを擦さすりながら、ほらな、と言いたげに僕を見る。

「このもやしっ子！　ケンカなら買うわよ」

　百瀬は二ノ宮をギロリと睨にらんで言った後、

「こいつの言うことは、信じないでね」

　と、僕ににっこりと笑いかけた。

「う、う、うんっ」

　上うわ擦ずった声でぎこちなく返事をする僕を見て、二ノ宮はニヤニヤと笑い、百瀬も不思議そうな顔をする。そんな二人を順に見て、僕は慌てて弁べん明めいする。

「ち、違うんだ。僕、同世代の女の子には慣なれてなくて、……えっと、あの、十歳未満と、六十以上の女性は得意なんだけど」

　村には若い女性はおらず、大抵が六十代以上のお婆ばあちゃんだった。例外は四歳の茜あかねちゃんと九歳の由ゆ美みちゃん。例の事件があるまでは、村の女性と仲良くしていた僕だけど、十代の女の子への接し方は全くわからない。

「って、どうか、した？」

　何な故ぜだか無表情で固まっていた二人に問いかけると、

「べ、別に」

　百瀬は素そっ気けなく言いながら、僕からそっと目を逸そらし、

「お前のこと、よぉく、わかったよ」

　二ノ宮は僕の肩をポンと叩たたいて、やけに愛想のいい笑顔を作った。

「…………？」

　意味深な反応に首を傾げたその時、足下で、何かがゴソゴソと蠢うごめいた。

　思わず飛とび退のきながら、慌てて床を見ると、それは、無む造ぞう作さに丸められたブランケットだった。カラフルな色の布が継つぎはぎされた、パッチワーク調のそのブランケットの中に、何かがいる。

「──っ！」

　思わず呻うめいてしまったのは、ブランケットから突然、にょきにょきと、白い手──生きているとは思えないほど、不自然な白さだ──が生はえたから。

　何これ、悪い夢？

　何を言うこともできず、慌てて隣となりの百瀬を見ると、彼女は気まずそうに苦笑いした。それから呆れたように、はぁ、と大きくため息をつき、

「由ゆ井い！」

　窘たしなめるように言いながら、その白い手をぐいと引っ張りあげる。

「起きなさい」

　ブランケットから引きずり出されたのは、一人の女の子だ。

　抜けるような白い肌に、折れそうなほど華きや奢しやな体つき。キラキラ光る飴あめ色いろの髪の毛に隠れて、目鼻立ちはわからないが、いるだけで場の空気を変えてしまうような華やかなオーラがある。不ぶ気き味みでしかなかった真っ白な手も、少女の一部となると、途端に可愛かわいらしく見えてくるから不思議なものだ。

「やだよぉ、まだ眠い」

　少女は顔を手で擦りながら、起き抜け特有の鼻にかかった声で言う。

　彼女がぶんぶんと首を振る度たび、ウェーブのかかった髪の毛がふわふわと揺れる。

「何でこんなとこで寝るの？」「この絨毯、ふかふかなんだもん」「汚いからよしなさいって言ってるでしょ」「だってぇ」

　会話の内容と、体格差（百瀬は長身、少女は小柄だ）が相まって、二人はまるで母親と娘のようだ。

　呆あつ気けに取られている僕の横で、二ノ宮が笑いながら言う。

「由井、お前が見つけてきた男が目を覚ましたぞ」

　その時、少女がこちらを向いた。閉じられていた瞼まぶたがパチリと開き、長い睫まつげに縁ふち取どられた大きな瞳が、僕をしっかり見み据すえた。

　──彼女は天使だった。

　いや、違う。

　正確には、気を失う直前に僕の視界を横切った、天使のような女の子だ。

　お礼を言おうと口を開くが、

「ありが」

「おお、死体くん！　生き返ったんだぁ」

　鈴の鳴るような、軽やかな少女の声に遮さえぎられる。

　呆然とする僕をよそに、彼女は「黄よ泉みから浮うき世よへ、お帰りなさぁい」と元気に言って、身体をくねらせ、招まねき猫のようなポーズを取った。

「……ごめんね。この子、由井っていうんだけど、すごく、変なの」

　百瀬がため息交まじりに言うが、由井と呼ばれた少女は、気にする様子もなくひょいと起き上がり、僕にぐっと顔を近づける。

「君、名前とクラスは？　あと、誕生日に血液型、それから、ゲームは好き？」

「な、名前は、水谷、湊。、四組で、六月三日生まれ。Ａ型。ゲームは、好きだけど」

　しどろもどろに言いながら、思わず後あと退ずさりする。

　変な子でも何でも、女の子で、しかも美少女だ。

　顔が燃えるように熱い。

　こんな至近距離で見つめ合っていたら、鼻血が出てしまうかもしれない。

　僕は慌てて鼻を押さえながら、それでも彼女の、髪の毛と同じ、色素の薄い瞳から目を逸らすことができなかった。

　視線が交わること数秒、由井と呼ばれた少女は突然、にっこりと微笑ほほえんで、

「ねぇ水谷。助けたお礼に、お願い聞いて」

　と、はしゃいだ声で言った。

「──うちの部活、ゲーム部に入ってよ」

　その天使のような笑顔を見ながら、彼女はやっぱり天使かもしれない、僕はそう思った。

　それは彼女の笑顔がとっても可愛かったから、というわけじゃなく、彼女のお願いが、僕の望んでいることだったから。

　僕が桜山学園に入学したのは、まさに、このゲーム部に入りたかったからなのだ。

　天使の導きにより、僕は入学初日から、目当ての場所を訪れることができたらしい。





　　　　＊






　桜山学園ゲーム制作部は、単なるゲーム好きの集まりでも、ひたすらゲームで遊ぶ同好会でもない。ゲームを真剣に研究し、さらには自分たちで制作するという、いたく本格的な部活動である。

　シナリオ、グラフィック、サウンド、プログラミング、全てを一から制作したオリジナルのゲーム『鬼おにヶが島しま』は、多少の欠けつ陥かんはあったものの、アマチュアが作成したとは思えないほどクオリティが高く、マニアの間では有名だ。

　僕が『鬼ヶ島』を初めてプレイしたのは中二の終わりの春のこと、ネットでフリー配信されていたのを見つけたのがきっかけだった。

　ダウンロードのページに備そなえられていたコメント欄らんには、純粋なゲームの感想、批評家ぶって内容を解説しているもの、それから正直何が何だかわからない、大丈夫ですか？　と問いたくなるような長文まで、たくさんのメッセージが寄せられていて、そのどれもがゲームへの惜おしみなき称しよう賛さんだった。

　とはいえ、あくまで無料のゲームだ。ほんの暇ひまつぶし、僕は期待することなしに、軽い気持ちで始めたのだが、気づけば、これでもかというほど、『鬼ヶ島』に夢中になっていた。

　食事を取るのも眠るのも、全てを後回しにしたくなるくらいに没ぼつ頭とうし、クリアした後はとんでもない喪そう失しつ感に襲われた。エンドロールを見ながら、ただただ涙が溢あふれた。

　どうしてこんなにも、僕のことがわかるのだろう？

　理り不ふ尽じんな現実への憤いきどおり。

　漠ばく然ぜんと感じる将来への不安。

　ふいに訪れるどうしようもない含がん羞しゆう。

　いっそ死んでしまおうかと思えるほどの寂せき寞ばく。

　敵である『鬼』は、誰にも話したことがない、言葉にすることさえもできなかったあの嫌な感じを、具現化したものだった。

　それらを倒したいと思う主人公は僕だった。

　ゲームには十のステージがあり、主人公は毎ステージ異ことなっていた。性別も性格も過去のトラウマもそれぞれのキャラクターだったけど、全員に感情移入し、クリアした時には主人公と一緒に心の底から喜んだ。

　最高のゲームだと、そう思った。

　制作者が同い年の中学二年生だと知った時、驚いたけど、妙に納得してしまった。

　あの感じは、きっと大人にはわからない。

　このゲームを作ったのは、どんな子なんだろう？

　男？　それとも女の子？　どんなことが好きで、どんな悩みを持って、どんな夢を描いているのだろう？

　彼（もしくは彼女）なら、僕のことをわかってくれるかな？

　僕と、友達になってくれるだろうか？

　数日悩んで、僕はメッセージを送ることにした。返事が返ってこなくても仕方ない。ダメ元でやってみよう。それくらい、制作者に惹ひかれてしまっていた。




『鬼ヶ島』に感動しました。誰だれにも言えなくて、ずっと一人で抱えていた悩みが、ゲームに『鬼』として現れたこと、驚きました。主人公として『鬼』を倒すことで、僕の心も救われました。『鬼ヶ島』は、本当に本当に、すごいゲームです。このゲームを作ってくれて、ありがとうございます。


Ｍ　　






　興奮をそのまま綴つづった拙つたない文章に、返事が来た。

　彼女はＡ。

　ゲーム部のメンバーで、『鬼ヶ島』を企画した、僕と同い年の女の子。

　それから僕たちは、週に数回のやり取りをする、いわゆるメル友になった。

　僕は憧あこがれのゲーム部でＡと一緒に高校生活を過すごすため、桜山学園を受験したのだ。





　　　　＊






「──入る！」

　間かん髪はつを入いれずに答えた僕に、聞いた本人である由井さえも目を丸くした。

「いいの？」

「……えっと、うん、もし、皆さんがいいなら、の話だけど」

　突っ走ってしまったのが気き恥はずかしい。言い訳のように付け加えてから、由井と百瀬を順に見て、思わず心臓が高鳴る。

　二人のうち、どちらかがＡかもしれないのだ。

　高ぶる気持ちを抑おさえながら、怪け訝げんそうに僕を見る百瀬と二ノ宮に説明する。

「僕、実は『鬼ヶ島』のファンなんだ。それで元々、ゲーム部に興味があって」

　そこまで言ってから、ごくり、と唾つばを飲む。

　ここからが、本題だ。

「それで、あの、『鬼ヶ島』の企画をした人って、ここにいる？」

　百瀬か由井か、それとも別の誰か、か。

　しかし、興奮する僕とは逆に、三人の表情は途と端たんに陰かげりを帯びた。

　そのことを不思議に思っていると、少しの沈黙の後、百瀬が躊躇ためらいがちに言う。

「──部長の菖蒲あやめは、今、登校拒否の真っ最中よ」




　僕とＡは、互いの顔はもちろん、本名すら知らない。

　今でこそそれなりの信頼関係を築けているものの、出会ったきっかけは、僕が送りつけた一方的なメールである。初めにメールを送る時、見ず知らずの他人に個人情報を教えるのは（また、尋たずねるのも）まずい気がして、僕は本名ではなく、イニシャルからとったハンドルネーム、「Ｍ」を名乗った。そして返ってきたメールには、僕と同様、名前から取ったというハンドルネーム「Ａ」と署名されていた。

　何でもない世間話やゲームの話以外に、知らない相手だからこそできる身の上話をすることもあったが、プライベートに関かかわることは、相手が話すまで自分からは尋ねない。深くは追及しないと、暗あん黙もくのルールで決まっていた。

　だから僕は、Ａが不登校中だなんて、当然知らなかった。

　でも、今思えば、最後にＡから来たメールには、随分意味深なことが書かれていたのだ。

〈今、私には『やるべきこと』がある。重大な問題を解決するための、一大チャレンジだ。それを終えるまでは、Ｍ、君とは連絡できない〉

　Ａのいう「重大な問題」とは、登校拒否のことだったのだろう。

　でも、そうだとしたら、「やるべきこと」というのは何だろう？

「まぁ、菖蒲もそのうち復帰するさ。てか、水谷、お目当ての菖蒲が不在だからって、入部しないっていうのはなしだぞ」

　思考を遮さえぎったのは、二ノ宮の言葉だった。

　暗くなってしまった空気を払ふつ拭しよくするように明るい声で言うと、二ノ宮は僕の肩をポンと叩たたいて、にかっと笑う。

「もちろん。入部したい気持ちは変わらないよ」

　応こたえるように笑って、僕は深く頷いた。

　紛まぎれもない本心だった。

　Ａが今いないのは残念だけど、ゲーム部が憧あこがれの場所であることには変わりない。

　それに、Ａにどんな事情があったのかは知らないが、あんなにゲーム部が好きだった彼女のことだ。僕が説得すれば、きっと戻ってきてくれる。

「良かったぁ。じゃあ水谷、これ、入部届。今、書いて」

　由井は鞄かばんから一枚の紙切れを取り出すと、テーブルの上に置いた。

「え、今？」

「うん。早く、早くっ」

　由井はせかすように言いながら、僕の手を摑つかみ、テーブルの端はしに転がっていたボールペンを握にぎらせる。

　彼女の掌てのひらの柔らかな感触に動揺しながらも、言われるがまま署名すると、

「完了！」

　由井は意い気き揚よう々ようと言ってから、用紙を両手で持ち上げた。

「よしっ。これ、式が終わってすぐ、出しに行こう！」

　どうしてそんなに急ぐ必要が？

　何だか悪徳商法みたいだ。抱いだいた不安は、ふいに浮かんだ大きな疑問にかき消される。

「……そういえば、みんなは入学式、出なくていいの？」

　内部生だろうが外部生だろうが、入学式は全員出席のはずだ。介かい抱ほうしてくれたのはありがたいが、彼らがここいて良いはずがない。

　数秒、沈黙が落ちた後、三人は顔を見合わせ、代表したように二ノ宮が言う。

「駄目に決まってるだろ。だけど、サボりってそういうもんじゃん」




　入学式が終わるまで、部室で時間をつぶした後、僕は案内を申し出てくれた由井と一緒に、部活動全体を取り仕切っているらしい梅うめ田だ先生を訪ねた。

　スクエア眼鏡めがねが良く似合う梅田先生はまだ若く、おそらく二十代だろう。具合が悪くなり式に出席できなかったことを詫わびると、先生は「大丈夫？」と心配そうな顔をしてくれた。

　僕が「はい」と答えると、先生はほっとしたように頰ほおを緩ゆるめ、それから隣となりの由井を見て、小さく息を吐く。

「で、どうしてあなたが一緒にいるの？　水谷くんは外部生よね？」

　訝いぶかしげにそう言う先生に、由井はにっこり笑いかけ、

「廊下で倒れてる水谷を見つけて、私たちが介抱したんです。で、仲良くなっちゃって、こういうことに」

　嬉き々きとして告げると、持っていた入部届を先生に突き出した。

　先生は怪訝そうにそれを受け取ると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「水谷くん、ゲーム部に入るの？」

「……は、はい」

　入学式をサボるような生徒達が集つどう部活にいい印象を抱いているわけもないが、そんな露ろ骨こつに嫌な顔をしなくとも。

　僕が頷くと、先生はため息交まじりに言う。

「ゲーム部はもうすぐなくなる部活よ。入るべきじゃないわ」

「えっ？」

　そんなこと、聞いていない。

　思わず由井を見るが、由井は僕を無視し、先生に向かって自信たっぷりに言う。

「なくなりませんよぉ。そのために、今、必死に新作作ってるんだもん。来月末の文化部発表会で新作を発表して、生徒たちを感動させて、先生たちを納得させられたら、部は存続させてもらえる。そういう約束ですよね？」

　だけど先生は、そんな由井を一いち瞥べつし、

「感動するわけないでしょう。たかがゲームに」

　と、冷たく吐き捨てた。

　由井は無言で先生を睨みつけるが、先生はさして動じた様子もなく、僕の方を向いて、淡々と言う。

「ゲームなんてくだらないわ。そんなくだらないものを研究する時間があったら、もっと有意義に使うべきよ。水谷くん、今ならまだ考え直せるわよ」

　僕は少しだけ逡巡した後、小さく息を吐き、ゆっくりと口を開く。

「──くだらなくなんか、ないです。ゲームしてる時、僕は本当に楽しいですから」

　人の主張を否定するなんて角かどが立つこと、本当ならしたくはない。

　だけど、ゲームがくだらないなんて、同意できるわけがない。僕はゲームが大好きなのだから。




　僕が初めてゲームをしたのは、星川村を訪れたばかりの頃。

　爺ちゃんと二人で暮らし始めてから数日が経たった、ある日のことだ。

　よく知りもしない老人といきなり二人きりの生活を始めることになった僕は、どうしてよいのかわからずに、与えられた部屋に引き込もっていた。部屋の窓からは、隣の草むらが見えた。小さな女の子が母親らしき人物とかけっこしている姿を眺めながら、僕は自分の母親を思い出し、毎日一人で泣いていた。

「湊、一緒にこれで遊ぼう」

　そんなある日、爺ちゃんがずかずかと部屋に入って来て、包装紙に包まれた四角い箱を畳の上に置いた。「開けてみなさい」と言われて中を見ると、当時流は行やっていたゲームの機械とソフトが入っていた。

「……ゲームだ」

　角ばった灰色の機械を見て、僕はポツリと呟いた。

「そうだよ。湊はやったことがあるか？」

　爺ちゃんの問いに、僕はぶんぶんと首を振る。

　ＣＭやオモチャ屋で見たことがあるから存在は知っていたけど、実際に触ったことはなかった。今まで与えられたオモチャは知育玩具や真ま面じ目めな書籍だけ。

　──ゲームは人を堕だ落らくさせるどうしようもない玩具おもちやよ。

　ＣＭにくぎ付けになっていた僕に母さんは怖い顔でそう教え、ゲームは恐ろしい機械で、知性を損そこなわせるのだと何度も言い聞かせた。

　だけど爺ちゃんは、嬉々としてこう言ったのだ。

「丁ちよう度どいい。ゲームするのは爺ちゃんも初めてだ。これから一緒に上達していこう」

　母さんより年上の老人がゲームで遊ぶなんて信じられなくて、僕はしばらく呆然としていたが、やがてゲームとテレビを繋ごうと四苦八苦している爺ちゃんを見ていられなくなって、「手伝おうか？」と声を掛けた。そして、嬉うれしそうな顔で頷いた爺ちゃんと一緒にゲームを設置した後、こう尋ねた。

「僕、本当に、やっていいの？」

　ゲームは悪い機械だと、友達が遊んでいるのを遠目に眺ながめながら、何度も自分に言い聞かせていた。言い聞かせないと、「やらせて」と言ってしまいそうだった。本当は、この魅み惑わく的な機械で、遊んでみたかった。

　爺ちゃんはコントローラーの一つを僕に握にぎらせて、にっこりと笑った。

「もちろん。これがあれば、爺ちゃんと湊は、一緒に冒険ができる」

　爺ちゃんがゲーム機のスイッチを押すと、画面には一面の草原が現れた。

「爺ちゃんは年だから、草むらで追いかけっこはしてやれん。だけど、ゲームを使えば、どこだって一緒に走り回れるぞ」

　その言葉を聞いて、僕は爺ちゃんの意図を察さつすることができた。爺ちゃんは、僕が、隣の女の子みたいに、草むらでかけっこしたいのだと勘違いしていたのだろう。そして、その望みを叶かなえるために、ゲームを買ってきたのだ。

　だけど、その勘違いを指摘することはせず、僕は大きく頷いた。

「……うん」

　何故だか涙がポロポロと溢あふれてきて、爺ちゃんはそれを優しく拭ぬぐってくれた。

　僕と爺ちゃんはテレビの前に並んで座って、ぎこちない操作でゲームを始めた。

　ゲームは予想以上に面白く、自分の知性が低下している様子がないことに、僕は心底ほっとした。

　僕たちは一緒にダンジョンを攻略し、深海で財宝を探たん索さくし、町を侵略する魔王を討とう伐ばつした。一緒に冒険した仲間の常として、すっかり打うち解とけた僕たちは、いつの間にか家族になっていた。

　僕と爺ちゃんが家族になることができたのは、ゲームがあったからだ。





　　　　＊






　梅田先生は呆れたような顔をして、「勝手にしなさい」と小さく呟いた。

　やっぱり、言わない方が良かっただろうか？

　小さくなる僕の横で、由井が晴れやかに笑う。

「言われなくても、勝手にしますよぉ。この学校、生徒の自主性を重んじるって、校訓に掲かかげてるし。……そんな学校に、生徒の楽しみを妨ぼう害がいする先生がいるなんて、全く、驚いちゃうなぁ」

　由井は嫌みったらしく言った後、てへっ、舌を出してちょこんと首を傾げてみせる。アイドルさながらの可愛いポーズは、明らかに先生の感情を逆さか撫なでしていた。

「由井って、いつもこうなの？」

　帰り際、僕が尋ねると、由井はアハハと笑って、ピースサインを作る。

「今日は、攻撃してない分、マシだよーん」

「攻撃？」

「うん。梅田先生ってすごく怖がりだからさ、いつも後ろから怖い声出して脅おどかしたり……あ、修学旅行の肝きも試だめしの時は、こんにゃく爆弾集中砲ほう火かしたよ」

　ドヤ顔で言う由井を見て、思わず頭を抱える。

　梅田先生のゲームに関する発言には、僕も腹が立ったが、由井の態度はあまりにもひどすぎる。

「仮にも先生だよ。もっと尊敬の念をもって接さないと……」

　窘めるように言うと、由井は頰をぷぅと膨ふくらませて、こう言った。

「だって私、梅田先生、大嫌いだもーんっ！」




　由井に連れられて四組の教室に入った瞬間、思わず冷や汗が噴出した。生徒の大半の視線が僕たちに集中しているのを感じたのだ。

　もしかして、僕、どこかおかしい？　都会風の学生に見えるよう、朝、洗面台で何度もチェックしてきたのだけど、何か失敗してしまったのだろうか……。

「ああっ！　まーちゃん！　同じクラスで嬉しいぞぉ」

　固まっている僕を無視して、由井はキャハハと笑いながら、入り口近くの女子に声をかけた。鏡片手に化粧をしている女子は由井を一瞥し、小さな声で「はよ」と呟く。髪を明るく染めた派手目の彼女は……以前爺ちゃんと見た映画で見た覚えがある。いわゆる、スケ番という奴やつだろう。

「由井。相変わらず、髪、くるっくるだねぇ」

「うん、アイロンも三十分で取れる、頑がん固こなくるくるだよ。いい整髪剤教えてっ！」

「アイロン無理なら、整髪剤じゃどうにもならないっしょ。ストパーしかない」

　都会の女子は髪の毛にアイロンをかけるのか？　それで頭皮は火傷やけどしないのだろうか？　そして、ストパって何？

　耳に入ってきた二人の会話に混乱していると、

「てか、君」

　いつの間にか、まーちゃんと呼ばれた女の子が、僕をじっと見ていた。

「……ぼ、僕？」

　思わず上ずった声で聞き返す。

　普通の女子と話すのも緊張するのに、スケ番なんかと会話できるだろうか。

「うん、君。由井の彼氏？　入学式サボって、二人でいちゃついてたの？」

「違う！　さっき会ったばっかりだし、まだ友達ですらないよっ！」

　あまりの質問に、緊張も忘れて大声で否定すると、由井が隣でアハハと笑う。

「この子は水谷。廊下で行き倒れてたのを見つけて、ゲーム部で介抱したの。たっぷり恩を着せたおかげで、入部させることに成功したよ～」

　満面の笑みでそう言った由井を見て、まぁちゃんと呼ばれた彼女は、大きなため息をついた。

「水谷くん、入学早々、目をつけられたわけだ。この子、お気に入りには執着するから、これから大変だよ」

「……お気に入りって」

　ゲーム部に入ったのは僕の意思だし、由井に気に入られた覚えはないのだけど。

「まぁ、頑張れ。大声で宣言した甲か斐いあって、誤解も解けたし、すぐ馴な染じめるよ」

「誤解？」

「このクラスの大半は内部生で、内部生の間では、由井はいい意味でも悪い意味でも有名人だから。入学式サボって見知らぬ男と歩いてたら、あの由井にいよいよ男ができたかって、注目の的まとになっちゃうよ。皆、ゴシップ大好きだから」

　ふん、と鼻で笑ってから、まーちゃんは教室の隅すみを見た。視線の先には十人ほどの女子が固まっている。

「ちなみにあの群むれは、由井の敵だから気を付けて。あそことあそこは大丈夫。あとは、男子はほぼ、味方かな。由井、顔がいいから得してる」

　ふんふんと鼻歌を歌いながら、まーちゃんの髪の毛を弄いじり始めた由井を気にも留めず、まーちゃんは小声でボソボソ説明すると、くすりと笑った。その意味深な笑顔を見て、僕はようやく彼女の意図、その優しさに気づく。彼女は僕を、クラスに溶とけ込こませようとしてくれたのだ。

「ありがとう」

　僕が呟くと、まーちゃんは素っ気なく「別に」と言う。

　本当に、なんていい子なんだ。

　感極まった僕は、思わず前のめりで捲まくし立たてる。

「本当に、ありがとう。君のおかげで、都会のイメージが変わったよ。東京ってもっと怖いところだと思ってたけど……スケ番の子まで、こんなに親切だなんて！」

「スケ番？」

　真顔で呟くまーちゃんの横で、由井がケラケラと笑い始める。

「水谷って、本当に同級生？　それに、東京にどんなイメージ抱いてんのぉ！」

　バンバンと背中を叩かれながら、僕は淡々と説明する。

「同級生に決まってる。あと、僕の故郷は星ほし川かわ村っていう、すごい田舎いなかで……」

　そのうち、何故だかまーちゃんまでもがぷっと噴ふき出し、しばらくの間、二人は共鳴しあうように笑い続けたのだった。

　二人の爆笑が収まった後、席に着いた僕に、隣の席の男子が話しかけてきた。

「水谷、お前、面白い奴だなぁ」

　人ひと懐なつっこい笑顔と丸眼鏡が柔にゆう和わな印象を抱かせる、人の良さそうな男子だ。

　友達に、なれるだろうか？

　僕はドキドキしながら、「そうかな？」と、笑顔を返す。

「そうだって。てか、聞こえてたんだけど、水谷って東京初めてなの？　何かわかんないことあったら、俺に聞けよ。あ、俺、谷たに口ぐちな」

「ありがとう。お言葉に甘えて、この辺で精米機がある場所を教えてほしいんだけど」

「セーマイキ？　何それ？」

「えっ？」

　精米機は、言葉通り、玄米を精米し、白米にする機会のことで、これがないと取れたての米を食べられない。故郷からたくさん玄米を持ってきていた僕は、精米機の場所がわからず困っていたのだが……こんなことは説明するまでもなく、常識だ。

　むしろ何それって、どういうこと？

「──俺は、知ってるぞ。俺の祖母の町にもたくさんあった。ほら、これだ」

　固まっていた僕への助け舟、スマホを差し出してくれたのは、後ろの席の生徒だった。短髪に日に焼けた肌の、スポーツ青年といった風ふう貌ぼうの男だ。

「ありがとう。……えっと」

「平ひら尾おだ。だが水谷、残念ながら、都会では精米機は滅めつ多たに見ない」

「えええっっ！」

「そんなに驚く？　やっぱ、水谷って面白いなぁ」

　精米機がないのには参ってしまうが、クラスメイトと普通に話せていることにほっとする。同世代の友達がいなかった僕だけど、これならどうにか友達を作ることができるかもしれない。





　　　　＊






　その日の放課後、部室に入るなり、百瀬がずいと詰つめ寄よってきた。

「水谷って、イラストとか音楽編集とかプログラムとか、とにかく何でもいいから、やれるものある？」

　聞き慣れない単語に呆気に取られながら、ぶんぶんと首を振ると、

「そんな能力、都合よく持ってるわけないだろ？　水谷、ごめんな。うちの部、今切せつ羽ぱ詰つまってて、こいつ焦あせってんだ」

　二ノ宮が横から口を挟はさむ。

「ごめん、事情は何となく聞いたから、手伝いたい気持ちは山々なんだけど……」

　申し訳なくて、身を縮ちぢこまらせて謝ると、二ノ宮は「大丈夫」と明るく言う。

「制作中のゲーム、自信作でさ。生徒たちの支し持じは得られると思うんだ。あと問題は、先生の評価なんだけど……まぁそれも、発表会の後に公表されるデータを突き付けて、ごり押しすればいい」

「そう、そうよね。水谷、ごめんね」

　パチンと手を合わせて言う百瀬に、「こっちこそごめん」と謝っていると、

「水谷には、一番重要、かつ、おあつらえ向きな任務があるぞ」

　二ノ宮が、ニカリと笑って言った。

「菖蒲復帰大作戦、考えといてくれ」

「あやめふっきだいさくせん？」

「菖蒲に会いたいんだろ？　ちょうど良いじゃん。今は由井が一人で考えてるんだが、あいつやる気ないし」

　頼んだぜ、二ノ宮はにっと笑うと、パソコンの方に戻っていく。

「実は、今、手こずってるのは、菖蒲がいないからなの。一応、私はイラスト、二ノ宮は音楽、由井はシナリオ、プログラムは皆で。って感じでやってるんだけど……菖蒲は何でもできる万能選手で、全部を手伝ってくれてたから。今回、初めて菖蒲なしでゲームを作ってるんだけど、やっぱり難しくて」

　百瀬は肩を竦すくめると、付け加えるように言う。

「菖蒲が戻ってきてくれれば、万事解決なんだよ。だから、二ノ宮が言ったように、水谷は菖蒲を学校に戻ってこさせる口説き文句を考えといて。由井は菖蒲の幼馴染みで、一番菖蒲のこと知ってるから、色々聞いてみてよ」

　よし、始めるかぁ、背伸びする百瀬を、手伝う術すべを持たない自分が、何ともふがいない。菖蒲のことを何も知らない僕に、彼女を連れ戻す算段を考えられるとは思わないから、百瀬と二ノ宮は、能力のない僕を気き遣づかって、役目を与えてくれたのだろう。

　後ろ髪を引かれる心地だが、他にやることもない。仕方なく、由井のいるソファーに向かう。ソファーのど真ん中にごろりと寝転がっている由井を見下ろして、思わず、ため息をついた。

「由井は、何か他にやることないの？」

　他の二人が忙しそうに作業してるのに、肩身が狭くないのだろうか。

　緑色のソファーで伸びをする、リラックスした様子の由井は、草原でくつろぐ野の兎うさぎを想像させる。寝ながら草を食べる草食動物よろしく、由井は寝転がったまま、腕を伸ばしてテーブルの上のチョコレートを指で摘つまんだ。宝石のように美しい艶つややかな丸い粒をパクリと口に入れ、とろけるような笑顔を浮かべて、由井は言う。

「ないよーん」

　気の抜けた由井の声を聞きながら、テーブルの上に置かれていたＡ４用紙を手に取った。一番上に綺き麗れいな文字で「菖蒲復帰大作戦」と書かれており、その下には「直接交渉」という箇か条じよう書き、百瀬梨央、二ノ宮圭介、由井礼、という三人の名前と、それぞれの横に×印。どうやら菖蒲は誰の説得にも応じていないらしい。

「由井、シナリオ担当なんでしょ？　のんびりしてていいの？」

「んー、菖蒲がほとんどやってくれてるから、大丈夫。というか、今までもそうだったし、私一人じゃ、なーんにも、できないよ」

　由井は間ま延のびした声で言った後、俯うつむいて、もう一度、今度はぼそりと呟く。

「……何にも、できない、よ」

　彼女の顔は僕からは見えない。だけど、聞こえた声が震ふるえていたような気がして、心配になる。今までのふてぶてしい態度は単なる強がりで、役に立てない自分に引け目を感じているのかもしれない。

「……え、えっと、菖蒲復帰大作戦、頑張って考えようよ」

　菖蒲を連れ戻すのは由井にしかできない。そんな思いを込めて、励はげますように言ってみるが、

「それも無理！」

　勢いよく顔を上げた由井は、呑のん気きな顔でにっこり笑っていた。

「いくら考えても、全然思いつかない。これはもう、新メンバーの水谷に託たくすしかないなぁ」

「…………は？」

　どう見ても落ち込んでいるようには見えないその顔にほっとしながらも、何だか釈しやく然ぜんとしない思いでいると、由井は僕の手をぎゅっと握って、

「頑張ってね」

　と、耳元で囁いた。

　思わず赤くなってしまった僕を気にも留めずに、パッと僕から離れると、

「私に、できることは～」

　おもむろにくるくると回り、歌い出す。

「歌を歌う～こと～だ～け～。皆の～仕事が～、はかど～るよ～うに～！」

　気分が弾むような軽快なメロディに、聞きき惚ほれてしまいそうな可か憐れんな歌声、優雅かつ、キレのあるダンス。歌詞はともかく、歌と踊りはミュージカル俳優もビックリなハイレベルだ。だけど、それだけに、
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「…………うますぎて、逆に気が散る」

　僕がため息交じりに呟くと、

「褒ほめて～くれて～ありがと～う！　以上、由井オリジナルソングでした」

　由井はスカートの裾を持ち上げて、恭うやうやしくお辞じ儀ぎした。





　　　　＊






　家に帰るなり、布団にごろりと寝転がり、パソコンの電源を入れる。静かに光り始めた緑色のランプを眺めていると、一昨日おととい越してきたばかりの殺風景なワンルームがようやく自分の部屋だと思えてきて、どうしようもなくほっとした。

　やがて画面に現れた赤い瞳の僧そう侶りよを動かし、西洋風の街をひたすら東に突き進む。

　オンラインゲーム『ユグドラシル』は非常に自由度の高いゲームで、一人でストーリーを進めることも、ユーザー同士でバトルすることも、買い物やイベントなど日常生活を楽しむこともできる。僕が最近遊んでいるのは、街の東端にある闘技場で行うオンラインバトルで、ネットで繋がった相手と一対一で対戦ができる。

　一覧の中から、長年のライバル「jiii79」を対戦相手に選ぶと、コロシアムを思わせる円形の広場に、二人の人物が入ってくる。赤い目をした怪あやしい僧侶（僕）とピンク色の髪の毛のくノ一（jiii79）だ。

　にらみ合った二人の均きん衡こうを破ったのは、くノ一の方だった。彼女は素早さを生かして僕の背後に回り込み、クナイを振りかざした。僕はすれすれのところでそれを避け、僧衣の下から取り出した大きな数じゆ珠ずを彼女めがけて投げ飛ばす。が、くノ一はすんでのところで数珠を蹴けり上あげ、壊してしまった。距離を取り、少しの間、互いが互いの様子を窺うかがっていたが、小さな竜巻が上がったのと同時に戦闘を再開する。接近戦に持ち込みたい「jiii79」と距離を取りたい僕の攻防戦がしばらく続く。くノ一の素早さを生かした連続攻撃を避けながら、僕は必殺技である怨おん霊りよう縛しばりを発動しようとしたのだが……

「あ」

　くノ一が高く飛び上がり、僧侶の頭に鉄てつ槌ついをくだす。

　どうやらあの連続パンチは、この大技を隠すための目くらましだったらしい。




　WINNER jiii79




　僧侶は地面にひれ伏し、くノ一はえへんと胸を張る。

　これで、三勝四十九敗、か。

　肩を落としてぼんやりと画面を見ると、口角をきゅっと上げて、得意げな表情で笑うくノ一と目が合い、思わず頰が緩んでしまう。くノ一が可愛らしかったから、というわけではない。多分同じような顔で笑っているのだろう「jiii79」を想像し、おかしくなったからだ。

　つるんとした白い肌に大きな瞳が輝く、くノ一とは違い、彼の顔は浅黒く、無数の皺しわに隠れた瞳は、ただのくぼみになってしまっているだろうが。──彼、「jiii79」は、僕の祖父、水谷礼れい次じ郎ろうなのだ。

　ややあって、ブルブルと震え始めた電話を手に取ると、

『まだまだだなぁ、湊』

　予想通りの快かい活かつな声で、爺ちゃんが笑いながら言う。

「昨日きのうもプレイしたばかりなのに、急に上達するわけないじゃん」

　僕がぼやくと、爺ちゃんは真面目な声を出す。

『いや、若者の成長は早いもんだ。一日見なかっただけで、別人になっとることもあるからなぁ。湊も今日一日で、しっかり成長しとるに違いない。ほら、今日のことを話しなさい。高校はどうだったんだ？』

　弾んだ声でそう聞かれて、思わず言葉に詰まる。

　今日は朝から色んなことがあった。人酔いで最悪の気分を味わい、念願のゲーム部に入部することができ、メンバーの変人ぶりに驚いた。先生からは問題児扱いされ、クラスメイトと打ち解けた。

　少し悩んだ結果、

「うん。楽しかったし、驚いた。同い年の子がこんなにいるなんて、びっくりだよ。友達もできたし、部活も決まった。ゲームの部活」

　精一杯の明るい声で、今日あったことのうち、良いことだけを報告する。

　爺ちゃんに心配はかけたくない。

『そうか、良かったなぁ。実は爺ちゃん、湊のことが心配でなぁ。忘れものはしてないか、制服に皺は寄ってないか、友達はできたか、気が気じゃなかった』

　カラカラ笑う爺ちゃんに、僕は呆れたように言い返す。

「大丈夫だって。僕、今日から高校生だよ」

　爺ちゃんは一瞬、押し黙った後、ポツリと言った。

『……そうだな。もう立派な大人だな』

　しみじみと呟いてから、爺ちゃんは嬉しそうに続ける。

『湊が出てたテレビ、何度も見返しとるぞ。実に立派だ。たくさんの若者の中から、選ばれるだけある』

「いや、選ばれたわけじゃないんだけど……」

　満足げに言う爺ちゃんに、僕は思わず苦笑いする。

　爺ちゃんの言うテレビというのは、合格発表の際に「今のお気持ちは？」とインタビューされたもので、合格を嚙みしめ、涙目になっている自分を映されるという、僕にとっては少々恥ずかしい思い出となっている。

　取材を受けたのはおそらく偶然で、百歩譲ゆずって選ばれたとしても、男泣きする合格者というのが「絵になる」と判断されたからなのだと思うのだが……

『テレビマンも流石さすがだのぉ。一瞬で湊の素晴らしさを見抜くなんて、プロの技に違いない』

　ご機嫌に喋しやべり続ける爺ちゃんの声を聞いていたら、否定する気も失うせてきて、心を無にして聞き流す。僕への、そして、何故だか取材したインタビュアーへの賛さん辞じを散々語った末、爺ちゃんは、思い出したように告げた。

『湊、高校生活、精一杯楽しみなさい。爺ちゃんはアレコレ指図はせんから、自分で決めて、納得いくまでやんなさい』

「……う、うん。そうできたら、いいんだけど」

　気恥ずかしくなって、どもりながら言うと、爺ちゃんは「できるさ」と断言した。

『湊ならできる。湊は賢く、優しく、努力家の、爺ちゃんの自慢の孫だからな』

　恥ずかしげもなく僕を褒ほめ称たたえる爺ちゃんは、相変わらずの孫馬鹿だ。だけど、爺ちゃんから自信たっぷりに断言されると、どんなことでもできてしまう気がするから不思議なものだ。

　よし。

　僕は心の中で気合いを入れる。

　高校生活を精一杯楽しむために、まず初めにやるべきなのは、菖蒲を学校に連れ戻すことだ。
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「由ゆ井い、水みず谷たに、どうだった？」

　不安げな瞳ひとみでそう聞いた百もも瀬せに、僕はにっこり笑ってこう告げた。

「すごく良かった！　キャラは個性的、ストーリーは感動的。盛り上がりの時の音楽も綺き麗れいで、思わずぐっときたよ」

　制作中のゲームをプレイし、どう思ったかを聞かせてほしい。

　部室に入るなり、百瀬からゲームのサンプルを渡された。難易度は低く、一時間ほどでクリアしたのだが……

「良かったぁ」

　頰ほおを緩ゆるめる百瀬を見て、僕は胸を撫なで下おろす。

「悪いとこはなかった？」

　あるには、ある。

　暇ひまさえあればゲームをしていた自称ゲーマーの僕は、目が肥こえている。正直、ゲームに色々と思うところはあったが、そんなもの口にする必要はない。百瀬が僕に求めているのは、優やさしい部活仲間であることなのだから。

「うん、全然。良いところしか見つから」

「ストーリーの前半、説明的すぎていまいち入り込めなかった」

　僕の言葉を遮さえぎったのは、由井の容よう赦しやない酷こく評ひようだった。

「んー、前半、尺しやくの都合でシナリオ変えたのがまずかったのかもしれないわね」

　百瀬の呟つぶやきに「そうだねぇ」と同意してから、由井は続ける。

「ヒロインの満ま里り奈なと中盤出てくるライバルの萌もえのキャラデザが若じやつ干かん被かぶってた」

「言われてみれば、確かに。髪型を変えてみようかな」

「それから、友情コマンドが見にくい」

「わかった」

「あと、エンディングの音楽は合ってなかったと思う」

「……了解」

　由井が喋しやべる度たび、百瀬の声は深刻さを増していく。すっかり強こわ張ばってしまった百瀬の横顔を見ていたら、僕まで胸が痛くなってきた。

　由井の指摘は確かにもっともで、僕も内心では全く同じことを思っていた。だけど、百瀬の心境を考えたら、批判めいたことなんて言えるものか。

「僕はそう思わないけど」

　僕は二人の会話を遮るように、大きな声で宣言する。

「ストーリーにはすぐに入り込めたし、ヒロインとライバルは十分区別できた。友情コマンドにも違和感は覚えなかったし、エンディングはいい曲だったと思う」

　噓うそだった。

　だけど、それで百瀬を慰なぐさめられるなら、彼女が満足できるなら、いいじゃないか。

「……ありがとう」

　だけど、しばらくの沈ちん黙もくの間、百瀬は疲れたような顔でそう言うと、

「もう大丈夫。二人はいつもの作業に戻ってくれて構わないから」

　そう言い残して、スタスタとパソコンの方に行ってしまった。

　釈しやく然ぜんとしない思いのまま、由井と二人でソファーに座る。

　のんびりとお菓子を食べる由井の隣となりで、僕はしばらくの間、気まずい気分でじっとしてたのだが、

「ねぇ水谷、今日は、ちゃぁんと考えてきたよ」

　唐とう突とつに、由井がルーズリーフを差し出してきた。

　余よ白はくが目立つ白い紙を受け取って、一通り目を通した後、僕は得意げな様子の彼女に、低い声で言う。

「これ、ふざけてる、よね？」

　菖蒲あやめの家の前で、飲んで歌って騒さわぎまくる。楽しい宴会を開こう！　美お味いしい野草を摘んできて、山さん菜さい祭り☆（天ぷらもあるよ）

　ルーズリーフには、綺麗な文字でそう書かれていた。

「本気だよ。水谷、知らないのぉ？　かの有名な天あま照てらす大おお神みかみも、この方法で、引きこもりから脱却したんだから」

「知ってるけど、でも、いや、無理でしょ」

　素そっ気けない口ぶりになったのは、先ほどのモヤモヤがまだ心に残っていたからだ。

　率そつ直ちよくに、と言われていたとはいえ、相手の心情も考えずに、ずけずけとものを言う由井に、正直、辟へき易えきしてしまっていた。

　頭に手をやり、ため息をつくと、由井はふんっと鼻を鳴らして、したり顔で言う。

「菖蒲って、山菜が大好物なんだよ。昔、よく一緒に採りに行ったの。フキノトウとかタラの芽めとか、有名どころはもちろん、コゴミとかノビルとか、わかる？」

「うん。わかるよ」

　僕は山育ちだ。春の山菜採りは幼い頃からの恒例行事だったし、野草には詳くわしい。

「すごいじゃん！　じゃあ、山菜パーティできるねぇ。菖蒲、きっと出てくるよ」

「いや、無理だって」

　冷静に突っ込む僕を無視して、由井は僕の腕にぎゅっと絡みつく。

「さあさあ、行こう！　思い立ったが吉日だよっ！」

「ちょ、ちょっと」

　由井の身体の柔らかさに驚くと同時に、石せつ鹼けんの香りがふわりと鼻び腔こうを掠かすめ、頭がくらくらする。全身が熱くなり、僕は慌あわてて由井の手を振り切ろうとするが、

「あれー？　水谷、もしかして、意識してるのぉ？」

　からかうように言われて、

「してないっ！」

　なけなしのプライドで否定する。

　いくら可愛かわいいとはいえ、こんな変人……由井なんかに、動揺してたまるかっ！

　強く断言した手前、しがみついたまま突き進む由井を引ひき剝はがすこともできず、僕は渋しぶ々しぶ彼女の後に従ったのだった。




「こっこでーすっ！」

　由井に連れてこられたのは、学校から五分ほど歩いた場所にある河か川せん敷じきだった。

　悠ゆう々ゆうと流れる大河と、だだっ広い草原。青と緑で作られた風景は、少し歩けば繁華街に出るとは思えないほど、のどかなものだ。

「……いい場所、だね」

　口から出たのは、自分でも驚くくらいの浮かれた声だ。

　この場所に来た瞬間、体がふっと軽くなった。自然に溢れた星川村で暮らしていた僕は、コンクリートだらけの都会での生活に、時折息苦しさを感じていた。草木溢れた場所に来たことで、強張っていた心と体がゆるりとほぐれたのかもしれない。

「でしょ？　菖蒲ともよく来たの。さっ、山菜採ろう！」

　由井は元気に言ってから、鞄からビニール袋を取り出すと、土手を一気に駆け下りる。途中、豪快に頭から倒れ、そのまま転がり落ちていく由井を見て、

「大丈夫？」

　僕は叫ぶように言ってから、急いで彼女を追い掛け、上から顔を覗のぞき込んだ。

　だけど、斜面を落ち切って、仰あお向むけになっていた由井は、にこにこと笑っている。

「気持ちいいー！」

　ゴロゴロと転がり始めた由井を呆れた心地で眺めながら、草むらに座ると、すぐ横に生えていたナズナを手に取った。

　山菜と言うより野草だけど、お浸ひたしや胡ご麻ま和あえにするとおいしく食べられる。春の七草にも入っているこの有名な草花は、解げ熱ねつや血圧を下げる効果があると言われていて、村にいた頃は高血圧の爺ちゃんのためによく集めていたのだった。

「ぺんぺん草だぁ！」

　由井が嬉しそうに言いながら、駆け寄ってくる。

　制服は皺くちゃ、そこかしこにひっつき虫がつき、ボサボサの髪の毛には草が絡まっている。

「ちょっとは身なりを気にしなよ。ほら、頭は自分でやって」

　僕は立ち上がると、捲めくれたスカートの裾すそを直してから、由井の体をパンパンと叩たたいた。昔、外で遊んで泥どろだらけになった時、爺ちゃんがこうして土を払ってくれたなぁ、思わず昔のことを思い出し、ふっと頰が緩む。

「んー、天パのせいで、取れないし」

　由井は髪の毛を触りながらブツブツ言っていたが、ややあって、「ま、いいや」と、吹っ切れたように笑った。

「いいの？」

「いいの！　それより、収穫しよっ」

　膝ひざ立だちになってナズナを摘む由井の隣にしゃがみ込むと、草をかき分け、食べられるものを探す。

　これで菖蒲が出てきてくれるとは思えないが、僕自身が、久々に野草料理を食べたくなってしまった。俄が然ぜんやる気が出てきて、どんどん野草を摘んでいく。

「オオバコにタンポポ、クレソンもある」

「クレソンって、イタリアンの？　こんなとこにあるの？」

「丈夫な草だから、水辺にはよく生えてるよ。あ、ツクシ」

「可愛いっ！　たくさん採ろう！」

「由井、穂先がつまってて、茎くきが太いやつを選んで」

「わかったって。あ、これ、セリでしょ？　知ってるよ」

　得意げに言って、白い花に腕を伸ばした由井の掌てのひらを、僕は慌てて摑つかんだ。

「……握あく手しゆ？」

　確かに傍はたから見たら、握手以外の何物でもない。

　恥はずかしくなって、パッと手を離すと、たじたじに否定する。

「あの、ダメだから。それ、違う」

「何が？」

「それはセリじゃなくて、毒ゼリ。セリはもっと小さい花だから、絶対間違えないで。食べたらひどいことになるよ」

　きょとんとする由井に、僕は慌てて説明する。

「毒ゼリは、誤食すると、嘔おう吐とや下げ痢り、けいれんなんかの中毒症状を引き起こすんだ」

「そうなんだぁ。水谷、ありがとっ。菖蒲を喜ばせるどころか、嫌がらせになっちゃうとこだったね」

　にっこりと笑う由井は、本当に、菖蒲に野草を食べさせるつもりらしい。

「現実として、家の前で宴会するのは無理だと思うよ。近所の人にも迷惑だし」

　僕が冷静に抗議すると、由井はポンと手を打って、頷いた。

「そうだねぇ、じゃあ、差し入れにしよう」

　その後、夕日が浮かび、空が真っ赤に染まるまで野草を摘んだ後、僕は由井の家まで彼女を送った。その彼女の自宅、立派な高層マンションの玄関の前で、由井は笑顔でビニール袋──収穫した野草が入ったものだ──を僕に押し付けた。

「じゃあ水谷、明日、これ調理してきて。放課後、菖蒲に渡しに行くから」

「言い出したのは由井なんだから、せめて半分担当してよ」

　僕のもっともな言い分に、由井はこくりと頷き、

「わかった。じゃあ、チョコに混ぜてもいいやつと、生クリームかけてもいいやつをもらう」

「……やっぱり、全部僕がやる」

　由井の調理では、毒ゼリと同等の嫌がらせになってしまうかもしれない。

　ため息をついて、袋を受け取ると、由井は満面の笑みで「ありがとう」と言った。




　次の日の放課後、僕と由井は、菖蒲の家の前に訪れていた。

　大きく深呼吸する僕の横で、由井がインターホンを押す。

「ちょっと、まだ、心の準備が……」

「会って話すだけなんだから、緊張しないの！　菖蒲、説得には応じてくれないとは思うけど、普通に喋ってはくれるよ」

　由井は慌てふためく僕をからかうように、軽々しく言うが、「緊張するな」というのは無理な話だ。ずっと会いたかったＡと、ようやく会えるのだ。

「あ、ちなみに、菖蒲のタイプは名探偵だよ。あの子、根っからのシャーロッキアンだから。やぁ菖蒲くん、ってもったいぶった口調で呼びかけて、昼に食べたものなんかを推理してみれば、好感度アップ間違いなしっ！」

　隣で嬉き々きとして喋っている由井を無視して、手の平に書いた人の字を飲み込んでいると、

「はぁい！」

　インターホン越しに返事が聞こえ、由井が「菖蒲だよ」と僕に耳打ちする。

「菖蒲、由井だよ。いーれーてっ！」

　明るい声で由井が告げると、少しの沈黙の後、菖蒲が困ったように言う。

「いいけど……学校には行かないよ」

「とにかく入れて。今日はゲーム部の新メンバーを連れてきたんだよ。それに、差し入れもあるんだぁ」

　由井は楽しそうに言ってから、「何か喋しやべって」と口パクで僕に伝えてきた。

　無茶ぶりだ！

　僕はしどろもどろになりながら言う。

「あ、あの、こんにちは。僕は、えっと、あの…………え、み、水谷湊です」

「名前でどもるとか、どんだけチキンなの」

　ころころ笑う由井を、僕は無言で睨みつける。

　どもったのには、理由がある。自分がＭだと伝えるつもりだったのを、由井が隣にいる今は無理だろうと、思い直したのだ。

　僕とメールのやり取りをしていることを、Ａはおそらく他言してはいない。僕たちのやり取りは密ひそやかで、だからこそ濃密だ。二人以外の誰かに知られたくない、Ａが僕と同じ気持ちなら、そう思ってくれているはずだ。

「菖蒲です。今から行きます」

　ややあって、ガチャリ、と音がする。

　ゆっくりと扉が開き、その隙すき間まから、少女の姿が見える。

　艶つややかな長い黒髪の、楚そ々そとした和風美人だ。

「いらっしゃい」

　そう言った少女の、控えめな笑顔にしばし見み惚とれた。

　彼女が、Ａ、──菖蒲なのだ。

　ドクドクと、心臓が高鳴るのがわかる。

「お邪じや魔ましまぁす」

　由井は遠慮もせずにずかずかと玄関に入ると、ふと振り返って僕を見る。

「あ、水谷。アレ見せて」

「え？　あ、うん」

　いまだ固まっていた僕は、由井の言葉にハッとして、手に持っていた紙袋から、タッパーを取り出した。中には、僕が調理してきた山菜の天ぷらが入っている。

　こんな場所で開けるのか？　疑問に思いながらも、タッパーの蓋ふたを開け、菖蒲に見えるよう、玄関の中に入る。

「こんにち」

　挨あい拶さつしようとして、思わず固まった。

　菖蒲はカッと目を見開き、青ざめた顔で僕を見つめている。

「菖蒲、どうしたの？」

　由井が慌てて尋ねるが、菖蒲は彼女を無視して、僕に言った。

「帰って」

　事態がまるでわからず、押し黙ったまま動かない僕を見み据すえて、菖蒲は絶叫する。

「早く、早く、早く！　帰ってよぉぉぉ！！！」





　　　　＊






「なぁ、水谷。菖蒲は元気だったか？」

　逃げるように菖蒲の家を去り、部室のソファーで小さくなっていた僕に、二にノの宮みやが話し掛けてきた。

「えっと、うん。多分、いや、どうだろう……」

　僕は未だに混乱していた。

　自分でも状況がわかっていないのに、人に説明するなんて難しすぎる。

　言葉を濁にごすと、二ノ宮は「何だそれ」と笑い、それから、僕を覗き込んで、

「菖蒲、可愛かっただろ？」

　と嬉うれしそうに聞いた。

「う、うん」

　コクコクと頷きながら、僕は少しだけ、驚いていた。
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　ここ数日でわかったことだが、二ノ宮はとにかくモテる。

　用事があって何度かクラスを尋ねたが、二ノ宮はいつも大勢の女の子に囲まれていた。女の子の波をかいくぐって二ノ宮の元に向かうと、一人一人を紹介されたのだが、──とてもじゃないが、全員は覚えきれなかった──こんなにも弾んだ声を聞くのは初めてだ。

「菖蒲は見た目も可愛いが、性格はもっと可愛い。いつも一生懸命にちょこまかと動いてるところが小動物っぽくて、見てるだけで癒いやされるんだ。かと思えば、ふと大人っぽい表情をすることもあって、そのギャップがとにかくたまらん」

　普段は飄ひよう々ひようとした二ノ宮の意外な一面に驚いていると、

「惚ほれるなよ」

　二ノ宮は急に真顔になって、低い声で言う。

　その気迫に気け圧おされ、思わず目を逸そらした瞬間、

「惚れても、無駄だよねぇ」

　由井がアハハと笑いながら、会話に入ってくる。

「水谷、菖蒲に嫌われてるっぽいもん」

「……そうなのか？」

　不思議そうに聞く二ノ宮に、僕は苦笑いを返すことしかできなかった。




「ねぇねぇ、何でそんなに落ち込んでるの？」

　二ノ宮が作業に戻った後、ソファーの上でうなだれている僕に、由井は悪びれもせずそう聞いた。

「誰のせいだよ！」

　菖蒲から嫌われたというだけでも悲しいのに、笑いのネタにされるなんて……僕の心はすっかり傷だらけだ。

「……でも、どうしてだろう？」

　あのふがいない自己紹介で好感を持ってもらえるとは思っていなかったが、絶叫されるほどのことをした覚えはない。頭を抱える僕に追い打ちをかけるように、由井がさらりと言う。

「んー、生理的に受け付けなかったのかなぁ？」

「そ、そんなこと、ないし」

　菖蒲が美人なことがわかった今、こんなことを言っても説得力がないかもしれないけど、僕はＡがどんな容姿であったとしても、彼女が好きだったと思う。Ａもきっとそう思ってくれるはずだ。多分、いや、絶対に。

　そもそも僕は、菖蒲から嫌われることなんてないはずで、それどころか、彼女から好かれているはずだったのだ。

　──今、私には『やるべきこと』がある。重大な問題を解決するための、一大チャレンジだ。それを終えるまでは、Ｍ、君とは連絡できない。

　Ａの、このメールには、続きがある。

　僕にとって、何よりも大事な続きが。

　──全てが終わったら、君に会いに行きたい。年上好きの君からしたら困るかもしれないけど、私は君が好きなんだ。大好きな君に伝えたいことがある。

　年上好きという誤解がどうして生まれたのかわからないが、──お隣の立たち花ばなさん（七十九歳）の誕生日プレゼントを迷っていた時、年上の女性がもらって嬉しい物は何だろう？　と相談したからかもしれない──とにかく僕は、Ａからはっきりと、好きだと言われたのだ。

　そして、この流れで、「伝えたいことがある」とくれば、内容は大体、想像がつく。

　もちろん僕は、彼女の言葉にイエスと答えるつもりで……

　とにかく、僕とＡは、ただの友人ではなく、そういう関係だったのだ。

「まぁ、嫌われるくらい、大したことないよ。どうでもいいじゃん」

　んーっ、と背伸びしながら、当然のように言う由井に、イラっとした。

　由井は、突飛な行動を取る変人だ。

　自分の思うまま、いつも好き勝手に振ふる舞まっているから、当然、敵も多く、クラスで一番大きな女子グループからは露骨に嫌われている。しかし由井は、自分を嫌っている相手と対たい峙じしても、少しも委い縮しゆくしない。そんなことどうでもいいとばかりに、いつもにこにこと、楽しそうに笑っている。

　それに、どうしてか、彼女には敵と同じくらい味方も多い。一部の生徒から熱狂的な人気があり、スケ番改め孤高のヤンキー、まーちゃんや、科学部のマッドサイエンティストたち、校則を無視しまくるギャル集団とは、特に親しげだ。さらには、生徒会などの真面目な生徒とも仲良くしているのをよく見かける。

　そんな由井には、わからない。

　わかるはずがない。

「どうでもよくなんかない。僕は誰からだって、嫌われたくない。多分それって、普通のことだよ」

　由井から顔を背そむけて、吐き捨てるように言う。

　君は普通じゃない、なんて意図を含ませた厭いや味みったらしい言い方は、自分でも僕らしくないと思う。だけど、それくらい、腹が立っていた。

　僕は、知り合いだろうが、そうでなかろうが、嫌われたくはない。

　嫌われるのが、怖い。

　怖くて怖くて、たまらない。

　初めて僕を嫌ったあの人──母さんのことを、思い出してしまうから。




　星川村で爺ちゃんと一緒に暮らし始めたのは、僕が六歳の時のこと。

　それまで僕は、東京で、母さんと二人で暮らしていた。

　母さんは美しい人だった。

　彼女は、僕が望んだ通りの行動をすると、「さすが、私の息子ね」とにっこり微笑ほほえんで、僕を褒めてくれた。だけど、僕が母さんの期待を裏切った時、彼女は決まってこう言った。

「そんな子じゃないと思ってたのに」

　美しい顔がアンバランスに歪み、蔑さげすむように僕を睨む、あの表情。

　大きなため息と一緒に、口から洩もれる掠かすれ声。

　その声を聞く度、僕は金縛りにあったみたいに動けなくなった。

　母さんから失望される僕は、出で来き損そこないのダメ人間で、価値がなく、生きていても人に迷惑ばかりをかけてしまう気がした。

　どんな人も憎んではダメよ。いつも笑顔でいなさい。悲しくても、泣いちゃダメ。他人を羨んではいけません。欲望は抑えて、我慢するのが大事なの。しっかり勉強なさい。享きよう楽らくは人を堕だ落らくさせるわ。

　母さんの言うことは、おそらく何一つ、間違ってはいない。

　言いつけをきちんと守れば、どこまでも清く正しい、聖人君子になれたはずで、母さんは僕がそうなることを望んでいた。

　そして僕自身も、母さんの理想の息子になりたいと思っていたのだ。

　だけど、なれなかった。

　意地悪されたら相手を憎んだし、自慢話を聞けば嫉しつ妬とした。悲しい時は涙が出たし、眠さに負けて寝坊する日も、勉強をサボり、遊び呆ほうけて楽しさに浸ってしまう日もあった。

　成長するに従い、叱しかられる回数が増えた。褒ほめてもらえることは滅めつ多たになくなり、僕は毎日母さんの冷たい視線を浴び続け──

　あの日、僕は倒れてしまった。

　僕は母さんと一緒に、デパートの屋上にある遊園地を訪れていた。たくさんの遊具を見回し、どれに乗ろうかと迷いながら、思わず口元に手をやり、爪つめを嚙かんだ。

　しまった、そう思った時には、もう遅かった。

　見上げると、機嫌よく喋っていたはずの母さんが、あの顔で僕を見下ろしていた。

「爪を嚙むのは良くないって、何度も言ったわよね」

　大きくはないが、威圧感たっぷりのその声が、喧けん騒そうの中でもはっきり聞こえてきた。

「──そんな子じゃないと思っていたのに」

　母さんは、僕が恐れていた嫌悪にまみれた表情で、ふぅと、大きなため息をついた。

　溢れかえった、人、人、人。

　大人も子どもも、皆、楽しげに笑っている。

　母さんと僕の周りだけが、切り取られたかのように、この空間にそぐわないピリピリとした空気で満ちていた。

　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい。

　そう言いたかったけど、言葉が出てこなかった。それどころか、ピクリとも動くことができなかった。蛇へびに睨まれた蛙かえるのように、僕はただただ固まったまま、その場に突っ立っていた。そして、ややあって、ふらりと身体が傾いて、視界が真まっ黒くろになった。

　次に目覚めた時、僕の前には母さんはいなかった。

　ストレスにより気絶し、丸二日も目覚めなかった僕は、一時保護という形で母さんから引き離されていたらしい。

　やたらと愛想のいい保護施設のおばさんは、僕に、手足にあった無数のあざの理由──彼女は母さんの暴行のせいではないかと疑っていたようだが、それらは僕が、鬱うつ憤ぷんがたまる度に自分自身で嚙んで作ったものだった──と、これから誰と過すごしたいかを尋ねた。お母さんの元から離れ、お爺ちゃんと住むこともできるのよ、私はそっちの方がいいと思うわ。そう言った彼女の勧すすめに従って、僕は爺ちゃんと会うことになった。

　爺ちゃんは母さんとはあまり似ていない、だけど、優しそうな人だった。

「星川村は、日本有数の何にもない村だ。だけど、湊、お前に必要なものは、きっと、この村にあるよ。一緒に暮らそう」

　嫌悪も軽けい蔑べつもない、ただただ慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしを眺ながめながら、僕は、爺ちゃんと暮らすことを決めた。

　僕が母さんではなく、爺ちゃんを選んだのは、母さんが好きだったからだ。

　これ以上一緒にいれば、僕は母さんに確実に嫌われる。大好きな母さんから嫌われないためには、彼女の元を離れるしかない。矛む盾じゆんしているようではあるが、あの時の僕は、本気でこう思っていたのだ。

　しかし、爺ちゃんの元に向かう僕を見送りにきた母さんの瞳は、信じられないほどの憎しみを湛たたえていた。あの暗い瞳を見て、僕は既すでに、彼女に嫌われていることを理解した。

　嫌われたくなかったから、こうなるのが怖かったから、離れるのを決めたのに。

　僕の心はナイフで刺されたように深く抉えぐれ、そこからはまだ血が流れ続けている。

　爺ちゃんとの、ただただ穏おだやかで、幸せな日々を過ごすうちに、僕は母さんと過ごした日々の異常さに気づくことができた。

　それなのに、傷は塞ふさがらない。

　僕は未だに、誰かに嫌われるのが怖い。

　あの時、母さんから嫌われるのは、僕にとっては死刑宣告と同じだった。だけど、今、他の誰かに嫌われても、僕は平気で生きていけると、わかっているのに。





　　　　＊






「…………水谷？」

　いつの間にか、吐息すら感じられるほどの距離で、由井が僕を見つめていた。

「な、な、何！」

　僕は思わず後退りして、彼女から目を逸らす。

　顔が熱いし、頭がうまく回らない。

「うーんとね、ごめんなさいっ。了解しました！」

　由井は真面目な顔できっぱり言うと、右手を上げて、敬礼のポーズを取った。

「…………馬鹿に」

　してるだろ、と言いかけた口に、チョコレートが放り込まれる。

　上品な甘さが口の中でとろけていくのを感じながら、「美味しい」と、思わず怒りも忘れて呟いた。

「でしょ？　糖分とって、新たな作戦考えよ」

　由井は穏やかに言ってから、一方的に喋り始める。

「ねぇ、こんなんはどう？　ドッペルゲンガー大作戦！　小学五年生の時に、学校でドッペルゲンガーの都市伝説が流行ってたの。ドッペルゲンガーに会うと数日のうちに死ぬっていうやつ。菖蒲、すごく怖がってたから、それを利用するの。等身大菖蒲人形作って、菖蒲の部屋の窓から覗かせれば、きっと部屋から出てくるよ」

　冗談なのか本気なのかわからないふざけた話を聞きながら、僕は、これ以上詮せん索さくされなかったことに、少しだけほっとしていた。





　　　　＊






「水谷、お前、その弁当、本当にお手製なの？」

「うん。朝から作ってきた」

「まじか。俺の彼女の手作り弁当よりうまそうなのが、むかつくな」

「谷たに口ぐちの彼女が、料理下手すぎなんだろ」

　僕の横に座り、ジャムパンをかじっていた平ひら尾おが、谷口の弁当を覗き込んで、嘆なげくように言う。

「いいの。美み緒おちゃん、可愛いから」

　谷口は平然として言いながら、得体の知れない真っ黒な物体を口に入れた。

「う、うん……思ったよりいける。何か奥深い味がする」

　そう言うなり、コホコホとむせ始めた谷口に、僕は自分の水筒を渡す。農家の多い星川村で育った僕は、食べ物を残すのが許せない。いくらまずくても、完食してもらわねば。

　谷口は「サンキュ」と呟いて、ぐいぐいとお茶を一気飲みした後、

「お礼に俺の、わけてやるよ」

　と、自分のペットボトルを押しつけた。

「いや、それは、ちょっと……遠慮しとく」

　曖あい昧まいな笑顔で断ったのは、そのペットボトルの中身が、美緒ちゃんスペシャルドリンクだと知っていたからだ。

「谷口、お前、恩を仇あだで返すような真ま似ねやめろよ」

「俺の美緒ちゃんが作ったドリンクに何を言うんだ！」

「うまそうには見えない上に、異臭がする」

　谷口は内部からの持ち上がり。中学の時から付き合っている、料理下手な彼女がいる。平尾は運動推薦で入ってきたサッカー部の有望株で、僕と同じ外部組。

　入学式の日に話した二人とは、順調に親しくなり、今ではすっかり「友達」だ。

　同世代の友達がいなかった僕は、同級生とうまくやれるか正直不安だったのだけど、嬉しいことに、その心配は全くの杞き憂ゆうに終わっていた。

　故郷の星川村での人付き合いを思えば、学校での人間関係は簡単だった。

　田舎の生活で、人間関係の良し悪しは生活に直接関かかわってくる重要事項だ。良好なら、家族同様に温かく接してもらえるが、一度悪化すれば、敵視され、肩身の狭い思いをすることになる。

　僕は星川村で過ごした十年間で、相手にとって好ましい自分を見つける力を養った。サバンナで暮らす民族の視力が高いように、カメレオンの色が多彩に変化するように、必要にかられて、自然と体が適応した。

　近所のお爺さんの前で、素直で明るい、理想の孫のように接していたのと同じように、百瀬の前では聞き上手で真面目な部活仲間、二ノ宮の前ではノリの良い男友達、教室では気安く親切なクラスメイトとして振る舞った。

　そうしてできた友達は、僕を好ましく思ってくれているに違いなく、彼らから好かれているという安心感から、僕は穏やかな気持ちで高校生活を過ごすことができる。

「まあまあ、良薬口に苦しって言うし、健康には良いのかもよ。納豆っぽい匂においだし」

　得体の知れない真っ黒な液体を指差して、僕が言うと、

「そう。さすが水谷！　美緒ちゃんは、見かけや味より、俺の健康のことを考えてくれてるんだ。よし、飲むぞ」

　特製ジュースを一気飲みし、ばたりと机に突つっ伏ぷした谷口を、平尾と二人、無言で眺める。

　と、背中に柔らかく暖かいものがのしかかってきた。

「大学芋いも、一つ、もーらーいっ！」

　軽やかな声と同時に、真っ白な手が伸びてきて、僕の大学芋を一つ摘まみ上げる。

「由井さん」

　平尾が嬉々とした声を上げ、

「ゆ、由井ちゃん」

　谷口までもがむくりと起き上がる。

　背中に押し当てられた体の柔らかさに心臓がバクバク鳴っているが、悟られないよう、意識して、しかめ面を作る。

「おいしい～！　ねぇ、水谷、あと一個、ちょうだい！」

　再び伸びてきた白い手から弁当箱を遠ざけながら、僕は平板な声で抗議する。

「やだよ。僕のデザートがなくなるじゃん」

「お願い！　私、大学芋、大好物なの！」

　僕と由井が言い合っていると、平尾が横から口を挟はさむ。

「水谷、由井さんに譲ってやれよ。お前には、ほら、これやるから」

　ポンと、僕の前に置かれたのは、綺麗にラッピングされた小箱だった。リボンを解いて箱を開くと、サッカーボールの形をしたクッキーが、何枚も入っている。

「いいの？」

「おう、俺、甘いの食べられないし」

　騒そう々ぞうしくしていたからか、由井を嫌っている女子グループが、こちらを殺さんばかりの勢いで睨みつけている。彼女たちが見ているのは由井で、僕ではないとわかってはいたが、それでも居たたまれない気持ちになって、平尾に「サンキュ」とお礼を言いながら、思わず縮ちぢこまってしまった。

　女子グループの鋭い視線を感じながら、僕の即席大学芋より大分上等そうなクッキーを、一つ摘まんで口に入れた途端、

「…………っ！」

　思わずぎょっとする。

　綺麗な見た目とは裏腹に、クッキーはお世せ辞じにも美味しいとは言えなかった。

　というか、食べられる品じゃない。

　おそらく生焼けだ。

「平尾、やっぱりこれ、返す。自分で食べてみて」

「どうしてだ？」

「どうしてって……」

　僕が言い淀よどんでいると、

「やっぱり私、そっちがいい！」

　突如、由井が大声を出して、クッキーを包みごと持ち上げた。一つをポリポリと食べてから、「全部、もーらいっ」いたずらをする子どものように無邪気に笑って、その場を走り去ってしまう。

　あれを全部食べたいとか、あいつ、舌がおかしいんじゃないのかな？

　自慢じゃないが、僕の作った大学芋の方が、あれよりもずっと美味しい。

「由井さんに喜んでもらえて、何よりだ」

　席に戻り、クッキーを口いっぱいに詰め込んで、むしゃむしゃと咀そ嚼しやくする由井を見ながら、平尾はポツリと呟いた。

「食べてる、食べてる！　やっぱり由井ちゃん、いいよなぁ、水谷」

　谷口に突然話題を振られ、

「…………そう？」

　思わず素っ気ない声が出た。

　黙々と大学芋を食べている僕を見て、二人は無言で顔を見合わせ、うなずき合い、代表したように平尾が言う。

「お前、由井さんに対して、当たりきつくないか？　同じゲーム部なのに」

「そんなつもりはないんだけど……」

　言いながら、視線が泳いでしまうのは、自覚があるからだ。

　入学して一週間、放課後は毎日、部室に通い、由井と一緒に「菖蒲復帰大作戦」の計画を練っている。平尾よりも谷口よりも、由井といる時間は長いはずだ。それなのに、僕は彼女と過ごしていると、どうしようもなく落ち着かなくなる。

　僕は彼女が苦手だった。

　由井は奇想天外な奴やつで、行動も気持ちもさっぱり読めない。だから当然、どういう僕を好ましいと思うのかもわからなくて、僕は結局、自分が定まらないことにもやもやし、投げやりな対応をしてしまう。由井が気を悪くした様子はないが、僕は勝手な自己嫌悪で、毎日後悔の連続だ。

　だけど、そんなことを説明するわけにもいかないから、僕は誤魔化すように聞いてみる。

「谷口と平尾が甘すぎるんじゃないの？」

「まぁ、その」

「そりゃあ、大好きだからさ！　ファンクラブ入ってるし」

　照れくさそうに口ごもる平尾の横で、谷口は身をよじらせて、嬉しそうに言った。

「ファンクラブ？」

　僕と平尾が聞き返すと、谷口は声を落として呟いた。

「一部生徒でこっそり運営してるんだ。学祭の時の写真とか回してくれるよ。二人とも、入る？」

　入ろうかな、という平尾の呟きは聞かなかったことにして、僕は谷口に尋ねる。

「そんなん入ってていいの？　彼女から嫌われるよ」

「大丈夫。美緒ちゃんもファンクラブの一員だから」

　あっさりとそう言われて、僕はうなだれてしまった。

「何がいいのか、さっぱりなんだけど……」

　思わず口から洩れた僕の言葉に、「ええっ！」谷口と平尾が驚いたように言う。

「あの顔であのスタイル、いいと思わない方がおかしい」

「由井ちゃん、同じ生き物とは思えないほど愛くるしいじゃん！」

　ぼそりと呟く平尾と、拳こぶしを握りしめて熱く語る谷口を、僕は無言でじっと見る。

　可愛いのは認めるが、苦手なものは苦手なのだ。

「愛くるしい生き物を可愛がりたくなるのって、人間の本能だよ！……ミミズが干ひからびてても助けたくならないけど、可愛い子こ鹿じかちゃんなら歩いてるだけで、えさをやりたくなるだろ？　可愛いは正義！　これ常識！」

「僕だったら、鹿よりミミズにえさあげるけど」

　切せつ々せつと語る谷口を一瞥し、僕はきっぱりと口にする。

　農業に携わる者にとって、鹿は天敵だ。爺ちゃんと僕の畑にあいつらは何度も侵入し、野菜を荒らしていった。張り巡らせた罠わなを巧こう妙みように潜くぐり抜ぬけ、作ったトマトやキュウリを奪っていく奴らに、えさなんて絶対に与えるものか。

　その点、ミミズは土を豊かにする。良い土は美味しい野菜を作る。ミミズには是ぜ非ひとも生き延びてほしい。

「え？　水谷、ミミズの方が好きなの？」

　去年、大切に育てていたトマトが鹿によって全滅したことを思い出して、思わず険けわしい顔になる。

「うん。鹿よりは一○○億倍好き」

「ウサギとアリクイは？」

「アリクイ」

「南みなみ綾あや子こと五十嵐いがらし雪ゆき菜なは？」

「…………南綾子、かな」

　アリクイはどうでもいいが、ウサギには昨年キャベツをかじられた恨みがある。南綾子は大御所の女芸人、五十嵐優樹菜はグラビアアイドル、五十嵐雪菜が嫌いなわけじゃないけれど、僕と爺ちゃんは南綾子の大ファンだ。以前、爺ちゃんと言い合いになった時、テレビで流れていた南綾子の一人芝居で大爆笑し、気まずいムードが吹き飛んだことがある。

　だけど、これは何の二択なんだ？

　訝いぶかしげに友人を眺めると、二人は生暖かい瞳で僕を見つめながら、口々に呟く。

「水谷、お前の趣味、もう十分わかったから」

「由井ちゃん、お前からしたら、全く可愛くなかったんだな」

「…………は？」

　変人とはいえ、由井の容姿は可愛いと思っている。それこそ、初めは天使と見間違えたほどなのだ。

　話の飛躍に唖あ然ぜんとして、何も言えないでいる僕の肩をポンと叩いて、

「蓼たで食くう虫も好き好き」

「水谷とはずっと良い友達でいられそう！　間違っても美緒ちゃんを好きになることはなさそうだし」

　二人は励ますようにそう言った。





　　　　＊






「はい、どうぞ」

　僕がカップを置くと、テーブルに突っ伏していた百瀬は顔を上げ、僕を見た。

「ありがとう」

　小さく頭を下げてから、そっとカップに口を付け、「美味しい」と呟く。

「僕はこんなことくらいしかできないから」

　百瀬と二ノ宮は、毎日必死でゲームを作っている。ゲーム制作の技術がない、役立たずの僕（現在、必死で勉強中だ）は、束つかの間まのリフレッシュを手伝うことくらいしかできないから、このくらい当然だ。

　と、その時、僕と同じ役立たずが、大きな声を上げた。

「水谷！　私、ココアがいい！　蜂はち蜜みつたっぷりの、甘ぁいやつ！」

「……わかってる。はい、どうぞ。ていうか、何してんの？」

　つかつかと由井に歩み寄るが、彼女は僕の方を見ようともしない。

　由井は悦えつに入った表情で、薄黄色をした生首と向き合っていた。

　宝石のように輝く大きな瞳、ほんのり薔ば薇ら色いろに染まった頰、瑞みず々みずしい果実を思わせる小さな唇、対峙しているのがグロテスクな生首ではなく人間だったなら、相手はその柔らかそうな唇くちびるに引き寄せられていたかもしれない。

「完成図、想像してるの。ビックリするほど可愛い、菖蒲の姿」

「え……何の話？」

　僕が聞くと、由井は急に僕の方を見て、ぷくりと頰を膨らませた。

「菖蒲人形の話だよ！　菖蒲のドッペルゲンガー大作戦、この前教えたでしょ？」

「あれ、冗談じゃなかったの？」

「当たり前じゃん！　だから、わざわざ石せつ膏こう使って型取って、蠟ろう人にん形ぎよう作ってきたんだよ～。お金も時間も手間もかけたし、冷蔵保存で冷蔵庫占領するから、ケーキ買うのも我慢して、頑張ったんだから」

　得意げな声でそう言って、えっへんと胸を張る由井を尻目に、

「その生首、冷蔵庫保存なんだ」

　僕は小さく呟く。家族が見たら、さぞかしぎょっとすることだろう。

「でも、そんなんで家から連れ出しても、全く意味ないじゃん」

　我ながら真っ当な意見だと思うのだが、

「どんな手段でもいいの。家から一歩踏み出させることに意味があるんでーすっ」

　由井はプイとそっぽを向いて反論する。

「まあまあ、二人とも、落ち着きなさい」

　言い争う僕たちに割って入ったのは、二ノ宮だった。

「由井、その人形、いくらなんでも気持ち悪いぞ」

　二ノ宮は由井の頭をくしゃくしゃと撫で回すと、僕の方を見る。

「そして水谷、由井の行動はめちゃくちゃだが、好きにさせてやってくれ」

「それで、いいの？」

　どう考えても、真剣に考えていないと思うのだけど……

　僕が怪訝な顔をすると、二ノ宮はポンと、由井の頭を叩いた。

「こいつ、持ってるから。ふざけてばっかだけど、不思議と成功するんだよ」

「どういうこと？」

　意味がわからず聞き返すと、二ノ宮はニヤリと笑う。

「中学ん時の学祭で、俺たちはギルド風の喫きつ茶さ店やったんだけど、一番人気はこいつがおふざけで作ったミノタウロスパフェだった。バニラアイスにクッキー盛り付けてるだけなんだけど、キモかわでＳＮＳ映えするって話題になって、バカ売れ。鬼ヶ島作った時の鬼も、百瀬のキャラデザに何かが足りないってなってた時、こいつがたまたま持ってた木き彫ぼりの仮面がマッチして、付け加えることになって……お前も知ってる通り、神秘的だと高評価。他にも色々あるぞ」

「は？」

「つまり、こいつ、とんでもないラッキーガールなんだよ。なぁ、百瀬！」

　二ノ宮の呼びかけに応じて、黙ってコーヒーを飲んでいた百瀬も会話に加わる。

「あの時は、こっちが真剣に考えてたのが、本気で馬鹿馬鹿しくなった。ピリピリした空気を全く読んでない由井が、夜の校舎で、いきなりキモイ仮面で脅おどかしてきたの。……何だっけ？　菖蒲がどっかのリゾートに旅行してきた時のお土産みやげ？　とにかくそれが、私のイメージにバッチリはまっちゃったのよ」

「ってことは、この生首も、何かの役に立つってこと？」

　そんなこと、ある？

　ジト目で由井を見るが、由井は僕なんかを気にすることなく、再び生首と向かい合い、一人にやにやと笑っている。せっかくの美少女も台無し、完全に怪しい人だ。

「まぁ、それはわからんが、ゲン担かつぎ的なものだ。あの菖蒲も認めるほどの、な」

「どういうこと？」

「菖蒲、神経質なとこあったから、作業中は誰かに干かん渉しようされるの嫌がって、奥の小部屋に籠こもってたんだよ。だけど、由井だけは、入るのを許されてた」

　そう言って二ノ宮が視線を向けたのは、部屋の奥にある個室だった。

「小学生からの幼馴染みで気を許してるっていうのもあったんだろうけど、菖蒲、結構メンタル弱いから、ジンクスとか信じちゃうタイプなんだよな」

「ふうん」

　由井が不思議な運を持っていることは、認めざるを得ないのかもしれない。

　行き倒れていたのを救われたのも、ゲーム部と繋がりができたのも、彼女のおかげだし、由井と知り合いであることをきっかけに仲良くなったクラスメイトもいる。

「あ！」

　突然、二ノ宮が素すっ頓とん狂きような声を上げて、僕の思考は遮られた。

「どうしたの？」

　尋ねる僕を見て、二ノ宮はからかうように言う。

「おう水谷、聞いたぞ。お前、Ｂ専なんだって」

「由井も聞いたよぉ」

　僕の肩に腕をかけ、ニヤニヤと笑う二ノ宮と、横目でちらりと僕を窺うかがう百瀬、そして、先ほどまで散々無視してたくせに、こんな時ばかり話に乗ってくる由井。

　なんて意地が悪い奴なんだ。あんぐりと口を開けたまま、僕がそんなことを思っていると、

「まぁ、初めて会った時から、わかってたけどなぁ」

　二ノ宮は意味のわからないことを言って、アハハと笑った。

「……はいはい」

　否定しなかったのは、そういうことにしようと決めていたからだ。

　僕の美び醜しゆうに関する感覚はおそらく一般的だと思うのだけど、せっかく訪れた好感度アップの機会に、のらない手はない。

　昼休みに平尾たちと話していた時、気づいたのだ。Ｂ専という要素が加われば、僕は、単なる優しい友達から、優しく面白い友達にグレードアップできる。好感度が上がるなら、勘違いされたままで構わない。

　どうせ、僕がＢ専であっても、誰にも迷惑はかけないのだし。

　そこまで思ってから、僕はあることを思い出し、叫んだ。

「あああっ！」

　二ノ宮が驚いた顔で僕を見ているが、構ってはいられない。

「ちょっと、隣の部屋貸して！」

　僕は小部屋に駆け込むと、そそくさと鞄を開けて、一通の封筒を取り出した。

　少し大きめの封筒は、上品な薄紫をしていて、これまた上品な文字で「水谷様」と書かれている。

　部室に来る途中、下駄箱でこの封筒を見つけたのだ。

　これは……ラブレターでは？

　僕がＢ専だとして、この封筒の子が美人だったら、彼女は困るのではないか？

　一人掛けの肘ひじ掛け椅い子すに座って、封筒にそっと手を掛け、封止めされていた花はな弁びらの形のシールをゆっくり剝がす。

　中に入っていたのは一通の便びん箋せんと、……ＣＤ－ＲＯＭ？

　自作の愛の歌とか入ってたりして？　ちょっと重いけど、でも、すごくうまかったら、ありかもしれない。

　そんなことを思いながら、高鳴る胸を押さえつつ、便箋を開くと──




〈このゲームのタイトルは、『バッドエンドを探せ』。ゲーム部のために作られたゲームです。真実は全て、このゲームの中にあります。タイトルが示し唆さするように、バッドエンドを目指してプレイしてください〉




　便箋に書かれていたのは、意味のわからない、だけど愛を告げるものではないことだけは確実な、メッセージだった。

　大きさもフォントも異ことなる文字の羅列は、雑誌や新聞の字を切り抜いて、貼り付けたもので、フィクションの脅迫文によくあるものだ。薄気味悪い文面を見ていると、先ほどまでの浮ついた気持ちは一気に消え失うせて、じわじわと血の気が引いていく。

「……何、なんだ」

　呟いた自分の声は震えていた。

　情けないことに、一人きりでいるのが怖くなって、急いで大部屋に戻り、壁沿いにあるパソコンを起動させる。

「お、どうした？」

　やってきた二ノ宮が、僕の切迫した顔を見て、息を呑のむのがわかった。

　こんなもの、家で中身を見るのは怖すぎる。それに、万が一ウイルスだったとして、家のパソコンならすぐにおじゃんだが、最新のウイルスバスターが入ったここのパソコンなら、何ともないに違いない。

　ジッジッジッ。

　やがて、画面に「バッドエンドを探せ」という文字が現れる。

　ＣＤに入っているファイルの名前らしい。

　僕がその文字をクリックすると…………




『今、プレイしてくれてる、そこの君っ！　私を知ってる？』




　画面に現れたのは、制服姿の一人の少女。

　照れたように頰を紅潮させ、控えめな笑顔で真まっ直すぐにこちらを見つめている。

　やがて画面に現れたのは、「知っている／知らない」の二択。

　手紙にあったように、これはゲームらしい。

　僕は二ノ宮と顔を見合わせた後、「知っている」を選択する。

　画面が切り変わり、少女は嬉しそうに笑ってこちらに近づいてくる。




『ということは、君は私の友達なんだね』




　プリーツスカートの裾がひらひらと捲れて、綺麗な膝小僧が見え隠れする。長い艶つや々つやの長い黒髪をかき上げながら、彼女は囁く。

　はい／いいえ

　少しだけ迷った末、「はい」を選択。




『つまり君は、私を──』




　彼女は徐々にこちらに近づいてくる。

　画面一杯に映し出された彼女の顔に、思わず見惚れる。

　下がりぎみの薄い眉まゆ、底の見えない真っ黒な瞳、口元にできたえくぼ。

　このまま画面を突き抜けて、僕の目の前までやってくるのではないか、そう思ってしまうほど、彼女の姿はリアルだった。




『──私を、バッドエンドに導いた一人なんだね』




　どこか仄ほの暗ぐらい、笑顔。

　彼女は、どこからどう見ても、菖蒲だった。
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「…………菖蒲あやめ、お前は、不幸だったのか？」

　二にノの宮みやの苦しげな呟つぶやきにハッとして、我に返った僕は、

「百もも瀬せ！　由ゆ井い！　ちょっとこっち来て！」

　ソファーに座って喋しやべっていた二人に呼びかけた。

「どうしたの？」

　不思議そうな顔で画面を覗のぞき込んでいる二人の横で、

「これ、どうしたんだ？　誰だれからもらった？」

　二ノ宮が真剣な表情で尋ねてくる。

「下駄箱に入ってた。誰が入れたのかはわからない。ただの手紙だと思ってたんだけど……中を見てみたら、手紙と一緒にＣＤ－ＲＯＭが入ってたんだ」

「手紙には、何て？」

「バッドエンドを目指してプレイしろ、ここに真実が全てあるって、書いてあった」

　僕が手紙を見せると、一同はその不ぶ気き味みさに押おし黙だまる。

　しばらくの沈黙の後、百瀬がパソコンを指差して、場を取りなすように言った。

「とりあえず、先に進めてみたら？」

　画面では菖蒲がにっこり笑ってこちらを見つめている。

「う、うん」

　僕がプレイしてもいいものか？

　キョロキョロと周りを見回し、誰もパソコンに触さわろうとしないのを確認してから、僕はキーボードに手を伸ばす。

「次へ」の文字を選択し、エンターキーを押すと、画面は暗転、クラシカルな音楽が流れ始める。華やかなのに感傷的な気分になる、繊せん細さいなメロディ。これは確か……

「チャイコフスキーの、『四月』だな」

　二ノ宮がポツリと呟いた。




〈中学一年生の四月、全ての始まりの日。私は由井とゲーム制作部を作った〉

　モノローグが流れ、物語はスタートした。

　桜の花はな弁びらがはらはらと舞い散る渡り廊下を、菖蒲と由井が手を繋いで歩いている。

『ねぇ菖蒲。桜さくら山やま中に入れたんだもん、何か楽しいことしたいねぇ』

『そうだねぇ。二人でゲームの部活を作るのはどう？　桜山学園って、申請すれば自由に部活作れるらしいし。毎日部室に集って、お菓子を食べてぺちゃくちゃ喋りながら、私たちの好みを詰つめ込こんだゲームを作るの』

『賛成！　私たちの秘密基地だねぇ』

　繋いだ手をぶんぶんと振りながら、仲良さげに廊下を歩く二人。

　にっこりと笑顔で頷いた菖蒲の顔がアップになり、選択肢が現れる。

〈私たち二人きりの場所にしよう／他にも仲間を集めようよ〉




「えっと……どっちにする？　というか、誰かプレイ代わる？」

　これはもしかして、実際にあった出来事なのかもしれない。

　だとしたら、過去を知らない僕が進めるのは良くないのでは？

　椅い子すから腰を上げたのは、そんなことを思ったからなのだが、

「いや、水谷がやってくれ。選択肢も自由に選んでくれて構わない。それでいいよな？」

　僕の思いとは裏腹に、二ノ宮はきっぱりと言って、百瀬と由井もコクコクと頷いた。

「わかった」

　僕は渋々了承すると、椅子に座りなおして、ゲームを再開する。




『他にも仲間を集めようよ』

『たくさん集まったら、大人数でプレイできるね！』

『うん。たくさん集めるためには……そうだ。前に作ったゲームを、学校の掲示板で配信するのはどう？　こういうゲームを作りましょうって、文章付けて』

　桜山学園には、在校生だけが使えるホームページが存在する。休校の連絡やカリキュラムの選択などの他ほかに、掲示板を使って、全生徒へ情報を告知することもできるから、それを使って部員集めをしようということだろう。

『りょうかぁい！　早く部室ゲットして、部屋中にお菓子、並べたい！』

『じゃあ早速、部活創設の手続きをしなきゃねぇ』

　二人はアハハと笑い合い、軽快な足取りで廊下を走り去る。

　数日後、部室で喋っている二人の元に、百瀬と二ノ宮がやってくる。

『ゲームに感動したの。仲間に入れてほしいんだけど』

〈いいよ／だめ〉

『掲示板にあったゲーム、すっげぇ良かった。入部させてくんね？』

〈いいよ／だめ〉

　もちろん二つとも『いいよ』を選択、ゲーム部はメンバー四人が揃そろうことになった。

　その後も、四人が和気あいあいと部室で過ごす日常が描かれていく。

　日に日に親しくなるメンバー、個々の役割が決まり、手て際ぎわも良くなっていく。

　そして、三年生の春──

『何か、新しいゲームを作ってみない？』

『そうだな、どんなゲームにする？』

〈多人数プレイ可のバトルゲーム／一人でしっぽりシミュレーションゲーム〉




「……これは、どっち？」

　僕の問に、二ノ宮は素そっ気けなく答える。

「水谷の好きにしてくれ」




『多人数でプレイできる、バトルゲーム』

『いいねぇ！　四人でできるゲームにしよう』

　その後、しばらくゲーム制作の描写が続いた後、画面には幸せそうな四人の姿が映し出される。




「あ、これで、終わりみたいだね」

　ゲームクリアってこと？

　思ったより短かったなぁ、なんて思いながら、悲ひ惨さんな結末にならなかったことにほっとしていると、

「……こういう結果も、あったのかな」

　百瀬が震える声で呟いた。

　僕が振り向くと、二ノ宮が低い声で言う。

「ゲームの意図が、ようやくわかった」

「どういうこと？」

　僕が問うと、二ノ宮は自じ嘲ちよう気味に笑った後、滔とう々とうと説明する。

「水谷はさっき、実際のやり取りとは違う選択肢を選んだ。だから、現実とは違う結末に辿たどり着ついたんだ。……それは俺たちにこう告げている。少しのきっかけでこういう未来もあったかもしれない、とな。──そして、ゲームクリア、俺たちが目指さなきゃいけないのは、バッドエンド。現実そのままの、俺たちの過去だ」

　たった一度の選択ミス、そのせいで、たくさんあったはずのハッピーエンドに辿り着けなかった。

　エンドロールで流れる幸せそうな四人の姿が、無む慈じ悲ひな現実を突きつけてくる。当時を知る三人にとって、このゲームはどれだけ残ざん酷こくなのだろう。

「これ作ったの……菖蒲だよね？」

　ややあって、百瀬が力なく言った。

「だが、菖蒲は家から出られないだろ？　水谷の下駄箱に入ってたなら……」

「菖蒲は、時々学校に来てるのよ。私たちに隠れてね」

「そんなはずない」

　百瀬と二ノ宮の押し問答を終わらせたのは、由井の一言だった。

「菖蒲以外にこんなゲームは作れないよ」

　珍めずらしく神妙な顔をした由井の言葉に、二ノ宮は小さく息を吐くと、くしゃりと前髪をかき上げて、ゆっくりと言った。

「……とにかく、菖蒲の指示通り、ゲームをクリアしよう。何か伝えたいことでもあるのかもしれない」

　再び重い沈黙が落ちる。

　エンドロールは終わり、画面には「ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ」という大きな文字が浮かんでいた。





　　　　＊






『企画、できたよ。この前話してた一人でしっぽりプレイする、シミュレーションゲーム。タイトルはね、鬼ヶ島、っていうの』

　菖蒲はホチキス止めされた企画書をテーブルの上にトンと置くと、にっこりと微笑ほほえみ、そのまま椅子に座ろうとして、

『って、アレ？』

　ドスンッ、盛大に尻しり餅もちをついた。

　どうやら回転椅子の底にあるキャスターが固定されておらず、バランスを崩したらしい。床に這はいつくばったまま、腰に手をやり、涙目で『いたたた』と呟く菖蒲に由井が駆け寄り。

『菖蒲、大丈夫？　お尻擦さすったげようか？』

『ありがと。尾びてい骨の辺りが痛いの』

『え？　じゃあ俺も……』

『二ノ宮、黙んなさい』




「菖蒲、相変わらずだねぇ」

「うん、天才的なボケっぷり、この時の菖蒲も、可愛かったなぁ」

　画面を見ながらアハハと笑う由井と、しみじみと呟く二ノ宮を見て、百瀬がはぁと大きなため息をつく。

「菖蒲と由井のダブルボケと、二ノ宮のセクハラ発言に、一人で突っ込むのがどんなに大変だったか……思い出すわ。ホント、事実に忠実すぎて、びっくり」

　菖蒲から送られたこのゲームは、実際にあった出来事を再現しているらしい。

　菖蒲が由井と二人でゲーム部を立ち上げるところから始まった物語は、百瀬と二ノ宮が加わり、次第に親しくなり、そして今日、『鬼ヶ島』の制作が始まろうとする段階まで進んでいた。

「菖蒲って、こんなにドジだったの？」

　Ａとの付き合いはもう一年ほどになるが、さすがにメッセージのやり取りだけでは、ドジさ加減まではわからない。

　でもこれはこれで可愛いな、そんなことを思いながら聞いてみると、

「そうよ、ゲーム作りの天才とは思えないでしょ？」

　百瀬は呆れたような、でもどこか誇ほこらしげな笑顔を浮かべた。

「菖蒲、何もないところで転ぶのが特技なんだよ」

　ひょいと顔を出した由井が胸を張り、

「特技じゃないだろ」

　突っ込む僕を、二ノ宮が熱い口調で否定する。

「いや、特技だね。この見事なドジさも、菖蒲の魅力の一つだ。やらかした後に、恥はずかしそうに俯うつむく姿もまた可愛い。あと、転んだ時にパンツが見えるのも、いいんだよなぁ」

　熱い口調で語る二ノ宮は、僕たち三人（特に女子二人）の冷ややかな視線に気づいてはいないようだった。




『〈鬼ヶ島〉はね、十個のステージがあって、主人公も十人いるの。それぞれが鬼と戦うんだけど、ステージによって戦い方が違って、謎解きにパズル、アクションにカーレース……つまり、一粒で十味楽しめるゲームなの！　キャラクターと大筋は書いてるから、企画書読んでみて』

　菖蒲はにっこり笑うと、一人一人に企画書を渡す。

　三人はしばらく黙って企画書を見つめた後、一いつ斉せいに顔を上げ、我われ先さきにと語り始めた。

『三番の話、好き！　主人公の春はる子こ、ゴスロリの美少女にしていい？』

『おお、じゃあ、切なくてロマンチックなピアノのバラードかけようぜ！』

『その子の趣味は日曜大工にしよ。ゴスロリ美少女なのに、トンカチ打つのが上手っていうギャップが可愛いの。で、そのトンカチが伏ふく線せんになって……』

　手元のノートにイラストを描かき始める百瀬、手を振ってリズムを取りながらハミングする二ノ宮、お菓子を食べつつストーリーを語る由井、そしてそれをにこにこと見守る菖蒲。

　そしてシーンは切り替わり、奥の個室で一人、ポツンと立っている菖蒲の姿が映る。

　天井にある小窓から蜂はち蜜みつ色いろの光が降ふり注そそぐ中、菖蒲はリングノートを読んでいる。

　ウサギのキャラクターが描かれた、ポップな表紙は、菖蒲に似つかわしくない子どもっぽいデザインだ。

　菖蒲の表情は物もの憂うげで、どこか色っぽい。彼女は長い黒髪をそっと耳にかけて、ノートのページを捲めくる。

　そして、カチャリという音がして、──暗転。




「え？」

　画面が暗くなったのは、演出ではない。

　電源が消されたからだ。

　電源ボタンに向かって、背後から真まっ直すぐに伸びている白い腕を見て、ため息を一つ。こんな突とつ拍ぴよう子しもない行動をする人物は、一人しかいない。

　悪びれもなく笑っているに違いない彼女を咎とがめようと、後ろを振り向いた僕は、予想とは違う犯人と、その彼女の切せつ羽ぱ詰つまった表情に驚き、何も言えなくなる。

　犯人──百瀬は、真まっ青さおな顔で画面を睨みつけていた。

「おい……突然、どうしたんだよ」

　百瀬の背後にいる二ノ宮には、彼女の表情は見えていないのだろう。不思議そうに言いながら、百瀬の手をどかして、電源を入れなおそうとする。

「電源切ったらまずいだろ。自動セーブの機能がついてるかもわかんねぇのに」

「やめて！」

　百瀬は叫ぶように言って、二ノ宮の手を振り払った。気まずい沈黙の中、百瀬はパソコンからディスクをするりと抜き取る。

「このゲーム、気味が悪い。もうやめようよ」

　百瀬は貼り付けたような笑顔で言ってから、足早に部屋を出た。

　呆然と百瀬の背中を見送っていたが、木製の扉が閉まる、バタン、という音だけでふと我に返る。

「追い掛けなきゃ！」

　叫ぶように言って、部室を出た時には、百瀬の背中はもう小さくなっていた。全速力で百瀬の後を追って、ようやく下駄箱の前で捕まえる。

「……水谷、足、速いね」

　恨み言のように言う百瀬の、ブラウスの裾すそをきゅっと摑つかむと、僕はしゃがみ込む。山育ちの僕は、足には自信があったのだが、もう立っていられなかった。

　限界以上の力を出せたのは、ゲームをやめるなんて考えられなかったから。せっかくＡが僕にくれたこのゲームを投げだすなんて、絶対にしたくない。

「……ゲーム、返して。一緒に、また、やろう」

　どうにか息を整えて、懇こん願がんするが、

「嫌よ。言ったでしょ。気味が悪いって」

　百瀬は憮ぶ然ぜんとしてそう言った。

「何か、隠してるの？」

　押し問答を繰り返しても、埒らちが明あかない。確信に触れようと声を落として尋ねると、百瀬はきっと僕を睨みつけ、冷たい声で言う。

「いつも薄っぺらい笑顔でヘラヘラして、曖あい昧まいに誤魔化してるくせに、こんな時ばっかり詮せん索さくしないで！」

　押し黙った僕を見て、百瀬は一瞬、泣きそうな顔になった。

　何かを言おうとして、口を噤つぐみ、それから気まずそうに僕から目を背けると、前方にスタスタと走り去っていった。

　僕はその場に突っ立ったまま、百瀬の背中を呆然と見つめていた。

　百瀬に好かれるため、自分をうまく作っていたつもりだった。

　よく気が付き、真面目で、彼女を怒らせることは言わない部活仲間。部室での僕たちはそれなりに良好な関係で、だから百瀬は「百瀬用の僕」に好感を持ってくれているのだと思っていた。

　それなのに、本心ではあんな風に思われていたなんて。

　ゲームについてべた褒めし、「ありがとう」と言った時の百瀬の顔を思い出す。ちっとも嬉しそうじゃない、疲れ果てたような、あの顔。

　あの時、百瀬は由井の指摘に落らく胆たんしたのだと思っていたが、違ったのだろう。

　百瀬は僕が、「薄うすっぺらい態度でヘラヘラしていた」のに、呆れていたのか。

　百瀬に嫌われたくなくて、わざわざ本音を隠して噓をついたのに、その噓のせいで、彼女は僕に愛想をつかした。全てが空回りしてしまったのだ。

　百瀬の背中が視界から完全に消え去ってから、僕はようやく立ち上がる。汗でびしょびしょになったシャツが、ピタリと背中にくっついた。




　部室に戻った僕は、二ノ宮と由井に、鬱うつ々うつとした気分で百瀬とのやり取りを話したのだが、

「追いついたのか！　あの、空手部と陸上部とプロレス部から応援要請くるような体力馬鹿に！　俺、お前のこと見直したぜ」

「気味悪くなんかないよねぇ。菖蒲、すごく可愛かったもんっ」

　二人が返したのは、あまりに的まと外はずれなコメントだった。

　思わず脱力してしまった僕に、ふいに由井が含みのある笑顔を向ける。

「──百瀬は、何かを、見られたくなかったんだろうね」

　僕は息を呑のみ、小さく頷いた。

　一人で部室に戻る間、僕も同じことを考えていた。

　百瀬がおかしくなった理由はわからないが、推測はできる。

　気味が悪いというなら、ゲームに参加しなければいいだけだ。百瀬がゲームを持ち去ったのは、あの続きを僕たちに見られたくないからだろう。

「何が、あったの？」

　過去にゲーム部で起こったことを、僕は何も知らない。

　だけど、二人なら知っているはずだ。

「別に、何もない。普通にゲーム作っただけ。俺たちは、な」

　少しの沈黙の後、二ノ宮がさらりと言って、自じ嘲ちよう的てきに笑う。

「俺たちは、って？」

「外では色々あっただろ。知らないのか？」

　怪訝な視線を向けられて、僕はようやく「あの事件」について思い出す。

　当事者でない僕は詳しく知らないけれど、ネットで話題になっていたあの事件。

　信しん憑ぴよう性せいの欠片かけらもない単なる噂うわさだと思っていたが、

「…………もしかして、本当だったの？」

「まぁな」

　二ノ宮は言葉少なに肯こう定ていし、肩を竦すくめる。

「その子って」

　話に乗り気でないらしい二ノ宮から視線を外し、今度は由井を見つめると、彼女は張り詰めた空気にそぐわない明るい声ではきはきと言う。

「小お野の樹じゆ里りちゃん、当時中三、私たちと同い年の子。ね、二ノ宮？」

　名指しで振られた二ノ宮は、観念したように顔を上げ、ため息交まじりに口にした。

「そう、そいつが、死んだんだ。自殺、となっているが……小野樹里は、俺たちが殺したんだよ」





　　　　＊






『鬼ヶ島』はフリーゲームとしては異例の大ヒット、熱狂的な信者が大勢いた。

　隣町に住む小野樹里も、『鬼ヶ島』の魅力に取りつかれた一人である。

　去年の春の終わり、彼女は自宅マンションの屋上から飛び降りた。




　鬼鬼鬼鬼鬼

　逃げなきゃ殺される、どうしよう

　おにがきたおにがきたおにがきたおにがきた

　赤い鬼角づのが二本怖い怖い怖い怖死死怖怖殺殺殺

　ゲームオーバーもうだめしぬ







　直前に投稿されたＳＮＳの内容を鑑かんがみるに、小野の精神状態はまともでなかったのだと思われる。彼女はゲームに熱中しすぎて、現実と虚きよ構こうが曖あい昧まいになってしまったのだ。錯乱した彼女は、飛び降りる直前、警察に通報していたことも知られている。「鬼が来る。助けて」彼女は切々とそう訴えたらしい。

　彼女の死が知れ渡ると、メディアはこぞって『鬼ヶ島』を批判した。

　思春期の少年少女の苦悩があまりにもリアルすぎる。

　鬼討とう伐ばつの描写がグロテスクで、見るに堪たえない。

　ストーリーが残ざん虐ぎやくだ。

　今まで散々持ち上げていたのが噓のような、バッシングの嵐あらし。

　──小野樹里は、俺たちが殺したんだ。

　二ノ宮の言葉は事実ではない。彼らはただゲームを作っただけで、犯罪行為は何もしていない。現に、桜さくら山やま学園ゲーム制作部は何の罪に問われることもない。

　しかしメディアは、世間は、小野樹里を殺した犯人を、桜山学園ゲーム部だと見なしていた。

　それは、世間で生きる僕たちにとって、事実以上の、事実になってしまうのだ。

　百瀬に奪われたあのゲームの中で、『鬼ヶ島』のことを話す四人を見て、羨うらやましいと思った。あの時の四人にあったのは、面白いゲームを作りたいという熱い思いだけで、煩わずらわしい日常のあれこれは、遠いどこかへ追いやられていた。最高のゲームを作る。その純粋な思いと行動が人を魅了するゲームを生み出し、──だけど、そのせいで、一人の少女が死んだ。

　何も言わない僕を見つめたまま、二ノ宮は淡たん々たんと言う。

「先生たちがゲーム部を潰つぶしたがってるのは、お察しの通り、この事件が原因だ。菖蒲が学校に来なくなったのも、この事件のせいで間違いない」

「小野ちゃんが死んじゃった後、菖蒲、嫌がらせ受けまくってたからねぇ。腫はれ物もの扱あつかいされたの、相当堪えてたみたいだし」

　由井が付け加えるように言うのを聞きながら、僕は唇をぎゅっと嚙みしめる。

　菖蒲には責任はない。

　だけど、自分が作ったゲームで亡くなった同い年の少女のことを思って、彼女は自分を責めずにはいられなかったのだろう。

　自責の念で潰れそうだった菖蒲に追い打ちをかけたのは、おそらく、周囲の声だ。

　直接の罵ば倒とう、漠ばく然ぜんとした敵意だけが伝わってくるヒソヒソ話、何を言われずとも、非難めいた視線を感じるだけで、居たたまれない気持ちになったに違いない。学校には自分の居場所はないと、そう感じたはずだ。

　僕には、その気持ちが痛いほどわかってしまう。

　僕が星ほし川かわ村に帰ることができないのも、「村には自分の居場所がない」と、思ってしまったからなのだ。




　中学三年生の夏、先生から進学の希望について確認された。

　いつも勉強を教えてくれていた山やま下した先生だけじゃなく、普段は職員室から出てこない校長先生まで僕の元にやってきた。村には子どもが少ないから、高校進学は、数年に一度の一大イベントなのだ。

　進学する場合の流れについて、山下先生が一通りの説明をした後、校長先生が気取った口調で言った。

「水谷は、礼れい次じ郎ろうさんと二人暮らしだろう？　今はまだ元気だからいいが、そう何年も、彼を一人にはできまい。家を出たとしても、卒業したら戻ってこなきゃならんし、わざわざ村を出る必要はないんじゃないか。高校卒業の資格がほしいなら、自宅で通信教育を受けたらどうだ？」

　校長先生の発言が、爺じいちゃんのことを考えたものでも、ましてや僕の将来を考えたものでもないのは明らかだった。現在、星川村で権力を握っているのは、愛村心が高く、村から人が出るのを好まない、矢や守もりさんだ。矢守さんから釘くぎを刺さされた校長先生は、若者が村を出るのを阻そ止ししたいのだろう。

　だけど僕は……

「校長、通信教育より、実際の高校の方が楽しいに決まってますよ。俺は村を出るのを勧めますね」

　僕の気持ちを代だい弁べんするように、山下先生が口を挟はさんだ。

　僕はゲームで何度もプレイした、普通の（ある意味普通じゃないかもしれないけど）高校生活を送ってみたかった。

「高校進学の目的は楽しむことではなく、学ぶことだ。その後の生活に影響するわけでもないのに、ただ楽しい時間を過ごすために、わざわざ村を出るなんて、無駄でしかない」

　校長先生は大おお袈げ裟さなため息をついて、山下先生を睨にらみつける。

「それに、たった一人の孫に置き去りにされる礼次郎さんの気持ちになってみろ。教師たるもの、想像力がないといかんぞ」

　コホン、と咳せきをして、校長先生は僕を一いち瞥べつした。

「で、水谷。どうするんだ？」

　僕は少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、小さく呟いた。

「……少し、考えてみます」

　よく考えろよ、そう言って、校長先生が去った後、山下先生が僕に耳打ちした。

「礼次郎さんへの説得は俺も手伝ってやる。実際に高校に通うことでしか得られない、仲間がいる。経験がある。かけがえのない瞬間がある。──お前は一回、村を出て、外の世界を見るべきだよ」

　校長先生より山下先生の方が、僕のことを考えてくれているのはわかっていたが、僕の心に深く突き刺さったのは、校長先生の言葉の方だった。

　時間は限りがあるの、無駄なことはよしなさい。楽しさばかりを求めてちゃ、ろくな大人になれないわよ。

　かつて、母さんもよくそう言っていた。

　未来のために学びたいなら、自宅でもできる。楽しみたい、というそんな理由で、爺ちゃんを置いて村を出るのは、たった一人の家族で、恩人でもある爺ちゃんに対して薄情すぎるのではないか。

　そんな僕の迷いを断ち切ったのは、Ａのくれたメールだった。




〈楽しい時間を過ごすことが、無駄なわけない。そんな当たり前のことを、わかってない大人が多すぎる〉




　進路について相談したわけではないのに、Ａのメールの文頭にはそうあって、驚いた僕は、大急ぎで文章を読み進めた。

　どうやら、Ａの所属するゲーム部は、教師から圧力をかけられているらしい。教師によると、ゲームは時間を無駄にするくだらないもので、そんなものを研究するゲーム部を部として認めるのはいかがなものか、という言い分らしいのだが、とにかくＡは、それに憤ふん慨がいしていたのだった。

〈楽しい時間は、人生で一番価値のある、大切なものだよ。私たちは、楽しむために生きてるのに、その時間が無駄なわけないじゃない。これは、私の親友が教えてくれたことなんだけど、この言葉のおかげで、私の人生は変わった。大人はどうしてそんな簡単なことがわからないのかな？〉

　切々と語られるＡの言葉は、僕の心にストンと落ちてきて、心に鎮ちん座ざした重い塊かたまりをするすると溶とかしていった。

　僕が、楽しむために高校に行きたいと考えるのは、何らおかしなことではない。

　Ａがそう認めてくれた気がして、自然と頰ほおが緩ゆるむ。

　怒り心頭しているＡには申し訳ないが、僕は晴れやかな気持ちでメールを読み終え、爺ちゃんに自分の気持ちを伝えようと決意することができたのだった。

　翌日、朝食を食べた後、爺ちゃんに「進学したい」と告げた。

　すると爺ちゃんは、止めるどころか、手放しで賛成し、心底嬉しそうな顔で「よく言った」と褒めてくれた。さらには好きな高校に通っていいと言われ、僕は、桜山学園を受験することを決めたのだ。

　理由は単純、Ａが通っているから。同世代の友達がいない僕だけど、そこにＡがいれば、安心して学生生活を送れる気がしたし、ゲーム部に入って、Ａと一緒にゲームを作ってみたいという気持ちもあった。

　それに、とにかく、Ａに会いたかった。

　会って、直接お礼を言って、それから──

　全てが順調で、未来はただ明るく輝いていた。

　風向きが変わったのは、受験に合格し、出しゆつ立たつまであと一ヵ月となった時のこと。

　空は晴れ渡っているのに、吹き付ける風が凍えるように冷たい、底冷えする二月のある日、僕と爺ちゃんは畑仕事を終えた後、家まで並んで歩いていた。

　途中、田んぼで作業していた長は谷せ川がわさんに許可を取って、家への近道であるあぜ道に入ると、乾かわいた土と枯れ草が広がる地面に福ふく寿じゆ草そうが点々と咲いているのが見えた。

　殺風景な景色が多い早春に、輝くような黄色の花で色どりを添えてくれるこの花が、僕は大好きだった。今年で見み納おさめだと思うと、何となく名残なごり惜おしくて、

「東京行ったら、こんな景色も見られないんだろうなぁ」

　僕はしんみりと呟いた。

「湊みなと、もしかして、『東京』に怖おじ気けづいとるのか？」

「違うよ。東京行きは楽しみだし、一刻も早く出発したいくらいだよ！」

　からかうような爺ちゃんの声に、むきになって反論した後、小さく付け加える。

「それに、高校があるのは、そんなに都会じゃないらしいし」

　学校のパンフレットには、「青少年の育成を助けるのどかな環境」と書かれていた。東京にのどかな場所があるなんて信じられないけど、少なくとも、桜山学園は、高層ビルが立ち並ぶ街のど真ん中に、建っているわけではないのだろう。

「そうか、そうか」

　爺ちゃんは頷いた後、にやりと微笑んで、

「この村より田舎だったらどうする？」

　と、からかうように言った。

「そんなわけないじゃん」

　僕は手をひらひら振って否定してから、爺ちゃんに笑いかける。

「この村みたいに何にもない場所、他にはないよ」

　爺ちゃんが、いつかくれた言葉。

　あの言葉は真実だった。

「まぁ、僕に必要なものは、全て揃ってたけどね」

　爺ちゃんはにっこり笑った後、おもむろにその場にしゃがみ込むと、道端に咲いていた福寿草を一本手に取り、僕の帽子に刺した。

「頑張れよ、湊」

　福寿草の花言葉は、「幸運を招まねく」。

　僕は深く頷いて、「ありがとう」と口にした。




「水谷のとこの坊ぼう主ずは、村を馬鹿にしとるそうだの」

　翌朝、矢守さんが怒鳴り込んできた。

　村有数の資産家で有力者である矢守さんは、村の誰よりも愛村心が強い。村から出て行く人物にはとことん冷たいから、僕が冷遇されるのは仕方ないけど、わざわざ家までやってくるなんて、いくらなんでも意味がわからない。

「馬鹿にって……矢守さん、湊は進学のために村を出るだけですよ」

　爺ちゃんが宥めるように言うが、矢守さんはギロリと僕を睨みつけ、

「この村から早く出て行きたい。この村みたいに何もない場所はない、そう言っとったそうだな」

「言いましたけど……」

　僕は思わず口を噤む。

　矢守さんが言った言葉は、確かに僕の口から出たものだった。

　僕の言葉を抜ばつ粋すいし、悪意を持って、繋げ直したものだ。

「認めたな？」

　低い声で言う矢守さんを制するように、爺ちゃんがため息交じりに言う。

「矢守さん、それ、長谷川さんから聞いたのか？」

　あの場にいたのは、長谷川さんしかいない。

　それに、長谷川さんは、表面上は親しげに接してくるが、時とき折おり意味のわからない嫌がらせ──腐った野菜を持ってきたり、庭にゴミを投げ入れたりする──をしてくるから。

「それは、言えん」

「湊は村を馬鹿になんてしとらんよ。長谷川さんの言いがかりだ」

「だが、坊主は自分で認めとったぞ」

「そういうつもりで言ったんじゃないよ」

　しばらく言い合った後、矢守さんは、意地の悪い笑顔でこう言った。

「まぁ、いいわい。どっちにしても、坊主が村を出て行くのは事実なんだからのぉ」

　田舎の人間関係は狭く深い。良い話も悪い話も一瞬で広まってしまう。僕が村を馬鹿にしているという噂は、たった数日で村中に知れ渡った。

　それまで僕は、ほとんどの村人から好意的に受け入れられていた。僕が村にいる事情は皆知っていた。同情されていたのに加えて、嫌われないように気を配らずにはいられない僕の性格も功こうを奏そうして、不ふ遇ぐうだが真まっ直すぐ育った好青年として、村人は身内同然に親しくしてくれていたのだ。

　おかげで僕は、両親のいない自分を卑ひ下げすることもなく、楽しい日々を過ごすことができたのだが──この一件、有力者である矢守さんの一言で、状況は一変した。

　僕に向けられた眼まな差ざしのほとんどは、嫌悪にまみれた冷たいものか、他人の不幸を楽しむ暗いものに、変わってしまった。

　特に親しくしてくれていた一部の人──立たち花ばなのお婆ちゃんや、茜あかねちゃん家族は僕を庇かばってくれたけど、他の村人の態度はエスカレートしていく一方だった。

　顔見知りのお爺さんからは唾つばをかけられたし、農作業中のお婆さん集団が「水谷のお爺ちゃんも可か哀わい相そうねぇ。見捨てられちゃって」と井戸端会議で話しているのを聞いた。「可愛がってやったのに、どういうつもりだ」と、すれ違った老人から怒鳴られたこともある。

　何より辛つらかったのが、白い目を向けられること。

　何を言われるわけでなくとも、ただ意味深な視線を投げられるだけで、やすりで削けずられるかのように、心が少しずつ擦すり切きれていくのを感じた。

「──カタストロフィー理論だな」

　僕に悪意を向けることのなかった数少ない一人、山下先生が、そう教えてくれた。

「カタストロフィー理論？」

　先生は黒板の真ん中に、好意、悪意、という二つの単語を書いて、僕を見る。

「好意が悪意に、一つの感情が全く逆の感情に入れ替わることを、こう呼ぶ。厄やつ介かいなのは、感情の方向は真逆でも、深さは変わらないってことだ。愛情が深ければ深いほど、強い憎しみが生まれる」

　可愛さ余あまって憎さ百倍、そう言うだろ？　先生はチョークを黒板にトンと当てて、さらに続ける。

「好意があるっていうのは、それだけ相手に期待してるってことだ。思う通りにいかなかったら、裏切られたと感じるんじゃないか。──つまり、今のこの状況は、村の連中の水谷に対する好意が、ひっくり返った結果ってわけだ。まぁ、勝手に期待して、勝手に裏切られた気になってる、独ひとりよがりな連中がほざいてるだけってことだから、気にするな」

　先生が軽い口調で喋っている間、僕は全く別のことを思い出していた。

　最後に見た母さんの瞳。

　僕を見る眼差しにいつもあった愛情が消え、憎しみだけが満ちた、あの暗い瞳。

　母さんは、僕に裏切られたと、そう思っていたのだろう。

　だってあの時まで、僕は確かに愛されていたはずなのだから。

「どうにもしてやれんで、すまんな。湊」

　日々憔しよう悴すいする僕を、爺ちゃんは心配してくれた。

「大丈夫、あとちょっとの辛しん抱ぼうだし」

　僕が呟くと、爺ちゃんは優やさしい声で言った。

「今回の件は、わしもほとほと呆れとる。出立したら、無理して戻ってこんでも構わんからな。むしろ、こんな村には戻ってくるな」

「でも……」

「その代わり、爺ちゃんが遊びに行くぞ。湊の家に布団買っとかなきゃなぁ」

　からりと笑った爺ちゃんを見て、僕は心底ほっとしたのだ。

　それからの日々は、家に引きこもり、村から逃げ出すことだけを考えていた。

　あと、二十五日。

　あと、二十日。

　指を折って出立の日を数えていたある日、爺ちゃんが怪け我がをした。

　村の居心地がいいままだったら、もしかすると、進学を諦あきらめていたかもしれない。身体が不自由になった爺ちゃんを一人にするのは心配だったから。

　だけどその時の僕には、村に残ることは考えられなかった。

「大丈夫だから、行ってこい」

　爺ちゃんは僕を引き留めることはなく、明るくそう言って、背中を押してくれた。

　僕は爺ちゃんの優しさに甘え、帰省の約束もしないまま、村を去ったのだ。





　　　　＊






「だが、百瀬がゲームを持ち逃げした理由はわからん」

　二ノ宮の困惑した声にハッとして、我に返ると、僕は再びゲームのことを考えた。

　──真実の全てが、このゲームにある。

　Ａは僕に、このゲームを託たくしてくれた。

　それはつまり、彼女は他でもない僕に、知ってほしいことがあるのだ。

　僕と彼女は互いの顔も知らない知人以下の関係で、だけど同時に、他の誰よりもわかり合えるという確信を持った、恋人以上の関係でもあった。

　その僕だからこそ、彼女は伝えたいと思ってくれた。

　彼女の信頼に報むくいたいなら、ゲームをきちんとクリアする他ない。

　……だけど、できるだろうか？

　無理やりゲームを取り戻そうとすれば、僕は百瀬に嫌われてしまう。

　既すでに嫌われている相手にでさえ、これ以上嫌われることを恐れてしまう。僕はこの上なく情けない男なのだ。




「昼休み、教室まで会いに行ったけど、追い返されちゃいましたぁ」

「百瀬と仲が良い亜あ里り沙さから説得してもらったんだが、無理だった」

　由井と二ノ宮が口々に言うのを聞きながら、僕は給湯室でコーヒーを入れていた。

　百瀬が部室に来なくなってから、もう三日。

　由井は回数勝負の体当たり、二ノ宮は顔の広さを利用した多角的なアプローチを試こころみているらしいが、結果は芳かんばしくない。

　香ばしい香りが漂うコーヒーをカップに注そそいで、由井用のカフェオレを作ろうと冷蔵庫を開けた時、

「あ、牛乳切れてる」

　僕が呟くと、由井が、「えーっ！」と悲痛な声を上げた。

「私、牛乳なきゃ、コーヒー飲めない」

　コンビニで買ってこよ、と立ち上がった由井を制して、

「僕が行くよ」

　と告げたのは、情けない自分に辟へき易えきしていたから。

　百瀬を連れ戻そうと行動している二人と違って、僕は百瀬と顔を合わせることすらできていない。僕は百瀬に会うのが怖くて、彼女から逃げていた。

　ありがと、という由井の明るい声を背中で聞きながら、トボトボと歩き出し、校門を出ると、後ろから声を掛けられた。

「……湊？」

　振り向いて、思わず絶句する。

「湊、よね？」

　たれ目がちの優しげな瞳とその下の涙ぼくろ、艶やかな長い髪の毛、時折夢に見る姿より、随ずい分ぶん皺しわは増えているけれど、それでも美しい。

　彼女は、僕の母さんだ。

「久しぶりね、本当に、久しぶり」

　母さんは掠かすれた声で呟くと、目尻に溜たまった涙を拭ぬぐって、僕をそっと抱きしめた。





　　　　＊






「すっかり大きくなっちゃって。もう立派な青年ね」

　僕は母さんと二人、並んで公園のベンチに座っていた。

　思わぬ再会に絶句していた僕に、「どうしても、会って話したいことがあって」母さんはそう言った。彼女は、以前僕が出たテレビを見て、僕が桜山学園に通っていることを知ったのだという。

「やっぱり、ご飯とか、食べに行こうか？　今、一人暮らしなんでしょ？」

「いえ……夕食はもう、用意してあるので」

　学校から帰ると何もする気になれないから、土日にまとめて料理して、冷蔵庫に作り置きを保存してある。噓を言ったわけじゃないが、それより何より、今のこの状況では、何も喉のどを通る気がしなかった。

「流石さすが、……私の息子ね」

　その言葉にハッとして、思わず母さんを見る。

　目が合った母さんは、僕ににこりと微笑みかけた。

　かつて同じ言葉で僕を褒めていたことを、彼女も覚えているのだろう。

　優しい眼差しには、懐なつかしさが滲にじんでいる。

「あ、あの……」

　僕は慌あわてて彼女から視線を逸らすと、早口で続ける。

「話したいことって、何ですか？」

　早く、この場を去りたかった。二ノ宮と由井には、やむを得ぬ事情で部活を休むと連絡していたから、時間は気にする必要はないが、……僕の心臓は、緊張のあまり、もう破は裂れつ寸すん前ぜんだ。

「そんなに、私といるのが嫌？」

「…………そんなん、じゃ、ありませんけど」

　肩を竦めて寂しげに言う母さんを見たら、心がきゅうと締しめ付けられた。

　途切れ途切れに否定の言葉を口にすると、

「まあ、いいわ」

　母さんは仕切り直しとでも言うように、声のトーンを上げ、

「ねぇ湊、私と一緒に暮らさない？」

　僕をじっと見つめて、そう聞いた。

「…………え？」

　意味がわからなかった。

　いや、わかりたくなかった。

「あの時のことは反省してる。本当にごめんなさい」

　深々と頭を下げてから、母さんは柔らかな声で言う。

「湊はもう大きいもの。あなたから説得されたら、あの人だってとやかく言わないわ。こう言っては何だけど……大事な我が子に、老い先短い老人の介護をさせたくないの。もちろん、一生会うな、なんて言わない。お世話になったものね。たまには、ほんのたまになら、会っても構わないから」

　ようやく落ち着いてきた頭で、母さんの言わんとすることを理解する。

　母さんが言う「一緒に暮らす」とは、爺ちゃんの保護下から、母さんの元へ移る、という意味なのだろう。

「うちは隣町にあるの。ここからちょっとだけ遠いけど、二人で住むには十分な広さがあるわ。──ね、いいでしょう？」

　形だけは問うような口調だったけど、彼女は、僕が断るなんて思ってもいないことが、その表情から察さつすることができた。

「……えっと、あの」

　僕が戸と惑まどったような声を出すと、母さんは不満げに眉まゆをひそめたが、やがて気を取り直したように、にっこりと笑う。

「今すぐには決められないと思うし、答えは、今度また、聞かせてちょうだい」

「……わ、わかりました。じゃあ今日は、これで」

　僕は一つ、頷いて、すくと立ち上がる。

　丁てい寧ねいにお辞儀をすると、その場を立ち去ろうとするが、

「これ、忘れるところだった」

　母さんは慌てたように、鞄かばんから紙袋を取り出し、僕に押し付ける。

「カップケーキを作ったのよ。湊、昔、好きだったでしょう？」

　僕は頷いてから、甘ったるい匂においのするそれを胸元で抱きしめ、小さく呟く。

「僕はずっと、母さんから、憎まれてると思ってた」

　最後に見た母さんの暗い瞳を思い出すと、胸がぎゅっと締め付けられる。

「憎んだ時期もあったわ。だけど、憎み続けることなんてできるわけない。たった一人の我が子だもの。どうしたって、愛しちゃうわ」

　母さんは軽い口調で言ってから、思い出したように続ける。

「そうそう、連絡先、教えてちょうだい」

「………わかった」

　メールアドレスを交換して、そのまま母さんと別れた。

　愛してる。

　母さんと別れてからも、何度もその言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　嫌われてはいなかった、そう思うと、身体が温かいもので満たされる。

　また、会いましょう。家に着いたと同時に受信した、母さんからのメールには、そう書かれていた。




　その日、僕は日課である爺ちゃんとの対戦で、いつも以上にぼろ負けしてしまった。

「湊、どうしたんだ？」

　電話してきた爺ちゃんの柔らかな声を聞いたら、話さないつもりだった今日のことを、ポロリと漏らしてしまった。母さんと会ったこと、一緒に暮らさないかと言われたこと、爺ちゃんがどう思うか考える余裕もなくて、事実をただありのままに、訥とつ々とつと話した。

「そうか」

　僕が全てを喋り終えた後、爺ちゃんは静かな声で呟いた。

「あのさ、どうすればいいと思う？」

　本当は、心は決まっていた。

　母さんと暮らすなんて、とんでもない。僕の家族は爺ちゃんただ一人、その爺ちゃんと「たまになら会ってもいい」なんて言われる関係になるなんて、願い下げだ。

　昔、見る度に死にたくなった母さんのあの顔、軽けい蔑べつと嫌悪の入り混じったあの表情を見たくなくて、面と向かっては断れなかったけど……本当は、連絡先なんて教えずに、これきりの関係にするつもりだった。

　だけど、あのカップケーキの、甘ったるい匂いを嗅かいで、少しだけ思い出してしまったのだ。母さんが大好きで大好きで、彼女に愛されるためなら、どんなことでもしようと思っていた、あの時の気持ちを。

　母さんは、僕を叱しかった日のおやつに、必ずあのカップケーキを焼いてくれた。普段は禁止されていた、砂糖とバターたっぷりの甘ったるいお菓子。あの甘さは、僕にとって、許しを得たという甘美の味だった。

　あの後、悩んだ末、母さんからのメールに返信をした。「僕も久しぶりに会えて嬉しかったです。ではまた」単なる社交辞令だと言い切れないのは、母さんの笑顔を見た時、心が温かくなったから。母さんから会おうと言われたら、僕はきっと、また彼女に会ってしまう。あの申し出だって、断れないまま、曖あい昧まいに濁にごしてしまう。──でも、今ここで、爺ちゃんが「やめろ」と言ってくれたなら、僕は自分を制御できるだろう。

　しかし爺ちゃんは、驚くほど素そっ気けなく、だけど、断固とした口調でこう言った。

「それは、爺ちゃんが口を挟むことじゃないよ」

「……でも」

「湊はもう、大人だからな」

　きっぱりとそう言うと、爺ちゃんは、話はこれで終わりとでもいうように、わざとらしいほどの明るい声を出す。

「久しぶりに、アレ、やろうか」

「アレ？」

「そう、湊が好きだった、ファイター×ファイターだよ」

「……懐なつかしい」

　ファイター×ファイターは、キャラクターを使って対戦するアクションゲームだ。技が豪快でカッコいいから、嫌な気分を吹き飛ばすには最適なゲームである。

　昔、母さんの夢を見て、真夜中に起きてしまい、それきり寝付けないことがよくあった。居間に出てきて、一人ぼうっとしている僕を、爺ちゃんはよくこのゲームに誘ってくれた。

　爺ちゃんは、僕が自分から話し出すまで、何があったかを聞かなかった。ただひたすら、僕が疲れて眠くなるまで、ゲームに付き合ってくれた。散々バトルした後、僕が夢に見るのは、直前にプレイしたゲームの夢。母さんのことは頭からすっかり消えていて、僕はただただ楽しいゲームの夢を見ることができた。

「う、うん、やる。ちょっと待って、ソフト探すから」

　段ボールの中から懐かしいソフトを取り出すと、僕たちはゲームを始める。

　爺ちゃん操る中華娘、ブロッサム（爺ちゃんは若い女性のキャラが好きだ）と僕の操る、武道家ジョンが画面上で殴り合う。身軽なブロッサムは僕が突き出す拳こぶしをジャンプで避けて、斜め上から飛び蹴りしてくる。が、僕もまた、完璧な防御でそれを防ぐ。しばらく拮抗した状態が続いたが、勝ったのは僕だった。僕の必殺技、突とつ竜りゆう拳けんが決まったのだ。

　悔しがった爺ちゃんから再戦を申し込まれ、今度は僕が負けた。その次の対戦では再び僕が勝ち、その日は、四勝三敗という結果に落ち着いた。ショックはまだ残っていたけど、その日、僕は何も考えず、噓みたいにぐっすりと眠ることができた。




　翌日もその翌日も、僕は百瀬に会いに行けなかった。二ノ宮と由井の説得も、全て無駄に終わっているらしい。ただただ月日が過ぎ去っていき、意気地がない自分にいい加減うんざりしていたある日、予想外のことが起きた。

「──由井ちゃん、やばいんじゃない。噂うわさになってるぜ」

　自分のことで精一杯で、周りのことを気にかける余裕のなかった僕が、そのことを知ったのは、休み時間に谷たに口ぐちが教えてくれたからだった。

「噂？」

　僕が聞き返すと、谷口は気まずそうに言う。

「そう。例のゲームがあそこまで残ざん酷こくになったのは、シナリオ書いた由井ちゃんの責任だっていう、噂」

　ゲームのシナリオが残酷だというのは、小野の件でバッシングを受けた時に、散々批ひ判はんされていたことだ。

　だけど、由井がシナリオを書いたというのは噓だ。以前、由井は自分で、「一人では何もできない」と話していた。全く書けないわけじゃないだろうが、本筋を書いていたのは菖蒲で、由井がやっていたのは、菖蒲の手伝い程度だったのではないだろうか。だからこそ、小野が自殺した時、菖蒲はショックを受けたのだ。

　だが、内容そのものよりも、僕が気になったのは、

「何で今いま更さら……」

　鬼ヶ島が世に出てから、もう三年だ。

　ゲーム部は未だに不遇な立場に置かれているが、それは三年前にできた負の遺産にすぎず、事件そのものは風化しつつあるはずだ。わざわざ当時のことを掘り返し、改めて口にする必要があるとは思えない。

　送られてきたゲームと百瀬の持ち逃げは、あくまでゲーム部内部での事件で、他の生徒には関係がないはずだ。こんなタイミングで、誰がどういう意図を持って、噂を流したのか、全くわからなかった。

「さあな。でも、松まつ岡おかたちが言い出したっぽいな。由井さん本人から聞いたとかほざいてるのを聞いたが……そんなわけない。単なる嫌がらせだろう」

　松岡は、由井を嫌っている女子グループのリーダー的な存在だ。

　気が強そうな彼女なら、噓を言ってでも由井を貶おとしめようとするかもしれない。

「由井ちゃん、こんな噂、気にしなさそうだけど、一応、水谷もフォローしてやった方がいいよ。由井ちゃんって仲いい奴やつは多いけど、部活仲間のことは特別大事に思ってるみたいだし」

「そうそう。こんな時くらい優しくしてやれ」

　百瀬がゲーム部員と距離を置いていることは、既すでに話題になっていた。今までことあるごとにつるんでいたから、一緒にいないと目立ってしまうのだ。

　谷口と平ひら尾おは由井が孤立するのを心配しているのだろう。

　もしかして、松岡たちもそれを狙っているのかもしれない。由井の親友である菖蒲は学校におらず、仲の良かった百瀬との関係も悪化している。僕は元々あまり良好な関係とは言えないし、あとは二ノ宮だけど……いつも女の子に囲まれているあいつは、由井だけに構っている暇ひまはない。

　前方に座っている由井は、一人で黙々とフルーツサンドを食べていた。いつもはやたらと引っ付いてくるのに、今日に限って、由井は僕のところにやってこない。

　今日の弁当には、由井の大好きな大学芋が入っている。由井が食べることを想定し、たっぷり蜂蜜が入った大学芋。たくさん作ったせいで、一人ではとても食べきれないほど量がある。

　ため息を一つついて、僕はもう一度由井の方を見る。

　周りが何と言っているかなんて、由井が気にするはずなんてない。

　そう思いつつも、ぼんやり窓の外を見つめている由井は、心なしか沈んでいるようにも見える。

「わかってるよ」

　僕は由井が苦手だが、嫌いではない。

　それに、いつもうるさいくらい元気な由井が大人しくしているだなんて、何だか調子が狂ってしまう。

「どうしたら、由井を元気づけられるかな？」

　僕が小さく呟くと、平尾が淡々と言う。

「俺にはわからん。由井さんとはそこまで親しいわけじゃないからな」

「だよね」

　肩を落とす僕を、谷口がこづく。

「それ、謙けん遜そん？　俺たちはともかく、水谷は仲いいじゃんか」

　僕は目を白黒させた後、

「そうなのかな？」

　と、小さく呟いた。

「そうだろ。お前が仲良くなかったら、誰が由井ちゃんと仲いいのさ」

　確かに由井と一緒にいる時間は長いが、僕は由井のことをあまり知らない。

　彼女がどんなことで元気づけられるかなんて、全くわからない。

　突然黙った僕を、二人は不思議そうに見つめていた。
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「……何、これ」

　足の踏み場もないほど散ちらかった部室を見て、思わずそう呟つぶやいた。

「全部、ゲームか」

　床に落ちているのは、全てがゲームソフトだ。プレスタにスイット、それから、ロクサン、キュービックにファミリアコンピューター。新しいのから古いのまで、また、メジャーなのからマイナーなのまで、さまざまなゲームが散乱している。

　戸棚にソフトがしまってあることは知っていたけど、ここまで大量だったとは。おそらく百もも瀬せあたりが上手に収納していたんだろうが、彼女が不在の今、元には戻せないだろう。

　犯人は由ゆ井い以外にありえない。二にノの宮みやからは、今日は所用で部活を休むという連絡をもらっているし、そうでなくとも、こんなわけのわからないことをするのは、由井に決まっている。

　噂うわさを気に病んでいたら、こんないたずらをする元気があるわけないし、やっぱり沈しずんでいるように見えただけ、だったのかも。

　落ちているソフトを懐なつかしい気持ちで眺ながめながら、奥の小部屋へ向かう。

　この部屋にいないとなると、彼女がいるのはあそこ以外考えられない。

　木製の薄っぺらい扉を開けると、案の定、由井はそこにいた。

　彼女は、薄暗い部屋で一人、ゲームをしていた。

　床にじか座りし、全身をブランケット──初めて会った時に潜もぐっていたものだ──でくるんだ彼女は、いつもより小さく見える。

　目まぐるしく変わる色とりどりのテレビの光が、由井の顔を照らしている。真まっ直すぐに画面を見つめる由井は無表情だったが、瞳ひとみには、今まで見たことがない暗い影が差していた。

「……水みず谷たに？」

「全く、何で電気つけないんだよ」

　名前を呼ばれて我に返った僕は、動揺を悟さとられないよう、慌あわてて悪あく態たいをつくと、電気のスイッチを押す。

　明るくなった部屋で見た由井は、既すでにいつもの笑顔に戻っていた。

　天てん真しん爛らん漫まんで、何にも悩みなどなさそうな、腹立たしいくらい綺き麗れいな笑顔。

「だって、面倒くさいんだもんっ」

　朗ほがらかな声で言って、再びテレビに向き直る由井の横に腰を降ろし、僕はしみじみと言う。

「何だか、随分古いのやってるんだね」

　カーペットが敷しかれていない、木材そのままの床はひんやり冷たくて、思わず身み震ぶるいする。そんな僕を見て、由井がくすりと小さく笑い、ブランケットの端はしを投げてくれた。

「ありがと」

　と、受け取ったはいいものの、少しだけ戸と惑まどう。

　ブランケットは大きいが、一つの布に女の子と二人で入るなんて……

「もしかして、水谷、照てれてるのぉ？」

「照れてないし！」

　慌てて否定すると、由井はおかしそうに笑った。

　その由井の快活な笑い声を聞きながら、僕は仏ぶつ頂ちよう面づらでブランケットにくるまった。

　ふわふわのブランケットはほんのり温かい。柔らかな温ぬくもりにほっとして、だけど、それは由井が今まで纏まとっていたからだと気づいた瞬間、鼓こ動どうが一気に高鳴った。

　静かな部屋じゃ、大音量で鳴り響く心音が由井に聞こえてしまうかもしれない。

　そんな馬鹿な考えが頭を掠めて、慌てて話題を探す。

「あ、あのさ……どうしてヒーター付けないの？」

　小部屋の真ん中には、大きなヒーターが置いてあった。

　指差しながら早口で言うと、

「つかないの」

　由井はブランケットの中からリモコンを取り出して、僕に見せた。なるほどスイッチはオンになっている。随ずい分ぶん年代物のようだし、壊れているのかもしれない。

「そう」

　言葉少なに返事をしてから、頰ほおまで布を上げて、無言で画面を眺める。

　由井がプレイしていたのは、十年以上前、僕たちが小学生の頃に流は行やった『ブービーの冒険』というゲームだった。可愛かわいらしいキャラクター、ブービーが、ダダダ魔人を倒す旅に出るというアクションゲーム。当時としては珍しく二人で同時プレイができたから、爺ちゃんと僕も仲良く協力してゲームしたものだ。一緒に入っている対戦式のミニゲームでは、ケンカしながら戦っていたけど。

　Ａもこのゲームが好きだったらしく、ゲームの話で盛り上がったことがある。

　と、その時、Ａのことを考えていたのが伝わったわけでもないだろうが、由井がポツリと呟いた。

「これ、菖蒲あやめと初めて遊んだゲームなんだ」

　テレビから視線を外さないまま、由井は懐かしそうに続ける。

「私は何度もクリアしてたんだけど、菖蒲は苦戦してたらしくて、それで、一緒にやってほしいって頼まれた。私、その時、初めて人と一緒にゲームしたの。こんなに楽しいんだって、感動した。……菖蒲が下手すぎて、一人でプレイするよりたくさん時間かかったんだけどね。ミニゲームもたくさんやったなぁ。菖蒲、そっちも弱くて、勝っても全然嬉うれしくなかったけど、すっごく楽しかった」

　菖蒲と由井の、幸せな過去。

　その思い出があったからこそ、Ａはこのゲームが大好きなのだろう。

「たまにさ、どうしようもなく、これ、やりたくなるんだよね」

　由井は明るく言ってから、僕の方を見て、ニコリと笑った。

　画面には「ゲームクリア」の文字。

　彼女は恐るべきスムーズさで、一つ目のステージをクリアしてしまった。

「うまいね」

「でしょ？　私の腕前はプロ級だよっ」

　はにかむ由井を横目で見ながら、僕はハッとする。

　今日の昼は由井を励はげます方法がわからなかったけど、……こんなに簡単なことだったのだ。

　僕は本体にコントローラーを繋つなぐと、したり顔で宣言する。

「でも、僕の方がうまいと思うよ」

　コントローラーを操作して、対戦モードを選び、挑発的に笑った。

「僕は由井には負けないよ」

「……言ったねぇ。すぐに後悔させてやるから」

　由井も眉毛をひょいと上げて、フフンと鼻で笑う。

　カラフルな雲が浮かんだメルヘンなステージで、由井が動かすビーブーと僕が動かすダダダ魔人の一いつ騎き打ち。

「どうだ！　必殺、乱れパンチ」

「そんなん、すぐにかわしちゃえるもんね。どうよ、お色気プリプリアタック！」

「何そのネーミング……って、当たった！」

「このお尻しりの動きが肝きもなんだよっ」

「確かに……よくもまぁそんな器用に」

　僕たちは夢中でゲームし続けた。

　ブービーの冒険に飽あきたら、これまた懐かしい別のゲーム、それに飽きたら、最近出たばかりの話題作をプレイした。由井は思った以上にゲームがうまく、歴戦のゲーマーである（自称だけど）僕との闘いは毎回拮きつ抗こう、とてもいい勝負だった。

　やはり由井は、由井なりに落ち込んでいて、幸せだった昔の象徴である『ブービーの冒険』をして、心を癒いやしていたのだろう。

　僕もついこの間、懐かしいゲームに元気をもらったばかりだ。爺ちゃんが散々付き合ってくれたおかげで、悩みが解決したわけでもないのに、妙に晴はれ晴ばれとした気持ちになったのを思い出す。

「──あ、もうこんな時間だ」

　ふと時計を見ると、もう九時だった。

　僕たちは、三時間近くもゲームに没ぼつ頭とうしていたのだ。

　一人暮らしの僕はともかく、由井の家族は心配しているかもしれない。

「そろそろ帰ろうか」

　僕が言うと、由井は名残なごり惜おしそうにテレビを見つめて、僕に言う。

「またやろう。私が落ち込んだら、ゲーム、付き合ってね」

「うん、約束する」

　僕が頷くと、由井は「絶対だよ」と、念押しのように言った。

　その後、帰り支じ度たくをしていると、

「お腹なか空すいた」

　由井が唐とう突とつに両手でお腹を押さえ、へたりと床に座り込んだ。

「確かに……って、あっ！」

「どしたの？」

　突然大きな声を出した僕を、由井が不思議そうに見つめる。

「あの、えっと……」

　僕は言い淀よどみ、きょろきょろと視線を彷徨さまよわせた後、

「大学芋、食べる？」

　小さな声で、そう聞いた。

「大学芋？」

「うん、昼に余あまったやつ」

「お弁当の残り？」

「そう」

　頷うなずく僕を、由井はきょとんとしたまま凝視する。

　村には農家が多く、食べ物は大事にしろとしつけられた。だからいつもは、米の一粒だって残さない。昼食時にいつもやってくる由井は、それを知っているのだ。

「由井の好物だから、たくさん作ってきたんだよ。それなのに、今日は食べに来なかっただろ？　だから、余ってるんだ」

　僕は捲まくし立たてるように言うと、鞄からタッパーを取り出し、由井の方に突き出す。

「はい。早く食べて」

　普段の僕では考えられないほど無ぶ愛あい想そうで、ケンカ腰ごしな言い方だったけど、

「やったぁ！　大学芋っ！」

　由井は両手を上げて万ばん歳ざいし、つやつやと光る黄金色の欠片かけらを口に入れた。

「今日のお芋はシルクスイートだね。滑すべらかでしっとり、濃厚な甘さ！　幸せ～」

　頰を押さえてうっとりと言う由井に、

「それは何より」

　笑いながらそう返すと、由井は僕をじっと見つめて、優やさしく笑った。

「水谷ってさ、菖蒲に似てる」

「菖蒲に？」

　Ａは、多少気まぐれなところはあるが、とても優しい奴やつだ。ふざけたことも言うけれど、本当はとても真面目で、一度決めたことは必ずやり切る。ガッツがある、強い女性なのだ。

　一方僕は、自分で決めたことさえも、途中で迷い、へこたれて、なかなかやりきれない。僕は、Ａと比較するのはおこがましいくらいの、情けなくて、弱い人間だ。

　返事ができず、無言で俯うつむいた僕を気にすることなく、由井は明るく言う。

「二人とも、周りをきちんと見て、いつも自分より他人のことを考えてる。すごく優しい。ホント、よく似てるよ」

「そんなことない。菖蒲はともかく、僕は……」

　僕が尻すぼみに否定すると、由井はにっこりと微笑ほほえんだ。

「そんなこと、あるよ。だって水谷、私のこと、特に好きじゃなかったでしょ？」

　いたずらっ子のように笑って、由井は続ける。

「私は、好きな相手には優しくできても、どうでもいい奴のことなんか考えられない。どうでもいいと思ってる私なんかのこと、気にかけてくれたのは、水谷が優しいからだって」

　由井はアハハと声を出して笑うが、

「違うよ！」

　今度は大きな声で否定する。

「僕はただ……人から嫌われるのが、怖いんだ」

　そう、相手のことを想って、気き遣づかっているのではない。

　自分が嫌われたくないから。自分がよく思われたいから。

　自分、自分、自分。

　結局、全て、自分のための行動なのだ。

　再び黙り込んだ僕を見て、由井はしばらく「うーん」と考えていたが、ややあって、

「水谷は、やっぱり優しいと思うよ」

　と、きっぱりと告げた。

「優しいから、人を嫌いになりたくないんだよ」

　由井は穏やかな表情で、「菖蒲もそうだった」と付け加えた。

「本当に嫌いな奴からなら、どう思われたって構わないはずだもん。嫌われるのが怖いのは、その人を嫌いになりきれてないからだよ」

　由井は一いつ旦たん言葉を切った後、さらに続ける。

「でも、私は水谷や菖蒲とは違って、性しよう悪わるだから……もっと、嫌いになってもいいのにって、思う。自分に嫌なことする奴は大嫌いになって、少しくらいなら嫌がらせしてもいいし、知りもしない相手はどうでもいいって思っちゃってもいいと思う」

　何も言えず、呆然と由井を見つめる僕に、由井はにやりと笑いかける。

「多分それって、普通のことだと思うよ」

　芝しば居いじみた話し方にハッとして、思わず苦笑する。

「あの時は、ごめん」

　以前、菖蒲に会ってもらえず落ち込んでいた僕は、誰からも嫌われたくないと、嫌われることが怖いのだと、由井に話したことがある。あの時僕は、厭いや味みったらしい口調で、由井が今言ったのと同じ台詞を話したのだ。

　──了解しましたっ！

　あの時、馬鹿にしているのかと言いたくなるほど真ま面じ目めな顔の由井を見て、僕は彼女がふざけているのだと思い込んでいたのだけど、由井は本気でああ言ったのかもしれない。僕が穿うがった見方をしていただけで、台詞の意味は言葉通りで、……つまり、彼女は僕をわかってくれていたのだろう。

　──嫌いになってもいいのにって、思う。

　由井のその言葉を聞いて、身体から力が抜けた。着込んでいた重い鎧よろいを一気に脱ぎ捨てたように、体が一気に軽くなった。

　誰かを嫌いになることは、紛まぎれもない負の感情だ。そこからプラスが生じることは、決してない。利が生まれることも、誰かを喜ばせることも、何らかの幸せを感じることも、絶対にない。

　だけど、人を嫌いになるのは、僕が出で来き損そこないの人間だからではない。

　あくまで普通のことなのだ。

　僕と爺じいちゃんの会話を盗み聞きし、あらぬ噂を流した長は谷せ川がわさん。嫌がらせをするために、都合のいいことだけを信じた矢や守もりさん。僕を見る度たび、顔を背そむけ、ひそひそと噂話をした村の人々。──そして、こんな僕を作った、母さんも。

　皆、嫌ってもいい。

　嫌いな相手なら、嫌われても構わない。

　好かれようと努力する必要はない。

　そう思ったら、僕はあの村で、また息ができる気がした。

　何より、母さんと、決別できる。

　あなたが嫌いだ、面と向かって宣言し、二度と会わないと決心することができる。

　──ありがとう。

　心の中で呟いて、由井を見ると、彼女もまた、僕を見つめていた。

　目が合って、同時に破顔する。

　窓から見える校庭は真まっ暗くら、これでもかというほど散らかった狭い部屋の真ん中で、女の子と二人、タッパーに入った大学芋をむしゃむしゃと頰張っている。

　山やま下した先生が言っていた、「かけがえのない瞬間」とは、今まさに、この時のことなのだろう。

　由井は、本当にわからない奴だ。

　ふざけているかと思ったら、急に真面目なことを話したり、傍ぼう若じやく無ぶ人じんのようでいて、妙に周りを見ていたり、悪びれもなく人を困らせるくせに、大きな救いを与えてくれる。

　全ての芋を食べ終えると、鍵かぎを閉めて部室を出た。

　部屋が散らかったままなのは気になるけど、二ノ宮も巻き込んで明日やろうと心に決める。

　二人で並んで校庭を歩き、正門の前で別れる時、

「水谷」

　由井が改まった口調で、僕の名前を呼んだ。

「あのさ」

　言いたいことは躊躇ためらわずにきっぱりと告げる由井にしては珍しく、少し、迷ったような口ぶりだ。

「こういうの、本当は照れくさいんだけど……」

　由井は言い訳のようにそう言うと、俯いて、しばらくもじもじとした後、おもむろに顔を上げ、

「今日はありがとう」

　照れくさそうに笑った。

　真っ黒な水平線に、朝日が昇ってきたような、眩まばゆい笑顔。

　まさに、天使の笑顔、だ。

　手て垢あかの付いた表現だけど、こうとしか言えないくらい、美しく、可か憐れんで、清きよらかな、見る者の心が温かくなる笑顔だった。

　今日、僕は、ただの一つも慰なぐさめの言葉なんて言わなかった。沈ちん痛つうな面持ちで話を聞くこともなかったし、わざと負けてやろうなんて配はい慮りよもしなかった。力の限りを尽くして戦い、意味のない馬鹿話をして、たっぷり笑い合った。たったそれだけなのに。

　彼女の、あの笑顔。

　暗いからわからないのが救いだが、おそらく僕の顔は真まっ赤かになっている。

「大学芋のこと？」

　そうじゃないことはわかっていたけど、恥はずかしくなってはぐらかす。

　由井は呆あつ気けに取られたように僕を見ていたが、ややあって、ぷっと噴ふき出した。

「そう、そう。すっごく美お味いしかった～！　また作って来てね。今度は安あん納のう芋いもで」

　元気にそう言うと、ひらひらと手を振って、僕に背を向け、歩き始める。

　と、急に振り返り、

「今度は自分から、食べに行くね」

　にこりと笑った。





　　　　＊






「水谷、ちょっと、いい？」

　放課後、部室へ向かう途中の廊下で後ろから声をかけられて、身体がびくついた。

　女の子にしては低めの、耳みみ触ざわりのいいアルト。静かだが、よく通るその声は、百瀬のものだった。

「な、何？」

　振り向くと、百瀬は何を言うでもなく僕をじっと見て、手首をぎゅっと握った。

「え？　ちょっと！」

　そのまま強い力で引っぱられ、連れられたのは、中庭だ。

　さして広くもない中庭の真ん中にある古びたベンチの前で、百瀬は僕の手をパッと離し、ベンチに腰掛ける。視線で促うながされ、渋しぶ々しぶ隣となりに座ったものの、彼女は何も喋しやべろうとしない。

「えっと……何か、用があったんじゃ、ないの？」

　気まずい沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのは、僕の方だった。

「…………そうよ」

　百瀬は頷いてから、覚悟を決めたように「よしっ」と呟き、僕の方に向き直ると、

「──ごめんなさい」

　深く頭を下げた。

「本当に、悪いと思ってる」

　僕はポカンと口を開けて固まった後、「どうして謝るのさ」と、無理やり頭を上げさせる。

「この前、水谷のこと、悪く言っちゃったから」

　百瀬は僕を真っ直ぐ見み据すえて、尋ねる。

「うん、でもまぁ、本当のことだし」

　百瀬の言葉にショックを受けたのは、それが紛まぎれもない真実だったからだ。

「まぁ、確かにもっと本音で話して欲しかったって思ってはいたけど……あんな風に罵ば倒とうしたのは、八やつ当あたり以外の何でもなかった」

「う、うん」

　嫌われてはいないと知り、ほっとした時、

「ゲーム、返すわ」

　百瀬はポツリと呟いた。

「……え！　本当？」

　僕が声を上げると、百瀬は早口で続けた。

「だけど、条件があるの」

　僕が小さく頷くと、百瀬は少しだけ逡しゆん巡じゆんし、やがて真っ直ぐに僕を見据えて、

「菖蒲を、嫌いにならないで」

　強い口調で言った。

「なるわけないよ。だって僕、菖蒲のこと、尊敬してるし」

　Ａとの関係は話していないが、僕が「鬼ヶ島」のファンであることや、作り手の菖蒲に敬意を持っていることは伝えている。

　緊迫した空気を和やわらげるように笑ってみせるが、百瀬は真面目な顔のまま続ける。

「菖蒲は、水谷が思うような女性じゃないの。だけど、何があっても、菖蒲を嫌いにならないで。そう約束してくれる？」

　百瀬の切せつ羽ぱ詰つまったような物言いに気け圧おされながらも、僕は大きく頷いた。

「もちろん。絶対に、どんなことがあっても、嫌いにならない」

　僕はＡに会いたくて、この学校にやってきた。

　どんなことがあっても、彼女を嫌いになるはずがない。

　僕の真剣な顔を見て、百瀬はようやく表情を和らげ、「ありがとう」と呟いた。

「でもさ、あの、どうして急に、返してくれる気になったの？」

　ゲームを返してくれる気になったのはありがたい。だが、つい昨日きのうまで僕のことを無視していたくせに、どういう心境の変化があったのだろう。

「噂」

　百瀬はポツリと呟くと、一旦言葉を切ってから、僕の目を見て続ける。

「『鬼ヶ島』のシナリオは由井が書いたっていう噂、聞いた？」

「うん、聞いたけど……」

　ここ数日で一気に広まったというその噂。

　由井と親しい百瀬にとっては気がかりだろうが、ゲームの件とは関係ないはずだ。

　そんな僕の考えを読んだかのように、百瀬は小さく頷いて、やがて首を大きく横に振る。

「あの噂、小お野のさんが死んだのが由井のせいっていうのは極論だとは思うけど……シナリオを由井が書いたのは、本当のことなのよ」

「由衣は手伝っただけでしょ？　本筋は菖蒲が書いたって……」

「表立ってはそうなっているだけ。本当は、由井が書いたの。──菖蒲は、由井の書いたシナリオを盗作した。私はその現場を目撃したのよ。ゲームでは、あの後、そのシーンが描かれるわ。由井の創作ノートから、菖蒲がシナリオを書き写すの」

　暗い部屋に一人で佇たたずむ菖蒲。

　彼女の右手には、彼女に似合わない子どもっぽいノートが握られていた。

「本当のことを知っているのは、当事者の菖蒲と由井。そして、私だけだと思ってた。だけど、あの噂の犯人は事実を知ってる。突然届けられたゲーム。合わせたように、流れ始めた噂話。誰が何をたくらんでいるのか、私にはわからない。何だか、悪いことが起きる気がするのよ」

　菖蒲はぐっと唇くちびるを嚙みしめてから、絞り出したような声で言う。

「何かが起こる前に防ぎたいの。……私は、菖蒲をこれ以上、追い詰めたくない。協力してくれない？」

　百瀬の真しん摯しな瞳を見つめながら、僕は頷く。

「わかった。協力するよ」

　噂を流したのは松まつ岡おかだ。

　彼女は、由井だけではなく、菖蒲も嫌っているのだろうか。

　だとしても、どうして？

　いや、理由はどうであれ、僕は菖蒲を、ゲーム部を守るべきだ。

　しばらく無言で見つめ合った後、百瀬は訥とつ々とつと語り始める。

「菖蒲がノートを書き写す現場を私が目撃した数日後、菖蒲は、シナリオは自分が書いたと宣言したの。その時やっと、私は彼女の行動の意味を理解した。盗作だなんて、どうしても許せなくて……私は菖蒲を責めた。どうしてそんなことをするのか、と問い詰めて、どうかしてると罵ののしった。菖蒲、泣いてた」

　百瀬に罵ば倒とうされ、うじうじと悩んでいた僕には、菖蒲の気持ちがわかる。

　百瀬の言葉はいつも正しくて、だからこそ、人の心に突き刺さるのだ。

「だけど、菖蒲はあくまで自分が書いたと言い張ったわ。私たちの関係は一気に悪化した。罪悪感からなのかな、菖蒲、由井や二ノ宮ともギクシャクしているみたいだった。そのうち、あの事件が起きて、──それでも私は、菖蒲を慰められなかった。一番辛つらい時、菖蒲には頼れる人が一人もいなかったの」

　百瀬は一旦言葉を切ってから、苦しそうに呟く。

「菖蒲が学校に来なくなったのは、私のせいかもしれない。私が菖蒲を孤独にしたの」

　百瀬の言葉の節々から、後悔の念が滲にじみ出ていた。





　　　　＊






　その日の放課後、百瀬は久しぶりに部活を訪れた。

　百瀬が事情を説明している間（僕が提案したのだ）、二ノ宮と由井は驚きを隠せない様子で目を丸くしていたが、話が終わるころには彼らなりに事実を受け止めたらしい。二ノ宮は「そうか、そうか」とわざとらしいほど明るく相あい槌づちを打ち（彼なりに気を遣ったのだろう）、由井はというと……。

「うーんと、ねぇ、それって百瀬の早とちりだよ」

　にっこり笑って、朗らかに言った。

　鹿しか爪つめらしい表情で固まってしまった百瀬の代わりに、僕は尋ねる。

「……どういうこと？」

　由井は腕を組んで、「うーんと、ねぇ」と、考える素そ振ぶりをみせてから、おもむろにゲームをセットし始める。

「続きを見れば、きっとわかるよ」




　夕暮れで黄金色に染まった小部屋で、一人、菖蒲が佇んでいる。

　ややあって、彼女は机に向かい、右手に持っていたノートを開くと、真剣な表情で自分のメモ帳に書き写し始めた。

『……面白い、な』

　途中、ふと手を止めて呟いた菖蒲の顔がアップになる。

　自嘲気味に笑う菖蒲は、それまでの無邪気な彼女とは別人のようだった。清せい廉れんな見た目の中に、艶つややかな色っぽさが混在した彼女は、いつもよりはるかに大人びている。

　そこで、シーンが変わる。

　菖蒲の回想のようだ。

『菖蒲、お願いがあるの！』

　パチンと両手を合わせて、上目遣いにこちらを見る少女は、由井である。

『どうしたの？』

　菖蒲が尋ねると、由井はキョロキョロと辺りを見回した後、菖蒲に近づいて耳打ちする。

『シナリオね、全部菖蒲が書いたことにしてほしいんだ』

『どうして？　せっかく頑張って、由井一人で書いたのに……』

　驚いたように由井を見る菖蒲に、由井は照れくさそうに言う。

『私が書いたこと、二ノ宮に知られたくないんだ。あのシナリオ、結構過激でしょ？　私、二ノ宮のこと好きだからさ』

　ポリポリと頰を掻かく由井を、菖蒲は何も言わず、見つめていた。

　そこで、選択肢。

〈わかった／嫌だよ〉




「水谷！　そこは、わかった、だよ～」

　気まずさなんて少しも感じない、由井の呑のん気きな声にハッとして、我に返った。

「え、えっと……」

　由井って、二ノ宮のこと好きだったの？

　軽口を叩たたき合う二人は確かに仲が良さそうだったけど、あくまで悪友って感じで、恋愛特有の艶っぽい感じは一切感じられなかった。

　というか、由井は、こんな形で自分の気持ちを知られても良いの？　あ、まさか、既に付き合ってるとか？　いやでも、二ノ宮はいつも女の子に囲まれて楽しそうにしてる上、菖蒲のこと可愛い可愛い言ってるし……

　混乱のあまり、口を噤つぐんだ僕の気持ちを代弁してくれたのは、当事者であるはずの二ノ宮だ。

「由井、何言ってんの？　お前、俺のこと好きじゃないじゃん」

「好きだよ～。大好き、大好き！」

　軽い調子で言いながら、唇に手を当てて投げキッスを飛ばす由井を見て、何な故ぜだか少し眩暈めまいがした。

　噓っぽい。噓っぽすぎる。

　だけど、本心の読めない由井だけに、噓だと言い切れないのが恐ろしい。

「水谷、先、進めよう」

　はぁ、という大きなため息とともに紡つむがれた百瀬の言葉に、どうにか頷くと、僕は由井が指示した通り、「わかった」を選択する。




『わかった』

　菖蒲は言ってから、ぎこちない笑顔を作った。

　由井が菖蒲の手を取り、自身の小指を菖蒲のそれに絡ませる。

　ぶんぶんと元気に振って、「指切りげんまん」と歌うと、「約束だよ」と、念押しのように口にした。

　そしてまた、シーンが変わる。

　菖蒲が一人でパソコンに向かっていると、部室に二ノ宮が現れる。

『菖蒲、少し休憩しろよ』

　菖蒲の座る回転椅い子すをくるりと回し、自分の方に向かせると、二ノ宮は菖蒲にパックのコーヒー牛乳を手渡した。

『ほれ、差し入れ』

『ありがとう。二ノ宮くん』

　二人は向かい合い、にっこりと笑い合う。

　しばらく取とり留とめない話をした後、二ノ宮が神妙な顔で、菖蒲を見た。

『あのさ、わかってるとは思うけど、俺、菖蒲のこと、好きなんだ』

　菖蒲は目を見開くが、そのまま黙って下を向いた。

『俺と付き合おうぜ』

　二ノ宮は俯く菖蒲の顔を覗のぞき込み、囁ささやくように言う。

　菖蒲は唇をぎゅっと嚙みしめると、

〈いいよ／ごめん〉




「……ごめん、だ」

　しばらくの沈黙の後、二ノ宮がふてくされたように言う。

「え、えっと、あの……」

　本当なの？　と、続けようとした言葉を寸すん前ぜんで飲み込んだ。

　手で顔を覆おおい、回転椅子の上に体操座り。「何だよこれ、公開プレイかよ」とぼそぼそと呟いている二ノ宮を見るに、事実なのだろう。

　二ノ宮が菖蒲を好きなのはわかっていたけど、面と向かって告白してたの？

　ていうか、由井が二ノ宮を好きで、二ノ宮は菖蒲が好きって、泥沼三角関係じゃん！

　怒ど濤とうの展開に、頭がついていけなかった。

　三人が、昼ドラ顔負けの、複雑でねっとりした関係だったなんて、普段の和気あいあいとした雰囲気からは考えられない。

　隣で世界の終わりのような暗い顔をしている百瀬も、僕と同じ、いや付き合いが長い分、僕より大きなショックを受けているのだろう。

「水谷、早くっ！　『ごめん』って～」

　空気を読まない由井の呑気な声に、

「わ、わかった」

　僕は慌てて頷くと、キーボードを叩いた。




『ごめん』

　菖蒲は小さな声で言ってから、潤うるんだ瞳で二ノ宮を見る。

『って、泣くなよ！　てか、泣き顔も可愛いなんて、ずるいなぁ。……っていうか、泣きたいのはこっちの方だって』

　二ノ宮は苦笑してから、菖蒲の涙をそっと指で拭ぬぐう。

　それから何事もなかったような顔でにこりと笑うと、すくと立ち上がる。

『来たばかりで悪いけど、今日は帰るわ。でも、悪いけど、諦めないから』

　菖蒲の頭をポンと叩くと、二ノ宮は足早に部室から出る。

　一人部屋に残された菖蒲は、唇をぎゅっと嚙みしめて、二ノ宮から渡されたコーヒー牛乳に口を付けた。

　その後、再び四人は「鬼ヶ島」の制作に没頭する。

　ゲームが完成し、打ち上げでバカ騒さわぎする由井と二ノ宮。

　完成したゲームをフリーソフトとして配信、予想以上の反響に目を丸くする百瀬。

　──そして、小野が死ぬ。

　葬式のシーンとネットのニュースでその残酷な事実が告げられ、へなへなと床に崩れ落ちる菖蒲の姿が映し出される。

　そしてその後、菖蒲は徐々に、百瀬とも二ノ宮ともぎこちない態度で接するようになる。百瀬とは盗作を批判されたことが原因で、二ノ宮には告白を断ってしまったせいだ。

　そして由井は、

「──責任は、菖蒲がとってよね」

　二人きりの部室で、由井は菖蒲を真まっ直すぐ見据え、きっぱりとそう告げた。

「当然だよね。シナリオ書いたのは私だけど、菖蒲が書いたってことになってるし。そもそも『鬼ヶ島』は菖蒲主導で作ったんだから」

　くるりと踵きびすを返し、部室を出る由井の背中を、菖蒲はただただ見送ることしかできない。扉が閉まる、バタン、という重苦しい音が部屋に響いていた。

　次の日から、菖蒲は学校に来なくなった。

　暗転。

　そして、画面に現れたのは、

　──大きな、バッドエンド、の文字。




「噓だよね？」

　最初に口を開いたのは、僕だった。

　噓だ、噓だ、噓に決まってる。

　だって、由井がこんなことを言うはずない。

　──楽しかったなぁ。

　由井は優しげな瞳で、菖蒲との思い出を語っていた。

　彼女は、菖蒲のことが、誰よりも大好きなはずなのだ。

　だからこれは、事実じゃない。

　頼むから、噓だと言ってほしい。

　そうしたら、Ａが作ったこのゲームより、君の言葉を信じてみせるから。

　縋すがるような瞳で由井を見つめると、由井はにっこりと、天使の笑顔でこう言った。

「全部、本当のことだよ」





　　　　＊






「話があるんだ。放課後、駅の近くのファミレスに来れないか？」

　二ノ宮から改まった口調でそう言われたのは、由井が爆弾発言をしたあの日から、三日後のことだった。

「わかった」

　話の内容は、今後の部活動についての相談だろう。

　あの事件があって以降、百瀬は再び部室に訪れるようになっていたが、部室の雰ふん囲い気きは以前とはすっかり変わってしまった。

　不機嫌そうな顔で黙もく々もくと作業する百瀬、奥の個室に籠こもってひたすらギターをかきならす二ノ宮、息苦しさに縮ちぢこまる僕、そして、いつも通り、にこにこ笑いながら、お菓子を食べる由井。

　かつての騒がしさはどこへやら、由井以外誰も喋らないから、部室はほとんどの時間、気まずい沈黙が落ちている。菖蒲を追い詰めたのが由井だったという事実は、それほどに、僕たちの関係性を一変させたのだ。

　あんなムードで今後も部活動を続けるなんて、拷ごう問もんに等しい。急いで解決策を練るべきだ。きっと二ノ宮もそう思っているに違いない。由井はこの雰囲気を作った張本人だし、百瀬は感情的になりすぎる節ふしがある。残った僕が、相談相手に選ばれたのだろう。

　約束したファミレスを訪れると、二ノ宮はもう既に席に着いて、一人でメロンソーダを飲んでいた。

「よっ！」

　右手を上げて軽々しく言う二ノ宮を見て、何だかほっとする。

「こんな風に話すの、随ずい分ぶん久ひさしぶりな感じする」

　ドリンクバーで緑茶を入れてから、席に座ると、二ノ宮は「悪いな」と言って、苦にが々にがしく笑った。

「何が？」

　僕が尋ねると、二ノ宮は悪びれもなく言う。

「今からまた、とんでもなく重苦しいことを、聞いてもらうからさ」

「……今後の部活についての、相談じゃないの」

　勝手にそう決めつけていた僕が驚いたように言うと、二ノ宮は大きく首を振った。

「違う。俺が話したいのは」

　一旦言葉を切ってから、二ノ宮はゆっくりと言う。

「──小野の自殺の真相だよ」

　しばらくの沈黙の後、僕はため息交じりに呟いた。

「それって、今、話すこと？」

　亡くなった小野については、もちろん気の毒だと思っているが、彼女の問題は、今いま更さらあがいても、どうにもならないことだ。菖蒲が不登校、由井は孤立し、ゲーム部が壊滅状態にある今、先に考えることが山ほどあるはずだ。

「そうだよ。まずは謝らなきゃいけない。今まで隠してたことを、な」

　ごめん、真剣な顔で言う二ノ宮に、僕は怪け訝げんな顔で聞き返す。

「隠してたって？」

「小野を殺したのが、紛まぎれもなくあのゲームだってこと」

「二ノ宮、それは違うと思う」

　冷たい言い方だが、小野が死んだのはあくまで小野自身の問題で、ゲームは単なるきっかけにすぎない。『鬼ヶ島』のせいで小野が死んだのは事実だが、殺した、と言い切るのはひどすぎる。

「二ノ宮、その件に関しては、誰も悪くないよ。君たちは、ただ良いゲームを作っただけ。それが、たまたま小野の心に入り込んで、自殺するきっかけになってしまった。こう言っちゃなんだけど、運が悪かったんだ」

　制作者の一人である二ノ宮が罪悪感を抱いだくのはわかるが、事件は、悲劇的な偶然が重なった末に起こったものだ。世間がゲーム部のせいだと責めるのはお門かど違ちがいもいいところで、本当は、誰のせいでもない。

「違う。そういうことじゃない」

　二ノ宮は首を振ってから、ゆっくりと告げる。

「小野が死んだのは、結果じゃない。目的だったんだよ」

「どういうこと？」

　全くもって、意味がわからない。

　僕が問うと、二ノ宮は掠かすれるような声で、小さく告げた。

「『鬼ヶ島』は、元々、小野を殺すために作られたゲームなんだ」





　　　　＊






「菖蒲と由井、小野は、小学校の同級生で、知り合い同士だった。小学五年生の時、由井が転校してくるまで、小野は菖蒲にとって唯一の友達だったらしい」

　絶句する僕に向かって、二ノ宮は淡々と話し始める。

「これは『鬼ヶ島』の制作が始まるずっと前、菖蒲の過去について調べた話だ。ご存じの通り、俺は菖蒲が好きだったからな。菖蒲自身と由井から、そしてつてを辿たどって当時の知り合いからも、昔の菖蒲の話を聞きまくった」

「…………」

　それはちょっと、アウトなのでは？

　冷ややかな視線を送るが、

「好きな奴のことを知りたいって思うのは、当然のことだろ？」

　と、二ノ宮は当たり前のように言う。

「小野は快活で元気のいい、クラスのリーダー的存在だった。一方菖蒲は、引っ込み思案で口下手、成績は良かったが、ドジばかり踏んでいた。男子からからかわれるのが苦痛で、人と会話するのを避けるようになったんだと。それを庇かばってくれていたのが、小野だったらしい」

　当時の男どもも菖蒲を好きだったんだろうがな、二ノ宮はそう付け加えると、苦々しく笑った。

「菖蒲はいつも小野の陰に隠れていた。小五の時、由井が転校してくるまでは」

　二ノ宮はコップに入っていたメロンソーダを一気に飲み干すと、滔々と続ける。

「菖蒲と由井は、出会ってすぐに親しくなった。お互いにゲームが好きっていう共通点があったからな。で、ある時、どういうきっかけかはわからないが、一緒にゲームを作ろうということになったんだそうだ」

　由井が以前、幸せそうな顔で話していたのは、この頃のことだろう。

　好きなものを共有できる相手にめぐり逢あい、ただただ没頭した、幸せな日々。

「一緒に、と言っても、実際は、今と同じで、ほとんど菖蒲がゲームを作ったらしい。そのゲームは抜ばつ群ぐんに面白くて、クラスメイトに披ひ露ろうすると、菖蒲は一気に注目を浴あびたんだ。それをきっかけに、菖蒲は人が変わったように明るくなったそうだ」

　ゲーム作りの天才、菖蒲の出発点。

　菖蒲が、作業現場への付つき添そいを由井にだけ許すのは、スタート地点からずっと一緒にいたからなのだろう。

「暗くて無口な存在感のない女の子は、明るく潑はつ剌らつとした、だけどちょっとだけ抜けたところのある女の子になった。周りを気にしていつもおどおどしていたのが噓のように、明るく笑うようになった。自分勝手に思える行動も取ったが、無邪気なその姿はどこか憎めず、不思議と人が集まっていた。親しみやすくなった菖蒲には友達がたくさんできて、人気者になっていったんだ」

　二ノ宮の淀よどみない語りを聞きながら、頭に浮かんだのは由井の姿だった。

　直接話したことはない菖蒲をイメージしづらいのもあるけれど、言葉だけ聞くと、何だか由井っぽい。僕と菖蒲が似ていると言ったが、本当に似ているのは、由井と菖蒲なんじゃないだろうか？

「だけど小野は、それをよく思わなかった。自分の庇ひ護ご下にあった少女、内心、軽んじていたのかもしれない菖蒲が、自分より目立つ存在になったのが許せなかったんだ。小野は、菖蒲に嫌がらせをするようになった」

　二ノ宮は、一つ息を吐いてから、眉をひそめる。

「話してくれた子は『嫌がらせ』と言ってたが、あれは『いじめ』だよ。菖蒲、ノイローゼ寸前まで追い詰められてたみたいだ」

　──カタストロフィー理論だ。

　かつての恩師、山下先生の言葉を思い出す。

　小野と菖蒲は確かに親しい友人だったのだろう。深い友情があったからこそ、強い悪意が生まれてしまった。

「『鬼ヶ島』を作ったのは、その復ふく讐しゆうだったんだよ。菖蒲と由井は、小野に報復するために、あのゲームを作った」

　小野が菖蒲を憎んだように、菖蒲もまた、小野を憎んだ。

　当然の流れのように感じるけれど、あのＡが、ゲームを悪用するなんて。

　それに、ゲームで復讐なんて、そんなことできるだろうか？

　浮かんできた疑問に気づいたように、二ノ宮が尋ねる。

「『鬼ヶ島』のシナリオで、瑠る璃りって女の子の話、覚えてるか？」

「覚えてるよ」

　何度も何度も繰り返しプレイしたから、ストーリー全てを完璧に覚えている。

　二ノ宮が言うのは、当時の僕と同い年、十四歳の瑠璃が主役のアクションゲームだ。瑠璃は裕福な家庭に育ち、傍からは恵まれて見えるが、実は両親から完璧に無視されるという、虐待を受けている。それでも彼女は両親を愛していて、そのせいで苦しんでいるのだ。ある日、彼女は両親の中に『鬼』が潜ひそんでいるのに気づく。彼女は鬼と戦い、両親の愛情を取り戻そうとするのだが……

「プログラムのミスで、クリアできなかったゲームだよね？」

　十個のステージの中でその話だけが失敗作だと言われているのは、ストーリーの問題ではなく、単純にゲームとして不備があったからだ。

「あれは、ミスじゃない」

「……え？」

　唖然とする僕に、二ノ宮はきっぱりと告げる。

「瑠璃のモデルは小野樹里だ。あのゲームは小野のトラウマを再現し、どうにもならない現実、バッドエンドを見せつけたんだ」

　瑠璃は鬼に倒されて死ぬ。

　そして、鬼に操られた両親は、瑠璃の死を悲しむことはない。

　バッドエンド、両親の意味深な笑顔で、この話は終わる。

「どうして二ノ宮にそんなことがわかるんだよ？」

　僕は俯いて、ぼそりと呟いた。

　自分でもわかるほど、弱々しく、消え入りそうな声だ。

「作ったゲームにはまって死んだのが、昔の友人だった。単なる偶然にしては、できすぎてるだろ？　小野が死んだ後、菖蒲たちの小学校時代のクラスメイトに聞き込みをした。小野の周辺を洗ったら、結構簡単に調べがついた。ゲームの瑠璃は、まんま、小野だった」

　肩を竦すくめる二ノ宮に、僕はなおも食い下がる。

「たとえそうだとしても、殺そうと思っていたなんて言いきれない。もしかしたら、ハッピーエンドを見せて、勇気づけようとしたのかもしれない。それがたまたま、ミスしてしまったせいで……」

　そうだ。その可能性だって、なくはない。

　──ゲームは楽しい。楽しいことには、それだけで価値がある。

　そう言い切ったＡが、ゲームを使って人を殺あやめるなんて、あるわけない。

　一筋の光明が見えた気がして、パッと顔を上げた僕を、二ノ宮は哀あわれみに満ちた瞳で見つめていた。

「偶然なわけない。菖蒲だぞ。あの天才が、ミスするなんて、ありえない」

　自分自身に言い聞かせるような、静かだが迫力のある声を聞いたら、これ以上否定することはできなかった。

　それに、僕は納得してしまったのだ。

　僕とＡの交流は、メールでのやり取りだけだったけど、それでもＡがいかに天才であるかは十分伝わってきた。

「菖蒲は周りの連中から非難されることが嫌で、登校拒否になったんじゃない。自分が小野を殺したというショックで、家から出られなくなったんだ。自分で殺しといて、ショックを受けるなんて変な話だが……おそらく、ゲームを作ってる時は、小野が本当に死んじまうなんて思ってなかったんだろう」

　確かに、小野がモデルの瑠璃は、反骨精神の塊かたまりみたいな女の子だ。「殺されるくらいなら、殺してやる」というのが瑠璃の口くち癖ぐせで、それは彼女の強さの象徴でもあった。

「だけど、小野は自殺した。原因は、現実と虚構が曖あい昧まいになったから。──皮肉だよな。あの虚構は、小野にとっては現実だった。曖昧になったってもんじゃなく、正しく現実そのものだったんだから」

　しかし、二ノ宮の言うことが本当なら、由井の言う通り、菖蒲は小野を殺した責任がある。

　でも、待てよ？

「……シナリオを書いたのは、菖蒲じゃない」

　そう、虐いじめられていた菖蒲ではなく、由井なのだ。

「由井も、小野に嫌がらせされてたのかな？」

　小野のことは知らないが、あの瑠璃と同じなら、大層自尊心が強い女の子なのだろう。菖蒲だけではなく、きっかけを作った由井にも嫌がらせしそうである。

「一応するにはしたらしいが、効果がなさ過ぎて諦めたらしい」

　確かに由井なら、どんな嫌がらせもにもめげず、にこにこ笑っていそうだ。

「……じゃあ、菖蒲を追い詰めた小野を、由井も恨うらんでたってことじゃないの？　だから、菖蒲に協力して、シナリオを書いた」

「そう思うだろ？　でもそうなら、どうして由井は、わざわざ菖蒲を追い詰めるようなことを言ったんだ？　それに、たとえ由井がシナリオを書いていたとしても、二人はどう考えても、共犯だ。俺と百瀬が貰もらったシナリオには、少なくともハッピーエンドがあったからな。プログラムは菖蒲がやったはずだし、意図的にハッピーエンドを消したのは、菖蒲以外にありえない」

　二ノ宮は捲し立てるように言ってから、はぁ、と大きく息を吐く。

「菖蒲を守るため、誰にも言わないつもりだった。もちろん菖蒲本人にもだ。……だけど、あのゲーム、『バッドエンドを探せ』のせいで、シナリオを書いたのが菖蒲じゃないと知った。小野と菖蒲の関係は伏せているくせに、俺が告ったシーンはバッチリ入ってる。しかも、不思議なことに、実際とは微妙に違う上、ムーディーな演出まで入れてある。さらには、由井が、意味のわからんことを言う」

　わかるだろ？

　そう目め配くばせする二ノ宮を見て、僕は大きく頷く。

　全てが菖蒲の責任だという、ゲームの中のあの言葉は、由井の本心じゃない。

　二ノ宮はそう信じているのだ。

「由井は菖蒲のことが好きだ。菖蒲を傷つけることなんて、絶対にしない。僕はそう信じてる」

　真っ直ぐに二ノ宮を見み据すえると、

「俺も、そう思う」

　二ノ宮はふっと、気の抜けたように笑う。

「あいつらのこと、ずっと見てたからわかる。菖蒲と由井は互いを大事に思ってる」

　二ノ宮はそこまで言って、気を引き締めるように、真面目な顔を作った。

「このゲーム、まるで由井を貶おとしめるために作られたみたいだと思わないか？　菖蒲はこんなゲームは作らない。今回の件には、何か裏がある。俺はそれを探って……菖蒲を、学校に連れ戻したい」
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「ねぇ、由井。もう一度、今度は一緒に、菖蒲に会いに行かない？　菖蒲がくれたゲームもクリアしたし、会ってくれるんじゃないかな」

　そう提案したのは、二ノ宮から頼まれたからだった。

　昨日の別れ際、二ノ宮は、僕にこう言った。

　──俺はもう一度、小野の事件について、当たってみる。水谷はとりあえず、由井の真意を調べてくれ。

　そんなことできないよ。困惑する僕に、二ノ宮は自信たっぷりにこう言った。

　──できるよ。由井は、お前になら話す。お前は菖蒲に似てるからな。

　僕とＡのどこが似てるのさ？

　という疑問は、緑茶と一緒にぐっと飲み込んだ。どう返されても、納得できないことはわかっていたし、二ノ宮にばかり頼ってはいられない、という気持ちもあったから。

『バッドエンドを探せ』は、言うなれば、暴露ゲームだ。だが、あらゆる事実を公おおやけにしているくせに、小野の自殺についてだけは、ほとんど触れられていない。事実のみを表した簡潔な文章と、数秒、葬式のシーンが挿入されただけで、小野と菖蒲、由井の関係は完全に隠されている。つまり、菖蒲には、そのことを隠さなければいけない理由があったのだ。それを探るのは、広い人脈を持つ二ノ宮しか無理で、僕にできることは何もない。

　だけど僕は、由井の真意を調べろと言われても、具体的な方法がどうにも思いつかなかった。せめて菖蒲と直接対面させることで、二人の間にある絆きずなを確かめられたらと思ったのだが……

「ああ、もう、そんなことする必要ないよ」

　由井はひらひらと手を振ると、さらりと言う。

「私、部活やめるから」

「……え？」

　僕が呟くと同時に、黙々とパソコンで作業する百瀬と、ギターの弦を張り替えていた二ノ宮が同時に顔を上げ、無言で由井を見る。

「小野ちゃんが死んじゃったの、菖蒲のせいだと思ってたんだけどさぁ、最近、皆が言うんだ。私が責任取るべきだって」

　窓から注ぐ夕日を浴びて、キラキラ光るマロングラッセを指先で弄もてあそびながら、由井は軽々しく言う。

「皆って……誰もそんなこと、言ってないだろ？」

　僕が呟くと、百瀬と二ノ宮も、賛同するように頷いた。

　ここ最近、確かに気まずいムードが続いているが、由井にそんなことを言う人物は、ここにはいない。

「言ってるよぉ。みんな、ね」

　意味深にゆっくり喋りながら、由井は鞄の中から紙きれを取り出した。机の上にポン、とそれを置くと、にこりと笑う。

　人殺し！　人殺し！　人殺し！　責任取って、死んじゃえ。

　真っ赤なマジックで紙一杯に書かれた文字に目を奪われたまま、何も言えないでいる僕たちをよそに、

「今日はこれだけだけど、まだまだたくさんあるんだよ。メールも電話もたくさんくるし、困っちゃってるの」

　全然困ってなさそうな明るい声で、由井は言う。

「だからとりあえず、部活はやめようと思って」

　何でもない風に言ってから、由井はマロングラッセをパクリと口に入れた。

　ゆっくり咀そ嚼しやくして、「美お味いしかったぁ」とうっとりした声で呟くと、おもむろに立ちあがり、

「じゃ、そういうことで」

　にっこりと笑う。

「ま、待って！」

　出口に向かって歩き始めた由井の腕を百瀬が摑つかむと、

「……何？」

　振り返らないまま、由井は問う。

「部活をやめても、嫌がらせが止まるとは限らないじゃん」

「少しくらいはマシになるよ。それに、もう、ここにいても、楽しくないし」

　その、ほんの少しだけ震える声を聞いて、百瀬の手がゆっくりとほどかれる。

　楽しいはず、ない。

　僕も、百瀬も、二ノ宮も、由井に対して距離を置いていた。

　僕たちは菖蒲が好きだった。菖蒲を追い詰めた人物が由井であるなら、由井を許せないし、好意的な態度なんて取れるはずがない。

　だけど……

　歩き出そうとする由井の背中に声を掛けようとしたその時、二ノ宮が声を上げた。

「お前がやめたら、誰がシナリオ書くの？　やめられたら、ゲーム部として存続できない。認めらんないな」

「そう。じゃあ、菖蒲を呼び戻したら？」

　由井はあっさりと言って、ようやくこちらを振り返る。

「私がいなくなったって伝えたら、喜んで戻ってくると思うよ。──菖蒲がここを去ったのは、私がいたからなんだから」

　由井は完璧に美しい、天使の笑顔で、そう告げた。
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　部活をやめた次の日から、由ゆ井いは学校に来なくなり、連絡も途と絶だえてしまった。

　そして、入れ替わりに現れたのが、菖蒲あやめである。

「皆さん、お久しぶりです。色々迷惑かけて、ごめんなさい。私、どうしても本当のことを知ってほしくて、ゲームを作って送りました。気まずいまま別れた百もも瀬せと二にノの宮みやに託たくすのは、勇気がでなくて、……一回、会いに来てくれた水みず谷たにくんに渡しました」

　菖蒲がぺこりと頭を下げると、艶つややかな黒髪がさらさらと揺ゆれる。

「昨日きのう、由井から連絡があって、私が学校に出てこないと、ゲーム部がひどいことになるって、言われたの」

　来月までにゲームを完成させないと、部は廃部になる。由井が出てこない今、シナリオを書けるのは菖蒲一人で、彼女が復帰するしかゲーム部が存続する道はない。

　一年以上もの間、足を踏み入れられなかった学校を訪れるのが、どれだけ勇気がいることかは想像するに難くない。菖蒲にとって、ゲーム部はそれくらい大切で、失いたくない場所なのだろう。

「自分はゲーム部を抜けるからって」

　付け加えるように言ってから、菖蒲はぎゅっと唇を嚙みしめた。

　Ａ、君は由井が憎かったの？

　かつての親友に復ふく讐しゆうしたいと、そう思ってしまうほどに。

『バッドエンドを探せ』の内容は明らかに由井を非難するもので、それを制作し、送りつけてきた彼女の目的が、「本当のことを知ってほしかった」だけ、とは思えない。

　最後のメールにＡが書いていた「やるべきこと」とは、ゲームを送り、由井を追い出すこと、由井への復讐だったのかもしれない。こんなことを思う僕は、意地が悪いのかもしれないけど、それでも、考えるのをやめられない。

　菖蒲は真実を知らせ、由井を追い詰め、ゲーム部をやめさせたかったのではないだろうか。いや、ゲーム部から追い出すだけでは生なま温ぬるい。自分がそうされたように、学校から追放すべきだと、そう思ったのではないか。

　しかし、由井が学校に来なくなったのは、タイミングよく噂が広まったからで、でもその噂は菖蒲が流したとは思えない。菖蒲は学校に来てはいないのだから。

　頭がこんがらがってきて、僕は答えを求めるように、目の前の菖蒲を見つめる。

　菖蒲は心を落ち着けるように、息を長く吐いた後、絞しぼり出だすように言った。

「今まで迷惑かけて、ごめんなさい。私のせいで人が死んで、どうしていいかわかんなくて……。それに私、……あの子のことが、怖くって……」

　目を見開いて、真剣な声音で話す彼女は、噓うそを言っているようには見えない。

　今いま更さら尋たずねるまでもない。

　菖蒲は被害者だ。

　かつての親友が死んだ上、一番親しい相手から追い詰められたことが、トラウマにでもなっているのかもしれない。菖蒲は今にも倒れそうなほど真っ青になって、唇くちびるを小こ刻きざみに震ふるわせている。

「菖蒲、大丈夫か？」

　心配そうに声をかけながら、二ノ宮が彼女の肩を抱く。

「大丈夫。ありがとう」

　菖蒲の、強がりだとわかる弱々しい笑みを見つめる百瀬の視線は、慈いつくしみに溢あふれている。

　二人に、そして由井にも、これほどまでに愛されている菖蒲が、悪い奴やつであるはずはない。

『バッドエンド』の主人公は菖蒲だ。ゲームをプレイするうちに自然と菖蒲に感情移入していた僕は、由井の非道な行いに腹が立っていたのだ。

　だけど、今ここに由井がいないことを、どうしても嫌だと思う。

　黙っている僕の元に、おもむろに菖蒲が近づいてくる。

　菖蒲は控ひかえめな笑顔を僕に向けると、申し訳なさそうに言う。

「水谷くん、だよね？　あの時は、ごめんね。私……山さん菜さい、苦手で……」

　家を訪ねた時の、菖蒲の瞳を思い出す。絶望を詰め込んだような、底のない真まっ黒くろなあの瞳。

　──菖蒲は山菜が大好物なの。

　由井は無邪気に笑ったが、もしかしたらアレも、菖蒲を追い詰めるための、嫌がらせの一環だったのだろうか？

　ゲームの中での由井の行動が本当のことなら、それもまた、ありえる話だ。

「ごめん、僕、そんなこと知らなくて……」

　由井から言われて、とはどうしても言えなくて、

「僕、山育ちで、野草採るのが得意だったから」

　と、言い訳のように口にする。

「そうなんだ」

　こじつけにもほどがある僕の言葉に突っ込むこともせず、菖蒲はただ静かに微笑ほほえんでいた。

　気まずい沈黙の中、次の言葉を探す気にもなれない自分に呆れて、笑いそうになる。

　せっかく念願のＡと会えたというのに、僕の頭に浮かぶのは由井の姿ばかりだ。

　突拍子もないことを言い出す、子どものように無邪気な態度。

　菖蒲との思い出を語る時の優やさしげな眼まな差ざし。

　ありがとう、そう微笑んだ時の照れくさそうな笑顔。

「いいのよ。これから、よろしくね」

　菖蒲が差し出した右手を握りながら、僕は「よろしく」と呟つぶやいた。

　耳から聞こえた自分の声は、随ずい分ぶん沈しずんでいる。

　僕はＡに会いたくて、ここに来た。

　実際、初めて菖蒲の家を訪ねた時は、気分が高揚していた。

　それなのに、今、ちっとも嬉うれしくないのは、なぜなのだろう。





　　　　＊






　翌朝、廊下を歩いていると、梅うめ田だ先生に呼び止められた。

「水谷くん」

「…………何ですか？」

　先生と話すのは、入学初日の諍いさかいがあって以来だ。

　僕が訝いぶかしげに問うと、梅田先生はにっこり笑って、

「あなた、陸上部入らない？」

　と、ホチキス止めの冊子を手渡してきた。

「遠慮しておきます」

　苦笑いで断り、立ち去ろうとする僕の隣を歩きながら、梅田先生は朗ほがらかに言う。

「体力測定の結果、見たわよ。あなた、運動神経抜ばつ群ぐんじゃない」

「いえ……あの」

「うちの陸上部はすごいわよ。伝統ある部活だし、ＯＢも優秀者ばかり、結果も残してる。陸上部に入れば、内申点も取れるから、進学に有利だわ」

「僕は、ゲーム部に入ってるので」

　僕が言った瞬間、今までにこにこ笑っていた先生が、険けわしい顔をした。

「水谷くん、あなた、世の中を舐なめてるわね」

　低い声でそう言われ、僕は思わずポカンとする。

「……は？」

「人生は、ゲームみたいに甘くはないの。勇者が魔王を倒してハッピーエンド、みたいに単純なものじゃない。敵を倒しても経験値をもらえないこともあるし、村人から話を聞いても、情報が得られるとは限らない。一回限りの人生では、リプレイはできないのよ」

　先生って、実はＲＰＧが好きなんじゃ？

　そんなことを考える僕を叱しかりつけるように、先生は続ける。

「楽しいからゲームが好きって、あなたは前にそう言ったわね。──だけど、現実は楽しいだけじゃない。ゲームなんて現実逃避でしかないの。楽しいだけのゲームなんてしてたら、楽しくない現実に立ち向かえなくなるわ。現実から逃げて、ゲームに依存すれば、あなたも、最悪の結果を迎えるかもしれない」

　最悪の結果、先生が言うのは、自殺した小野のことだ。

「ゲーム部が作るゲームは、誰かを楽しませるでしょうね。だけど同時に、現実から切り離し、貶おとしめるの。そんな部活、認められないわ」

　梅田先生は、それが自明の理であるとでもいうように、きっぱりそう言い切った。

　だけど、本当に、そうなのだろうか？

　自信に満ち溢れた先生の顔を見つめながら、僕は頷くことも、否定することもできずに、黙り込み、

　──ゲームは人を堕だ落らくさせるどうしようもない玩具おもちやよ。

　──楽しいって時間が、無駄なわけない。

　母さんの言葉とＡのメールを順に思い出し、もう一度考える。

　ゲームをするのは、楽しさを享きよう受じゆするのは、悪いことなのだろうか？

「水谷！」

　聞き慣れた声に振り返ると、廊下の先で、百瀬がちょいちょいと手て招まねきしていた。

「友達が、呼んでるので」

　僕は冊子を押し返すと、先生の顔は見ず、百瀬の元に駆け出した。

　先生の視線を逃れるため、足早に廊下を曲がると、

「助かったよ」

　と、百瀬の顔を見る。

　すると彼女は、切迫した表情で僕を見つめ、パチン、と手を合わせた。

「あのさ、一緒に部室、来てくんない？」

　部室までの道のりは、終始無言だった。

　百瀬が理由もなしに僕を呼び出すはずはないし、肩にかけられた巨大なスポーツバッグも意味深な感じがする。何より、腹を括くくったような百瀬の表情に気け圧おされて、僕はただただ彼女の後に従ったのだが、

「何を始めるのさ！」

　部室に入り、スポーツバッグの中から、おもむろにどでかい十じゆう字じ架かを取り出した百瀬に、突っ込まずにはいられなかった。

「……悪魔祓ばらいよ」

　ふざけているのかと思ったが、思いつめた表情から察さつするに、本気なのだろう。

　──こいつ、すっげぇ馬鹿だぞ。

　初日に聞いた二ノ宮の言葉を思い出し、思わず遠い目になっていた僕の横で、百瀬は得体のしれない何かを作りながら、僕に話しかける。

「信じられないかもしれないけど、この部屋に悪魔がいるの」

「は、はぁ……でも、どうして、そう思ったの？」

　僕は曖昧に頷いてから、平静を装って聞いてみる。

「私、プログラミングは得意じゃなくて、よくミスしてたんだけど、誰かがたまに、直してくれてたのよ。あと、うまく決まらなかったイラストの細部を描いてあったり、難しくて放置してたシーンが完成してたり。……私、ずっと、菖蒲がこっそり部室に来て、やってくれてるんだと思ってたの」

　──菖蒲は時々学校に来てるわよ。

　僕の下駄箱に封筒を入れたのは誰かを談義していた時、百瀬は妙に自信ありげに言っていたが、そういうことだったのか。納得して、僕が頷くと、

「だけど、違った。菖蒲じゃなかったのよ」

　百瀬はか細い声で、そう続けた。

「だとしたら、人じゃないに決まってる。悪魔か、怨霊か、妖よう怪かいの仕業よ！」

　百瀬は真剣な眼差しで僕を見るが、何をどう突っ込んで良いか、わからない。

　僕は広げた両手をゆっくり降ろして、落ち着いて、とジェスチャーしながら、にこやかに告げる。

「助けてくれてるんなら、とりあえず、いい奴なんじゃない？」

　事の詳細はわからないが、いきなり悪魔祓いはないだろう。

「最近は、無理やりパソコンに侵入しようとした形跡が残ってるわ。それに、ウイルスみたいなのも入れられてたし」

「大丈夫なの？」

「うん。パスワードわかんなくて入れなかったみたいだし、ウイルスは対策ソフト入れてるから大丈夫だった」

　百瀬は一いつ旦たん言葉を切ってから、声を落として続ける。

「調べたけど、悪魔のほとんどは、契約時に交換条件を持ち出すのよ！　願いを叶かなえる代わりに命を差し出せ、とか、誰かを救う代わりに、生いけ贄にえを用意しろ、とか。今回もそうだと思うの」

　百瀬の口調はあくまで真剣だ。

「というと、つまり、百瀬が何か契約したの？」

「するわけないでしょう！　私じゃなくて……由井が」

　百瀬はずいと僕に詰め寄って、初めは強い口調で、徐じよ々じよに力なく、言う。

「由井？」

　聞き返したと同時に、いつの間にか紫色のローブを纏まとっていた百瀬が、瓶びんの中身を僕に振りかける。

「ちょっと、何か出てる。かかってる！」

「避よけないで。聖水だから大丈夫よ」

　しぶきを避けようする僕を力ずくで押さえつけ、僕の頭上で瓶をひっくり返した後、百瀬はおもむろにその場に跪ひざまずいた。目の前で組み立てられた小さな祭さい壇だんに向かって、両手をかざし、ブツブツと怪しげな呪じゆ文もんを唱え始める。

「ちょ、ちょっと、百瀬！」

　何だか怖いんだけど。

　視線で訴えるが、「黙だまって」と制されて、発言権を奪うばわれる。

　僕は仕方なく、彼女の横に呆然と突っ立っていたのだが、

「トリャァァァ！」

　僕の背中を、突如、強い衝撃が襲う。
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　百瀬の右ストレートが決まったのだ。

　その後、よろめいた僕のみぞおちに、百瀬は容よう赦しやなく踵かかと落おとしを食らわせる。

「──うっ」

　あまりの衝撃に、僕は床にうずくまったまま、唸うなることしかできなかった。

　そんな僕を見下ろして、百瀬は額ひたいの汗をぬぐいながら、満足げに言う。

「…………これで、大丈夫ね。悪魔は去った」

　いや、悪魔は君だ。

　僕は心の中でそう突っ込んだ。




「だから、ごめんって」

　パチンと両手を合わせて、上目遣いで僕を見る百瀬は可愛かわいいが、いつものように愛想よく「いいよ、いいよ」と許すことはできない。そのくらい、痛かった。

　お詫わびにと百瀬が奢おごってくれたコーヒーをぐいと飲んでから、

「何が行われたのか、未いまだにわからないんだけど」

　僕は大きなため息をつく。

「せめて状況くらい説明してよ」

　力なくそう言うと、百瀬は「ごめんね」ともう一度謝って、鞄の中から一冊の本を取り出した。黒い羽はねをはやした美青年が描かれた表紙には、「初心者でもできる悪魔の祓はらい方」と書かれている。

「この本によるとね、悪魔祓いには、悪魔を召喚する依より代しろが必要らしいの。依り代に乗り移った悪魔になら、肉体的な攻撃も効果があるんだって。それで、水谷に悪魔を降ろして、私が天てん誅ちゆうをくらわせたってわけ」

　百瀬は悪びれもせず言うと、胸の前にかざした拳をスッと前に突き出した。

　その右ストレートの威力を知っている僕は、思わずのけぞってしまう。

「そんなの、菖蒲にさせるわけにはいかないし、ひ弱な二ノ宮じゃ無理そうだし、水谷しかいないって思ったの。水谷って何だか、打たれ強そうだし」

　そんなところを褒められても、嬉しくない。

　苦笑いする僕に向かって、百瀬はさらに力説する。

「私、悪魔と取引したのは由井だと思うのよ。だって、あの子、あまりに運がいいんだもの。悪魔を呼び出して、菖蒲並みのハイスキル手に入れて、引き換えに、自分の魂たましいを奪われちゃったのよ」

「魂を奪われるって、生きてるじゃん」

「一時的に身体を乗っ取られるような、契約をしたんじゃないかって思うのよ。だって、菖蒲を傷つけるなんて、普段の由井がやることじゃない。悪魔に取りつかれてるとしか思えない！」

　持っていたパックのプロテインを、ドン、とテーブルの上に置くと、「絶対そうよ」と自信たっぷりに付け加える。

　つまり百瀬は、由井が菖蒲に悪意を持ったという事実を信じるくらいなら、悪魔が実在する可能性を信じた方が良いと思ったわけだ。

　──由井は菖蒲が大好きだ。傷つけることなんてしない。

　──菖蒲と由井はお互いを大切に思っている。

　かつて僕と二ノ宮も全く同じことを言った。

　由井本人が菖蒲を貶すような発言をしても、僕たちは誰も、由井を責めることができなかった。普段通りにはできなくて、だけど、誰も由井を追い出そうとはしなかった。それは、由井をどこかで信じていたからだ。

「──わかるよ」

　僕が頷くと、百瀬は途と端たんに笑顔になって、「じゃあ、許してくれたのね」と嬉しそうに言う。

「ありがと」

　パンと肩を叩たたかれて、

「痛いっ！」

　思わず叫んでしまった。




　その日の部活は滞とどこおりなく終わり、放課後、僕は二ノ宮からいつぞや二人で行ったファミレスに誘われた。菖蒲と百瀬は、コソコソと抜け出す僕たちに不ふ審しんそうな目を向けたが、「男同士、語ることがあんの」という、二ノ宮の言い訳に、納得したような、していないような、よくわからない顔で頷いた。

　僕は生姜しようが焼やき定食、二ノ宮はハンバーガー、この間と同じ料理を注文した後、

「調査結果を、発表する」

　メロンソーダを飲みながら、二ノ宮が勿もつ体たいぶった言い方で宣言した。

「菖蒲はもう戻ってきた。それで満足なんじゃないの？」

『バッドエンドを探せ』に関する謎は深まるばかりだが、二ノ宮の目的である菖蒲の復帰は果たされた。これ以上突き詰めて考える必要があるのだろうか？

「由井を放ってはおけんだろ？　俺にとってはもちろん菖蒲が一番だが、由井だって大事な仲間なことに代わりはない。それに……」

　わけがわからないことだらけの現状だが、全ての発端は、小野の自殺だ。真実を知っておくに越したことはない。思案している僕の前で、二ノ宮は小さく息を吐き、拗すねたように言う。

「それに、現状では、菖蒲は幸せじゃない」

「どういうこと？」

　僕が尋ねると、二ノ宮は、浮かない顔で滔々と語る。

「菖蒲には由井が必要なんだ。悔しいが、俺じゃダメだ。由井がいないと菖蒲は幸せになれない」

　由井が菖蒲のことを大切に思っているのは確かだが、菖蒲はおそらく、由井に怯えている。菖蒲にとって、由井がいる方が不幸なのではないだろうか？

　黙ってしまった僕に、二ノ宮は苦々しく笑ってから、思い出したように言う。

「『バッドエンドを探せ』で、ハッピーエンドになった時の菖蒲の顔、水谷も覚えてるだろ？　俺が言いたいのは、今の菖蒲はあんな風には笑わないってことだ」

　確かに、ゲームでハッピーエンドを迎えた時の菖蒲は、見ているこちらまで幸せになるような、満面の笑みを浮かべていた。菖蒲のあんな笑顔は、確かにまだ見ていない。

　怯おびえるほど恐ろしいのに、それでも一緒にいたいと思ってしまうほどの「好き」。

　菖蒲はその複雑な気持ちを、由井に抱いているのだろうか？

「まぁ、そういうこともあるもんさ」

　二ノ宮は、僕の心を読んだようにポツリと呟くと、真面目な顔で話を続ける。

「で、新情報がある。小野と菖蒲は中学で学校が別れたが、それ以降も、小野が死ぬまでずっと、関係が続いていたらしい」

「関係って……」

「定期的に連絡があって、呼びだされたり、一緒に食事をしたり。それだけ聞くと、ただの友達だが、……延えん々えんと罵ば倒とうされたり、ねちっこく嫌味を言われたり、使いっぱしりをさせられたり、要するに嫌がらせをしつこく続けてたってことだ」

　前に二ノ宮は、『鬼ヶ島』が作られた目的は、小野に復ふく讐しゆうするためなのだと語っていた。死の直前まで小野の嫌がらせが続いていたとすると、二ノ宮の推測は俄然現実味を帯びてくる。

「で、ここからが本題。自殺する直前、小野が住んでるマンションから、菖蒲が出てくるのを見た奴がいるんだ」

　二ノ宮は重々しい口調で言って、僕をじっと見る。

「菖蒲が最後のひと押しとして、直接小野に仕掛けたと考えるのは、悪趣味だと思うか？」

　死の直前、小野はＳＮＳで不可解なメッセージを残している。

　恐怖と錯さく乱らんが伝わってくるその投稿について、今までは、幻覚でも見ていたのだろうと、そう思っていた。

　だけど、それが、幻覚じゃなかったとしたら？

「つまり二ノ宮は、小野が見た鬼は、幻覚じゃなくて、菖蒲が見せた実際のものだと思ってるんだね？」

「ああ」

　二ノ宮は大きく頷いて、淡々と語る。

「鬼は黒くろ装しよう束ぞくに木き彫ぼりの仮面を被かぶっている。黒装束は黒い布を被ればそれでいいし、木彫りの仮面は、菖蒲が由井に渡した土産みやげ物だ。由井が協力していたかはよくわからんが、菖蒲なら、その気になれば簡単に仮装できる。──鬼ヶ島に熱中し、精神的に参っていた小野の前に、『鬼』が現れたら、小野は驚くに決まってるし、逃げようとして屋上から落ちてしまうかもしれない」

　ゲームを制作しただけではなく、実際に菖蒲が小野に手を下したかもしれない。

　二宮の推測が当たっていれば、これはもう、れっきとした犯罪だ。

　そしてそれに、由井が協力している可能性がある。

「……でも、もしそうだとして、由井が噓をついてるのに、どう関係するの？」

　菖蒲と由井が共犯だとして、二人の結びつきが深まることはあっても、その逆はない気がする。

「それはわからん」

　二ノ宮は困惑した表情で言って、ぶつぶつと続ける。

「それに、実は他にも新情報がある。小野の友達の証言だが……彼女によると、小野は元々、『鬼ヶ島』にハマってはいなかったらしい。小野はリアルでは『鬼ヶ島』の話をしなかったし、態度もいつも通りで、精神が不安定だったなんて絶対に間違ってる。小野の友達はそう断言していた。小野がゲームのせいで死んだのが本当なら、小野に近しい友達たちは皆、もっと騒いでるって言ってたよ。まぁでも、そうだよなぁ」

　確かに、小野の家庭環境を知る者がゲームについて知ったなら、菖蒲と由井はもっと直接的な責められ方をしているはずだ。そうならなかったのは、小野と近しい友人たちが、小野の死を、ゲームのせいだと考えていないからに他ほかならない。

「でも、それが本当なら、今までの話、全部無意味じゃん」

　小野が『鬼ヶ島』にハマっておらず、精神も正常だったなら、いくら『鬼』に仮装したとしても、「何それ？」と一笑されて終わってしまうだろう。

　僕がうなだれると、二ノ宮は大きく息を吐いて、

「困ったことに、その通りだ。もうお手上げだよ」

　両手を上げると、降参のポーズを作った。





　　　　＊






　会いたいわ。今日こそ、一緒に食事しましょう。

　前に会ってから二週間、音おと沙さ汰たがないことに安心し、もう連絡は来ないのではないかと思っていたある日の朝、母さんからメッセージが届いた。

　一瞬、断ろうかと迷ったが、

〈ご馳ち走そう作っておくから、私の家に来てくれない？　旦たん元げん駅から、歩いて十分くらいのところよ。今日の六時半、駅の前まで迎えに行くわ〉

　続けて届いたメッセージを見ると、断るのも悪い気になって、悩んだ末、行くことに決めた。

　了解です。たったそれだけのメッセージを送ると、すぐに母さんから返信が来た。〈湊みなとと食事するなんて、何年振りかしら。楽しみにしてるわね。早く会いたいわ〉

　メールを読みながら、頰ほおが自然に緩ゆるんでしまい、慌てて顔を引き締める。

　僕は、もしかすると、今でも母さんを……

　浮かんできた突とつ拍ぴよう子しもない考えを、ぶんぶん頭かぶりを振ってかき消して、村にいる爺じいちゃんの姿を思い浮かべる。働き者で、優しくて、僕にたっぷりの愛情を注そそいでくれる、爺ちゃんだけが、今は僕の家族だ。

　──嫌いになってもいいと思うよ。

　深呼吸すると、由井の言葉を思い出し、決意を固めた。

　僕は母さんを嫌いになる。

　だから、今日母さんに会うのは、この前の申し出を断るため。

　会ってきちんと断らなきゃいけないから……

　自分に言い聞かせながら、身支度を整え、僕は家を出る。

　もし母さんがいたら、「いってらっしゃい」と、見送ってくれるのだろうか、ふと頭を過よぎった妄想は、単なる気の迷いに違いない。




　一日は早々と過ぎ去り、放課後、僕は母さんと向かい合って、食事を取っていた。

　母さんの家は、駅からほど近い二ＬＤＫのマンションだった。古いけど清潔で、きちんと整頓されているのが、母さんらしい。

「ねぇ、湊。味はどうかしら？　湊の好物をたくさん作ったの」

「うん、全部、美味しいよ。僕の好きだったもの、ばっかり」

　そう、今の僕、ではなく、かつての僕が好きだった料理だ。

　白身魚のカルパッチョにハンバーグ、オニオングラタンスープと温野菜のサラダ、それからスパニッシュオムレツ。二人分の食事とは思えないほどの大量の料理が、テーブルにぎっしりと並んでいる。

「覚えてる？　昔、私がテリーヌ作って、湊のお友達の家に持って行ったら、皆、それをおやつのゼリーだと勘違いしちゃったことあったわよね」

　くすくすと笑う母さん、懐なつかしい思い出話、美味しい食事。

　母さんに応こたえるように微笑みながら、僕は、自分の身体がじっとりと汗ばんでいることに気づく。

　僕はいつの間にか、すっかり思い出してしまっていた。

　母さんが大好きで、何をされても嫌いになんてなれなかったあの頃のこと。

　嫌な思い出だけではなく、温かな気持ちで胸が満たされたことや、叫びたくなるほど幸せな瞬間があったことを。

「皆がしょっぱいって驚いてる中、食べなれてる湊だけがきょとんとしてて、笑っちゃった」

　そう、あの時も、「湊のお母さんは、オシャレなもの作れてすごいねぇ」友達から褒ほめられて、すごく嬉しかった。「こんな手の込んだ物作って貰えるなんて、湊くんは愛されてるわねぇ」その言葉にも、深く頷いた。僕は母さんから愛されていることを、全く疑っていなかったのだ。

　少しの沈黙の後、母さんは唐とう突とつにテレビをつけた。リモコンを操作し、録画していたらしい番組を選択する。

　ややあって、懐かしい映像、僕が子どもの頃流は行やっていた番組が流れてきて、驚きよう愕がくした。

　あの母さんが、食事中に、アニメを流すなんて。

　かつての水谷家では、食事中にテレビを見ることは禁止されていた。それ以外でも、見て良い番組は事細かに決められていて、アニメ全般は問答無用でＮＧだった。

「湊と離れてしばらく経って、テレビで偶然、再放送やってるのを見つけたのよ。当時の私は独りぼっちで、ろくな仕事もなくて、もう死んじゃおっかなぁ、なんて考えることもあって、ダメダメの日々だった。そんな時、テレビでこのアニメが流れてきてね……そういえば湊が見たがってたなぁ、って思い出したの。あの時湊に見せていたら、湊は私を選んでくれてたのかしらって、考えた。ぼうっとしながら、ただただ画面を見ていたわ。──だけど、知らない間に夢中になってた」

　母さんはくすりと笑って、一口水を飲むと、ゆっくり続ける。

「昔、湊と一緒に暮らしてる頃は、正直、馬鹿にしてたの。起承転結がはっきりとした、わかりやすい子ども用のお話だろうって。正義が悪に打ち勝って、努力が認められて、仲間との絆きずなは永遠に不滅で……必ずハッピーエンドが待っている物語なんて、現実にはありえないって。──そんな物語を見て、湊が現実を甘くとらえるようになったら、取り返しがつかないことになるって、そう思ってた」

　母さんは、アニメやゲーム、漫画など、子どもにお馴な染じみの娯楽を、悪だと決めつけていた。

　──あなたは楽しいからゲームが好きって、前にそう言ったわね。だけど、現実は楽しいだけじゃない。ゲームばかりしてたら、楽しくない現実に立ち向かえなくなるわ。

　思わず先日の梅田先生の言葉を、思い出す。

「だけどね、悪が勝利することもある現実に生きていて、努力は認められず、仲間が一人もいない、バッドエンドまっしぐらの私が、そのアニメを見て、救われた気になったのよ。……あんなに純粋な気持ちで物語を楽しんだのは、初めてだった。自分の不幸も忘れて、ただただ熱中した後、何だか、明日からも生きていける気がしたの。状況は何一つ変わってないのにね」

　母さんの表情は穏おだやかだ。

　もしかすると、離れている間に、母さんは変わったのかもしれない。

「──湊。戻って来てくれるわよね？」

　母さんは、僕をじっと見つめると、にこりと笑いかけた。

　昔より大分老けたけど、変わらず綺き麗れいな僕の母さん。

　かつて、たった一人の家族であった人。

「あの村での生活、散々だったでしょう？」

　突然そう聞かれて、ドキッとする。

　僕の動揺を見透かしたようにくすりと笑うと、母さんは淡々と続ける。

「母さんもそうだった。だから、あの村を出たの」

　母さんが村を出た理由は、昔、一度だけ、酒に酔った爺ちゃんが話してくれたことがあった。

　母さんは昔、見たもの全てを虜とりこにするほど愛らしい少女だったらしい。家族で東京旅行に行った際にスカウトされ、華々しく芸能界デビューしたが、ちょい役しかもらえず、大きなヒットはなかったという。だけど、村人は皆、彼女を温かく迎えた。見み目め麗うるわしく、聡そう明めいな母さんは、村人の自慢だった。

　しかし、母さんが本当に有名になったのは、その美しさからでも、聡明さからでもなかった。大物プロデューサーとの不ふ倫りんがばれたからだ。母さんはすぐに芸能界を引退し、僕を連れて村に戻ったが、待っていたのは村人からのバッシングだった。「自業自得だ」と突き放し、積極的に庇かばわなかったことを、爺ちゃんは今でも後悔していると語っていた。数ヵ月後、母さんは再び村を出て東京に戻り、僕と二人の生活を始めたのだ。

　それから数年後、母さんと噂になった例のプロデューサーの悪事が明らかになった。彼は、出演作を融ゆう通ずうするという約束の代わりに、複数の女性に肉体関係を強要していたのだという。つまり、母さんは被害者だったのだ。しかし、母さんを批判した世間も、村人も、既に母さんの存在を忘れていた。覚えていたのは、家族である爺ちゃんと、おそらく母さん本人だけ。

「湊も、私と暮らせば、あんな場所とは縁を切れるわ。都会で、自由に暮らすのよ。──私たちは、たった二人の家族なんだから」

　朗らかな声で言うと、母さんは立ち上がり、ゆっくりと僕に近づいてくる。

「私、湊が戻ってきてくれたら、今の仕事はやめて、もっと稼かせげる方法を探すわ。湊を立派にするために、たくさん稼いで、いい暮らしをさせてあげる。いいところに住まわせて、いいものを食べさせて、いい教育を受けさせて、……湊を立派な大人にしてあげる」

　弧を描いた薄い眉まゆ、弓なりに細められた目、等しく上がった左右の口角、母さんの表情はどこからどう見ても笑顔なはずなのに、僕が感じたのは、とてつもない恐怖だ。変わったように見えた母さんが、僕に近づくにつれ、昔に戻っていくかのような気がして、思わず身がすくむ。

　伸びてきた母さんの腕が僕に届く瞬間、ブルリと携帯が震えて、ハッとする。日課としているゲームの時間を告げる、アラームが鳴り始めたのだ。

　僕は母さんから顔を背けると、何も言わずに立ち上がり、そのまま部屋から飛び出した。

「湊！」

　母さんの声が聞こえたけど、振り向かず、全速力で駅まで走った。




　最寄りの駅で降りた後、独ひとりぼっちの家にはどうしても帰る気になれなくて、以前由井から教えてもらった河川敷をぶらぶら歩く。この街で落ち着けるような場所を、僕は他には知らなかった。

　のどかな河川敷は夜の散歩には向かないと思っていたが、どうやら勝手な思い込みだったようだ。ただただ真っ暗な田舎いなかのそれとは違って、適度にライトアップされた都会の河川敷は、夜も過ごしやすい。

　道路にある街がい灯とうのお陰かげで草むらはぼんやり明るく、夜風で揺れるサワサワという草の音が心地いい。河向こうに建ち並ぶビルの明かりが真っ黒な水面に映り込み、ゆらゆらと揺れている光景は、幻想的で、美しかった。

　爺ちゃんに見せてあげたいな、思わずそんな風に思って、母さんの元を逃げるようにして立ち去ったことは、やはり正解だったのだ、と確信する。僕のたった一人の家族は、母さんではなく、爺ちゃんだ。

　真っ黒な空には眩まばゆい星がたくさん浮かんでいて、都会の空からも、星が見えるんだなぁ、と当たり前のことを思う。

　そう言えば、前に来た時、由井が同じように寝転がって、空を見ていたっけ。

　あの時彼女が見ていたのは、突き抜けるような青空だろう。星は田舎の方が綺麗だけど、青空の美しさは都会でも田舎でも変わらない。あの時、一緒に横になったら良かったな、そんなことを思って、会いたいなと、素直な気持ちで思う。

　僕は由井に会いたい。

　とにかく会いたい。

　どうしようもなくなって、僕はむくりと起き上がると、そのまま走り出した。

　由井の家は、河川敷からほど近いマンションの一室だ。宅配業者と一緒に、オートロックの自動扉をするりと潜り抜け、由井の家へ向かうと、息を整えて、チャイムを押した。

　応答がなく、思わずドアを拳で叩く。

「あの、由井！　僕、水谷だけど」

　非常識だってわかってたけど、どうしても彼女に会いたかった。

　ややあって、扉が少しだけ、ゆっくり開かれる。

　チェーンをしたまま、用心深げにこちらを見るのは、由井だった。

「…………何？」

　由井は目を見開きじっと僕を見てから、怪け訝げんそうに言った。

「あ、あの……」

　衝動的に来たのだ、とは言いづらい。

「久々に、会いたくなって」

　もごもごと口にしたのは、噓ではないが、何だか恥ずかしい。

　由井は驚いたように僕を見てから、そっと視線を外し、唇だけで小さく笑った。

「それだけ？」

「う、うん」

「ふぅん」

　少しの沈黙の後、僕は今更ながら、小さく口にする。

「──学校に戻ってきてよ」

　彼女は登校拒否の真まっ最さい中ちゆうだ。

　せっかく会えたのだから、連れ戻すために画かく策さくしなくては。

「私がいなくても、困ることはないでしょ？　菖蒲がいれば、万事解決だよ」

　さっきまでの柔にゆう和わな表情はどこへやら、由井は鼻白んだように言うと、皮肉気に笑った。

「そんなこと、ないって。皆、由井のこと気にしてるよ」

　本当のことだ。

　百瀬も二ノ宮も、由井を連れ戻したいと願っている。

　毎日の部活は表面上、和やかな雰囲気を保っているけど、メンバーの満面の笑顔はどこか作り物めいていて、笑い声には空虚な響きが混じっている。

　皆の心に、由井がいるのは明白だ。

　忘れようとすればするほど、気にしないようにしようとするほど、彼女の不在が、その違和感が、はっきりと浮かび上がってしまう。

「何か、行き違いがあったんだろ？　菖蒲はきっと誤解してるんだ。でも、ちゃんと話せばわかってくれる」

　切々と訴える僕を呆あきれたような目で見て、由井はため息をついた。

「別に、どうでもいいよ。私は水谷とは違って、誰に嫌われても、気にならないし」

「本当に？　菖蒲にも？　二ノ宮と百瀬にも？」

　由井は今でも、菖蒲のことが大好きなはずなのに。

　だけど、由井は、きっぱりと言った。

「そうだよ。もちろん、水谷にもね」

　僕は愕がく然ぜんとする。

「てか、家まで来るなんて、おせっかいすぎ。ホント、迷惑。これ以上余計なことしないでよね。嫌いになりそう」

　はぁ、と大きなため息をついてから、由井は僕をじろりと睨にらむ。

「もう、ここには来ないで」

　ガタン、と扉が閉まった。

　チェーン越しに見た由井の無表情からは、冷え冷えとした虚きよ無むが漂ただよっていた。





　　　　＊






『バッドエンドを探せ』が送られてきてから、中断していたソフトの作成も再開した。ここ最近、百瀬は黙々とイラストを描かき、二ノ宮は鼻歌を歌いながら打ち込みをしている。そして菖蒲はシナリオを書きながら、空あいた時間で僕にゲーム制作の基本を教えてくれていた。菖蒲と二ノ宮、百瀬と僕の四人で過ごす日々は、穏おだやかなものだ。

「水谷くんにまず覚えてほしいのは、プログラミングかな。アレは、人手がいくらあっても、足りないから」

　ノートパソコンを前に並んで座った僕と菖蒲は、肩が触れあいそうなほど近くにいる。ドキドキしている僕の隣で、菖蒲は何でもないような顔で指示を続けた。

「ほら、ここを操作してくれたらいいの。うちのパソコンはカスタマイズしてあるから、簡単でしょ？　って……うわあ！　コーヒーこぼしたっ！」

「菖蒲、袖そで！」

　慌ててノートパソコンを持ち上げた菖蒲の、制服の袖の部分が、すっかり濡ぬれてしまっている。

「えっ！　ああっ、どうしよう」

　眉をへの字に下げて、あたふたする菖蒲の袖口をティッシュで拭ふきながら、僕は彼女を宥めるように言う。

「大丈夫。中性洗剤で洗えば、すぐに落ちるよ。体操服とかに着替えてくれたら、僕が洗っとくし」

「お母さ、あ、水谷くん！　ありがとう。すぐ着替えてくるね」

「…………うん」

　この数日間で、僕と菖蒲はすっかり打うち解とけていた。

　昔、由井が言っていたように、僕たちは少しだけ似ているのかもしれない。会って数日とは思えないほど、彼女の前では気が安らぐ。嬉しいことに、彼女も同じように思ってくれているようで……何しろ五回に一度は僕を「お母さん」と間違えるほどだ。

　だけど、僕はまだ、菖蒲に自分がＭだということを話していない。

　ずっと会いたかった人にようやく会えたのに、打ち明けるのを躊躇ためらってしまうのは、どう返事をすべきか、未だに迷っているからだ。

　──私は君が好きなんだ。大好きな君に伝えたいことがある。

　Ａからあのメールをもらった時は、心の底から嬉しかった。

　Ａに会って、直接「僕も君が好きだ」と伝えて、恋人になりたかった。

　そして今、そう気持ちを口にすれば、あの時の僕の願いは叶かなう。

　彼女は僕のすぐ傍そばにいるのだから。

　僕は菖蒲に好意を持っている。

　だけど、菖蒲のことを考える度、どうしても由井の顔が頭を過る。

　由井がここにいないことが気になって仕方なく、それ以上菖蒲のことを考えられなくなる。

「お母さ、水谷くん、これ、お願いします。いつも染しみ抜きありがとう。このお返しは必ずするから」

　体操服姿で戻ってきた菖蒲が差し出した制服のブラウスを受け取りながら、僕は曖昧に笑う。

「いつも指導してもらってるから、こっちこそ、そのお返しだよ」

「それは、私が楽しんでやってるんだから、いいの」

「でも、菖蒲にとっては何の得にもならないわけだし……」

　僕に教える時間がなければ、もっと効率的に作業を進められるはずだ。

　全く役に立っていないことが身に染みて、思わず苦笑いすると、

「楽しいってだけで、十分有意義なの！」

　菖蒲はにっこりと笑い、いつにない強い口調で断言した。

　晴れやかな菖蒲の顔を見て、僕はハッとする。

　楽しさだけを享きよう受じゆしていては、人生に立ち向かえなくなると、先生は言った。

　だけど、今僕がここにいるのは、Ａの言葉を信じたから。

　──楽しい時間を過ごすことが、無駄なわけない。

　Ａが当たり前のようにそう言ってくれたからだ。

　付き合うとか付き合わないとか、そんなものは置いておいて、僕はＡに今までの感謝を告げなければならない。

　だけど、その前に、告げなくてはいけないことがある。

　小さく息を吐いて、呼吸を整えると、改まった声で告つげる。

「Ａ、僕は、Ｍだ」

　菖蒲は虚きよを衝つかれたような顔で、僕をじっと見つめた後、

「エ、ム？」

　首をちょこんと傾かしげて、そう聞いた。

「だから、僕は、Ｍなんだ！」

　先ほどより大きな声でそう告げると、菖蒲は僕から素早く目を逸らし、

「あ、そ、そう、なの」
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　と、消え入りそうな声で呟く。

　よく見れば、顔が真っ赤である。

「そうだよ。菖蒲、わかってくれたんだよね？」

　不思議に思いながらも、確かめるように聞いた瞬間、いつの間にか傍にいた百瀬から、ゴンと頭を叩かれる。

「わかるかっ！」

　叩かれた場所を擦さすりながら、冷たい視線を送ってくる百瀬を見つめていると、

「……水谷。菖蒲に破は廉れん恥ちなことを言うのはよせ」

　二ノ宮が低い声で言う。

「は？」

　振り返り、不機嫌そうな二ノ宮と見つめ合うこと数秒、僕はようやく生じてしまったらしい誤解に気がついた。

「違う！　そうじゃなくて……Ｍっていうのは、僕のハンドルネーム。僕は、君と一年間メールしてた相手なんだよ」

　慌てて言うと、三人は目を丸くする。

「メール？」

「中二の終わりに、鬼ヶ島に感動して、ゲーム部の共有パソコン宛あてにメールを送ったんだ。返事があって、そこからやり取りが始まったんだけど……」

「メール、してたのか？」

　しげしげと僕を眺める二ノ宮に、僕は気まずい気持ちで説明する。

　動揺しすぎて暴露してしまったが、Ａとの関係は皆には話していない。

　助けを求めるように菖蒲を見ると、彼女はきょとんとして、僕をじっと見つめていた。

「……菖蒲？」

　僕が名前を呼ぶと、彼女はポツリと呟いた。

「私、メールなんてしてないわ」





　　　　＊






　家に帰って布団に寝転がりながら、今日のことを思い出していた。

　菖蒲は僕、Ｍのことを知らず、メールなんてしていないと言った。

　彼女はＡではない。

　だが、僕が初めにＡとメル友になったきっかけは、ゲーム部が所有するパソコンにメールを送ったこと。つまり、Ａは部員の誰かで、その誰かが菖蒲の振りをして、僕とメールをしていたということになる。

　菖蒲がＡではないなら、考えられる可能性は一つだけ。

「──Ａは、由井」

　呟いた自分の声は掠かすれていた。

　彼女のハンドルネーム「Ａ」は、名前から取ったイニシャルだ。

　菖蒲以外に、名前に「Ａ」がつく人物は……




　由井礼（ゆい　あや）。彼女しかいない。




　だとしても、菖蒲の振りをした理由が、どうしてもわからない。

　単なる気まぐれだったのか、はたまた何かしらの意図があったのかは知らないが、自分を偽いつわってメールするのは、さぞかし面倒だっただろうに。

　考えても答えは出るはずもなく、僕が大きなため息をついた瞬間、携帯電話がブルリと震ふるえた。爺じいちゃんからメッセージが届いている。

〈今から店をまわって買い物しないか？〉

　僕らが日課としているゲーム『ユグドラシル』には、アイテムや防具、コスチュームなどを購入できる市場がある。店を巡めぐるのは案外楽しくて、僕と爺ちゃんはよく一緒に買い物をする。星ほし川かわ村には商店が一つしかなかったから（食料品と日用品、衣料品までもがまとめて売っているのだ）店をまわる、という言葉は、ゲームでしか使わなかった。

〈了解！　セントラル市場の大門前で、待ち合わせしよう！〉

　僕はメールを返してから、パソコンを起動させる。

　市場の目印である巨大な門の前で爺ちゃんを待っていると、真っ赤な着物を着たくノ一が現れた。

「……今日も、派手だなぁ」

　爺ちゃんは、自分のキャラに、可愛くてセクシーなくノ一を選んでいる。露出多めの蝶ちよう々ちよう柄がらの着物は、爺ちゃん自らカスタマイズしたものだ。

〈待たせたな〉

　爺ちゃんは僕にそう言って、スタスタと歩き始める。

〈僕は防具がみたいんだけど。爺ちゃんは？〉

〈わしは、服だな〉

〈…………また買うの？〉

　爺ちゃんは衣装持ちだ。

　もちろん実際にじゃなくて、ゲームの中での話。

　爺ちゃんは、ゲームや将棋などのインドアから家庭菜園、カメラというアウトドアまで幅広い趣味を持っているが、オシャレにはまるで興味がない。

　現実では作さ務む衣え一いつ択たく（しかも、同じものを数枚持っているのだ）のくせに、ゲームの中では頻ひん繁ぱんに衣装チェンジをするのはどうしてだろう？

〈これ、いいと思わないか？〉

〈似たようなの、持ってなかった？〉

〈違う。あれは萌もえ黄ぎ色いろじゃっただろ？　これは橙だいだい色いろだ〉

　楽しげに服を選ぶくノ一の後ろにただただ付き従う僧そう侶りよは、画面上で見ると、彼女の買い物に付き合わされる彼氏のようにも見える。もちろんそんな体験したことないのだが、彼氏っていうのもなかなか大変だな、なんて考えて、ふぅと息を吐く。

〈爺ちゃんのために、こっちでいい服屋をたくさん見つけとくね。遊びに来たら、たくさん回ろう〉

　くノ一のくせにヒラヒラのドレスを購入した爺ちゃんに、そう提案する。

　ネット上でこれだけ楽しめるのだから、実際に買い物に行ったら、さぞかし興奮するに違いない。

〈そんなん、嫌じゃよ。面倒くさい。それより、うまい居酒屋を見つけといてくれ〉

　返ってきた素そっ気けない言葉が腑ふに落ちなくて、僕は尋ねる。

〈服屋、行きたくないの？　こんなに楽しんでるのに？〉

〈楽しいのは、若い女の振りをしとるからだ。じじいの服選びが、楽しいわけあるかい〉

　当然のように言う爺ちゃんに、僕は尋ねる。

〈……爺ちゃんって、どうしてそのキャラ選んだの？〉

　自分と同じ年寄りのキャラを選べとはいわないが、あまりにも正反対のキャラでは、感情移入しにくいんじゃないのだろうか。しかも、キャラに合わせたように、性格まで変化している。爺ちゃんは、ゲームの中ではまるで別人だ。

〈可愛いからだ！！！〉

　ビックリマークを三つもつけてきた爺ちゃんに、がっくりと肩を落としながら、僕は再度尋ねる。

〈それはそうだけど、どうして可愛いキャラを選んだのかって聞いてるんだよ〉

〈そりゃあ、自分にないものを持っとるからな〉

〈確かに、爺ちゃん、ちっとも可愛くないもんね〉

　まぁ、別の意味で、可愛いところもあるけどさ。

〈うるさいのぉ〉

　ミニスカドレスを着こなすくノ一を見ながら、僕は思考を巡らせる。

　由井が菖蒲の振りをしたのも、自分にはないものを持っていたからなのだろうか？

　由井は、ゲームの天才である菖蒲に憧あこがれていたのか？

　だけど、メールでのＡは、菖蒲っぽくはなかったなぁ。

　Ａには菖蒲のような気遣いは全く見られなかった。僕に話題を合わせることはなく、好きな物にはとことん食いつくくせに、どうでもいい話題はスルーした。自由気ままな猫みたいな女の子、それがＡに対する僕のイメージだ。

　そこまで考えて、何かが引っかかる。

　先ほど考えた「まるで別人」という言葉を、最近どこかで聞いたような気がするのだ。

　ゲームを動かしていた手を止め、記憶を探ることに集中すると、ややあって、はっきりと思い出す。

　二ノ宮の言葉だ。

　──まるで別人みたいに明るくなったんだと。

　自作のゲームを発表し、クラスメイトから注目を浴あびた菖蒲について、二ノ宮がそう話していた。

　──周りを気にしていつもおどおどしていたのが噓のように、明るく笑うようになった。見方によっては自分勝手にも思えたが、無邪気なその姿はどこか憎めず、不思議と人が集まっていた。

　それを聞いて、僕はこう思ったのだ。

　菖蒲って、まるで由井みたいだな、と。

〈湊？〉

　爺ちゃんの問いかけに、応える余裕はなかった。

「…………」

　由井が菖蒲の振りをしていたのだと、僕はそう思っていた。

　だけどもし、菖蒲が、由井の振りをしていたのだとしたら？

「まさか」

　耳に入った自分の声は、か細く、震えていた。

　思いついたのは、今までの考えを根底から覆くつがえす、とんでもないことだった。
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　僕の突とつ拍ぴよう子しもない思い付きは、由井と菖蒲の秘密であり、由井を説得する切り札になるかもしれないものだ。

　だけど、僕はそれを使うことについて、未だに決断ができかねていた。

　──これ以上余よ計けいなことしないでよね。嫌いになりそう。

　由井は、「学校に戻ってきてよ」という僕の言葉に、心しん底そこ恨うらめしそうにそう言った。

　今回、僕がやろうとしていることは、由井からすれば「余計なこと」に他ならない。行動を起こせば、僕は確実に彼女に嫌われてしまうだろう。

　他人に嫌われるのでさえ怖いのに、親しくしていた由井に嫌われる決断なんてくだせない。

　そんな時、落ち込んでいる僕に追い打ちをかけるように、最悪なことが起こった。

　掃そう除じ当番が変更され、松まつ岡おかと一緒に理科準備室を掃除することになったのだ。

　出席番号順に決められた当番が回ってきただけなのだが、……彼女と二人きりになるのが、僕はとんでもなく憂ゆう鬱うつだった。

　松岡は、日に焼けた肌におかっぱ頭と、よく通るはきはきとした声が印象的な、快活そうな少女だ。普通に可愛い女の子だから、本当なら、二人で作業できるのは嬉しいはずなんだけど……彼女は、由井を嫌っている女子グループのリーダー的存在で、由井を追い詰めた噂を広めた張本人とされている女の子なのだ。

　僕自身はトラブルを起こしたことはないし、それどころか話したことさえない。だけど、由井とよく一緒にいるから、おそらく嫌われているはずだ。

　二十分の掃除の時間はさぞかし気まずいものになるだろう。

　そう思っていたのだが……

　スチールの戸棚に積もった埃ほこりをはたきで払いながら、松岡は拍子抜けするほど、人好きのする笑顔でこう言った。

「水谷ってさ、いい奴だよね」

　思ってもみなかった松岡の発言に動揺しながら、僕はおずおずと尋ねる。

「……僕たち、今まで話したことなかった、よね？」

　記憶を辿たどるが、彼女との接点は見つからない。

　もちろん僕は、たとえ話したことなどなくとも、誰からも嫌われないように、クラスではいつも気を配っているが、それが功を奏したとも思えない。

「水谷、前さ、しーちゃんが平ひら尾おにあげたクッキー、もらってたでしょ？」

　一瞬、考えてから、

「あ、あの……なま」

　生焼けの、と言いそうになり、慌てて言い直す。

「サッカーボールの形のやつ？」

「うん、そう。しーちゃん、平尾が好きでさ、差し入れにって、渡したらしいんだ」

　しーちゃんとは、松岡率いる女子グループのメンバーの一人、静しず岡おかのことだ。

　彼女が作ったクッキーだったとは知らなかった。だけど、普通に考えれば、綺麗にラッピングされたクッキーは、誰かからのプレゼントに決まってる。

「あ、平尾には秘密だよ」

　村岡は、唇に人差し指を当てた後、声を落として続ける。

「あの時、私たち、平尾のことずっと見てたんだけどさ……水谷にあげるって言い出して、正直慌てたんだよね。断るかと思ったのに、水谷、普通に食べちゃうしさ」

　平尾に悪気はないのだろう。平尾は生真面目な奴だが、変なところで抜けている。クッキーも多分、単なる差し入れだと思っていたに違いない。

　だけど、渡した方、静岡からすれば、自分が作ったものを、当人以外の他人が食べ尽くすのを見るのは、さぞかし耐えがたいだろう。

「でも水谷、一つだけ食べて、残りは平尾が食べるようにって言ったよね。馬鹿な平尾がわけわかんないって顔したのに、強引にクッキー突き付けてさ。──あれ、感心しちゃった。一つだけ食べたのは、美味しいから食べなよって平尾を説得するためだったんだよね？　女の子からのプレゼントだって、気づいてたんでしょ？」

　話を聞きながら、冷や汗が出た。

　松岡はどれだけ僕を買い被っているのだろうか。

　クッキーを一つしか食べなかったのも、残りを平尾に返したのも、あのクッキーがまずかったからだ。「美味しいから食べなよ」と説得するどころか、もう少しで「まずすぎるから食べられない」と言ってしまいそうだった。

　──言わなかったのは、そう、抜ばつ群ぐんのタイミングで、由井が乱入してきたからだ。

「まあ、せっかくの水谷の気遣いも、あいつのせいで、パアだったけどね」

　皮肉気に笑う松岡を見ながら、あの時のことを思い出す。

　僕もあの時、由井に対して腹を立てていた。

　大学芋がほしいと言っていたくせに、唐とう突とつにクッキーを奪っていくなんて、と。

　あのまずいクッキーを食べたがるなんて、舌がおかしいんじゃないか、と呆れもした。

　だけど、今になって思い返せば、おかしなことが多すぎる。

　由井はいつも、芳ほう醇じゆんな甘さととろける舌した触ざわりの、高級チョコをうっとりとして食べている。ココアに入れたのが砂糖か蜂蜜か、大学芋に使った芋の品種が何であるかをも、当てることができる。

　由井の舌がおかしいなんて、あり得ない。

　それなのに、由井はあの、生焼けの、食べられたもんじゃないクッキーを食べてしまった。

　美味しい物はいつもゆっくりと、味わいながら食べているくせに、ハムスターみたいに一気に詰め込んで、もぐもぐと頰張っていた。

　松岡たちは、クラスで一番大きな女子グループで、彼女たちに嫌われることになったら、僕は女子の大半に嫌われることになる。

　もしかすると、由井は、僕が松岡たちから嫌われるのを、防いでくれたのかもしれない。

　──もちろん、水谷にもね。

　あの時、僕は、僕が由井にとって、嫌われてもいいと、その程度の存在なのだと、そう言われているのかと思っていた。

　だけど、違ったのかもしれない。

　由井は、僕に自分がどう思われるかよりも、僕が幸せであることを優先してくれたのだ。

　付き合いの浅い僕でそうなら、菖蒲なら尚なお更さらそうするだろう。

　由井が菖蒲を嫌いであるはずがないことは、はっきりわかっていたのだ。

　由井はありとあらゆる行動で、菖蒲を追い込んだ。

　だけど、それが全て、菖蒲のためだったのだとしたら？

「まぁ、だから、私、水谷とは仲良くしたいんだよね。水谷、平尾とも仲良しだし、しーちゃんのために、協力してほしいしさ」

　松岡は快活に笑う。

　──本当に嫌いな奴なら、嫌われたって、どうでもいいと思うよ。

　かつて由井はそう言った。

　そうだな、今の僕なら、あの言葉に素直に頷うなずくことができる。

　僕は、あの時の由井のように、にっこり笑って、こう告げた。

「──ごめん、無理。僕、君のこと嫌いだから」
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　次の日の部活帰りに、僕は菖蒲あやめを中庭に呼び出した。

「水みず谷たにくん、話って、何？」

　照れたようにもじもじとする菖蒲をしっかりと見み据すえて、僕は尋たずねる。

「菖蒲に聞きたいことがある。──あのゲーム、『バッドエンドを探せ』を作ったのは、君じゃないよね？」

　途と端たんに、菖蒲の表情から一切の感情が消えた。

　数秒後、取とり繕つくろったように笑顔を作り、

「そんなわけ」

　否定しようとした菖蒲の声を遮さえぎって、僕は早口で告つげる。

「もし君が作ったとしたなら、わからないことがある。百もも瀬せと菖蒲のケンカのシーンを、どうして入れなかったのか、っていうことだ」

　始めは単なる疑問だった。

　菖蒲が由ゆ井いのノートを書き写す現場を目撃し、盗作かと勘違いした百瀬は、菖蒲を怒鳴りつけ、その結果、関係が悪化した。

　だけど、どうして『バッドエンドを探せ』には、そのシーンがないのだろう？

　小野との過去を隠したのは、保身のためだと考えることもできるけど、百瀬とのケンカのシーンには隠す理由がない。たまたま入れ忘れたのかもしれないし、必要ないと判断したのかもしれないが、菖蒲にとって、百瀬とのケンカは大事件だったはずだし、同じように関係が悪化した二にノの宮みやとのやり取りは鮮明に描かれている。

　僕からふいに目を逸そらし、菖蒲は強く言った。

「そんなの、単なる入れ忘れだよ。それに……私以外、こんなゲーム作れるはずないじゃない」

　そう、この可能性が打ち消されるのは、ゲームの天才である菖蒲にしか、こんなゲームは作れないという前提があるからだ。

　だけどもし、この前提が、間違っていたのなら……

「だとしたら、尚なお更さら、菖蒲には作れない。……昨日きのう、Ａが由井かもしれないと知った時、僕は、由井が菖蒲の振りをして僕とメールしていたんだと思った。だけど、違った。菖蒲、君が由井の振りをしていたんだ」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、僕はゆっくりと言う。




「ゲーム作りの天才は、君じゃなく、由井だ」




「……突然、何を言うの？」

　しばらくの沈黙の後、菖蒲は乾かわいた声で笑った。

「『バッドエンドを探せ』を、菖蒲が作った、事実に沿そったゲームだと考えた時、僕は何だか腑ふに落ちなかった。ささやかだけど、どうしても気にかかることがあったから。だけど、由井をゲームの制作者だと考えれば、全て辻つじ褄つまが合う」

　そう、わかってしまえば、簡単なことだった。

「ゲームに、菖蒲と百瀬のケンカのシーンが入っていなかったのは、由井が、二人のケンカについて知らなかったからだ。百瀬からその事実を聞いた時、由井はすごく驚いてたよ。そして、二ノ宮が菖蒲に告白したシーンが、微妙に事実と違っていたのも、当事者でない由井がその場にいなかったからだろう。菖蒲から聞いた話を元に、想像で作ったから、ああなった」

　──事実に忠実すぎて、びっくり。

　──俺が告白したシーン、微妙に事実と違うし。ムーディーな演出入ってるし。

　聞き流してしまっていた百瀬と二ノ宮の言葉こそが、重要なヒントだったのだ。

「菖蒲、君を学校に連れ戻すために、由井には、やらなければいけないことが、三つあった。──一つ、メンバーとの関係を改善させ、菖蒲が過ごしやすい、楽しいゲーム部を取り戻すこと。二つ、菖蒲が怖がっている自分が学校から去ること。三つ、菖蒲自身に、ゲーム部に戻らなければならない、と思わせること。……そのために作ったのが、『バッドエンドを探せ』だった」

　僕を無理やりゲーム部に入れたのは、事件のことを知らない部外者がいた方が、場が和なごみ、菖蒲が戻りやすいと思ったからだろう。由井にとって、僕が元々『鬼ヶ島』のファンであったのは、誤算だったに違いない。

「由井はまず、本当はハッピーエンドになるはずだった菖蒲が、少しの行き違いでバッドエンドを迎えてしまったという事実を、僕たちに突き付けた。そして、ゲームのシナリオを書いたのが自分であり、小野の事件の原因もまた自分にあること、二ノ宮を振った理由も自分であることを明らかにし、他の部員と菖蒲との、関係改善を図はかったんだ」

　あえて悪人を演じ、部員全員にとっての共通の敵となることで、由井は、自分以外の結びつきを深めようとしたのだろう。

「そしておそらく……学校中に噂うわさを広めたのも、由井自身だった」

　──でも、松まつ岡おかさんたちが言い出したっぽいな。由井さん本人から聞いたとかほざいてるのを聞いたが……単なる嫌がらせだろう。

　松岡たちは噓うそを言ってはいなかった。

　由井は自分を悪役にするために、敵すらも利用したのだ。

「そして、学校中から責められたことを理由に、由井は学校を去った。由井がいなければシナリオは進まない。ゲーム部を守るため、菖蒲は戻らなければならなくなる。……全ては菖蒲のためだったんだよ」

　僕は一息ついてから、菖蒲をじっと見つめる。

　菖蒲は俯いたまま、肩を震わせていた。

「そうだったなら、どうするの？」

　その問いかけは、事実上の承認だった。

「──僕は、由井を連れ戻したい」

　そう言った瞬間、菖蒲は顔を上げて、僕を見た。

「そんなこと、意味がないわ。由井が私のために行動してくれたとしても、今回のことは、由井の幸せでもある。私、本人から聞いたんだもん。……由井はね、好きなことができれば、それで幸せなの。学校を去って、面倒なこと全てを放り出して、大好きなゲームに没ぼつ頭とうできたら、それが一番なのよ」

　由井と過ごした日々はまだ数ヵ月に満たないけれど、それでも彼女の、極端な性格はよくわかっているつもりだ。

　由井は好き嫌いが激しい。普段はだらけているのに、好きなものに取り組んでいる時には、周りが見えなくなるほど熱中するし、友達には馬鹿みたいに親切なくせに、どうでもいい相手には、驚くほど素そっ気けない態度を取る。

　そして、彼女の「好き」の頂点にあるのは、菖蒲の言う通り、ゲームだ。

　悲しげに微笑む菖蒲に、僕は問う。

「でも、菖蒲は幸せ？」

　虚を衝つかれたような顔をする菖蒲に、さらに問う。

「菖蒲のことをずっと見てきた二ノ宮は、今の菖蒲は幸せじゃないと言い切った。それに、あのゲームで、ハッピーエンドが訪れた菖蒲を、僕は何度も見たよ。あの表情を見てしまったら、今の菖蒲が幸せだなんて、思えない。菖蒲は……由井がいなくても、本当に幸せ？」

　菖蒲の顔から表情が抜け落ちた。

　やがてくしゃりと顔が歪んで、瞳から大粒の涙が溢れ始める。

「私は、全然、幸せじゃ、ない。由井がいなくちゃ、傍にいてくれなきゃ、幸せなんかになれないっ」

　途切れ途切れにそう言うと、嗚お咽えつを漏らす。

「由井も同じだと思う。由井、……一人でするゲームより、菖蒲とする方が、楽しかったって、言ってたから」

　見たことがないほど優しい顔で、彼女との思い出を語っていた由井を思い出す。

　ゲームは一番楽しい方法、大好きな友達と一緒にプレイしたい、ゲームが大好きな由井だからこそ、きっとそう思うはずだ。

「私、由井に、戻って来てほしい。また一緒に、ゲームがしたい」

　泣きじゃくる菖蒲は、今まで見たどんな彼女より、綺き麗れいに見えた。
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「水谷くんって、名探偵みたい」

　しばらく泣いた後、菖蒲は照れくさそうにそう言うと、由井との思い出を語り始めた。

「私と由井が仲良くなったのは、小学校四年生の時なの。由井は四月に転入してきたんだけど、すぐには仲良くならなかった。由井はクラスの人気者だったけど、他人に興味がある感じじゃなかったし。私も樹じゆ里り……自殺した、小お野の樹里、彼女以外とは話さなかったから。でもある時、ノートを落としちゃったの。ミステリー風の物語を書いてたんだけど、それを由井に読まれちゃったんだ……褒ほめてもらったのが嬉しくて、自然と話すようになったの」

　真ま面じ目めな菖蒲には、周りを騙だますという行為は重おも荷にだったのかもしれない。

　今の菖蒲は、憑つき物が落ちたように穏おだやかだ。

「ゲームの天才を演じることになったのは、由井から頼まれたからよ。由井、ゲームを作ってることがお父さんにばれて、『ゲームなんてするだけ時間の無駄だ。くだらない』って怒られたんだって。ゲームも取り上げられて、すっかり落ち込んでた。だから、私はこう言ったわ。『楽しい時間が無駄なわけない。私たちは楽しむために生きてるんでしょう』って」

　親友から教わった人生の格言で、自分を変えてくれた言葉なのだと、Ａからのメールには書いてあった。

　菖蒲に励はげまされ、由井は救われた気持ちになったのだろう。

「それから、うちで一緒にゲームしようって誘ったの。友達を誘うなんて初めてで、ドキドキしたのを覚えてる。私、下手くそで、ほとんど負けちゃったけど、とっても楽しかった。それで、帰り際、由井に言ったの。『また、うちに遊びにおいでよ。作るのも、うちでこっそりやったら、ばれないでしょう』って。──手助けしたいなんていうのは建たて前まえで、また一緒に遊びたいっていうのが、本音だったんだけどね」

　寄り添って、ただひたすらゲームに熱中する、幼い二人を想像する。

　それは、二人にとって、どれほど幸せな時間だったのだろう。

「それから、由井は私の家でゲームを作るようになって、私もそれを手伝った。ゲームができあがった時、由井が私に言ったの。『クラスメイトに披露したいから、菖蒲が作ったことにしてくれ。小野を見返すためにも、そうすべきだ』って。──それで私、どうしたらいいかわからなくて、とっさに由井の振りをした。だって、今までの暗い私のままじゃ、うまく話せないし……それに、ゲームの評価まで下げちゃう気がしたんだもの。クラスメイトは面白いって褒めてくれた。私も好きなゲームの話題だから、思ったより自然に話すことができて、自分でも驚いたわ。──そのうち、由井の振りをしなくても、会話できるようになって、友達もどんどん増えた。楽しかった。全部、由井のおかげだったの」

　そこまで話すと、菖蒲は小さく息を吐いた。

　幸せな思い出に浸っていた菖蒲の顔に、ふと暗い影が過よぎる。

「だけど、樹里は怒った。事あるごとに私に嫌がらせをしてきて……それは、小学校を卒業してからも、彼女が亡くなるまで、ずっと続いた」

「だから由井は、『鬼ヶ島』を作ったんだね？」

「……多分、そうだと思う」

　曖あい昧まいな物言いに、僕は首を傾げる。

「菖蒲は、『鬼ヶ島』が小野を貶おとしめるゲームだって、全く知らなかったの？」

「うん。あの、瑠る璃りのシナリオは由井が書いてたから。樹里に似てるとは思ったけど、参考にしただけだって言われたし、まさか由井が、プログラムをわざとミスするなんて」

　ゲームの瑠璃は、両親から愛されない腹いせに、クラスメイトを虐いじめていた。ラストでは、世間体を大事にする両親にそのことがバレて、殺されてしまう。

「僕、思うんだけど……由井、小野を殺そうとまでは考えてなかったんじゃないかな？　これ以上菖蒲を困らせるな、そう警告してるように思えたけど」

　いくら憎くても、殺したいと思ったとしても、実際に殺人を犯そうなんて、普通は考えない。由井は極端な性格だけど、人を殺そうとする奴やつじゃない。

　小野が亡くなったことは、由井にとってもショックだったのではないだろうか？

「由井もそう言ってたわ」

「じゃあどうして、菖蒲は由井を、そこまで怖がってるの？」

　ゲームを使って嫌がらせをするという発想だけでも、確かに恐ろしいものを感じるが、その動機は他ほかでもない菖蒲を守るためなのだ。

「樹里が死んだ後、由井はこう言ったの。『小野を殺せるほどのゲームが作れたこと、ある意味では嬉うれしく思ってる』って」

　僕は絶ぜつ句くする。

　それはつまり……

「由井がゲームを作った目的は、樹里を殺すことじゃなかったかもしれない。だけど、結果として後悔していないのなら……それどころか、喜んでしまったなら、同じことだと、そう思う」

　由井が小野の死を悲しんでいれば、菖蒲は由井に同情しただろう。

　自分のせいで由井が落ち込んでいることに罪悪感は覚えても、怯えることなんてなかったに違いない。

「ゲームはただの娯楽にすぎなくて、でも、楽しいってだけで、十分価値がある。由井にそう言ったのは、私よ。その、人を楽しませるための、価値ある娯楽を、殺人の道具にするなんて、絶対に許せない。──由井の言葉を聞いて、これ以上、由井にゲームを作らせちゃいけないって思うようになったの。でも、由井は、私がいたら、ゲームを作っちゃう。だから私は、ゲーム部を去った。そして、ゲームを作れない由井を見るのが辛つらくて、学校に行けなくなった」

　菖蒲が登校拒否をした理由は、学校中に広がった醜しゆう聞ぶんに悩まされたからでも、部員との関係が悪化したからでも、由井に責任を押し付けられたショックからでもなかった。

　──菖蒲が学校に来なくなったのは、私のせいなんだから。

　由井の言葉はある意味で正しく、そして、間違っていた。

　菖蒲は由井自身が怖かったのではなく、由井がゲームを作ることが怖かったのだ。

「もちろん由井が自宅でゲームを作る可能性はあるわ。数年前に、由井のお父さんが再婚してから、由井はゲーム作りを禁止されることがなくなったから。でも、ゲームの天才としての私を守るために、由井は、ゲーム部ではゲームは作れない。それに、『バッドエンドを探せ』みたいにこっそり作ることはできても、ネットで披露することはできないわ。『鬼ヶ島』は制作者のカラーが出すぎてるって、有名だもの。他人の振りして披露することはできない。──由井が私を大切にしてくれる気持ちを、利用してるの。自分でも最低だって、わかってる。だけど……」

　尻すぼみに消えてしまった言葉の先は、僕にも想像できる。

　菖蒲はそれくらい、由井がゲームを作ることを、阻そ止ししたかったのだ。

「でも、それなら、由井を連れ戻すのは問題なんじゃ」

　僕は由井にまた会いたくて、学校に、ゲーム部に、戻ってきてほしかった。

　Ａと一緒に高校生活を過ごすのは、僕の目標でもあったのだから。

　だけど、由井が人を陥おとしいれるゲームを作る可能性があるならば……

「『バッドエンドを探せ』をやってみて、わかったことがあるの」

　そう言えば、菖蒲は昨日、最後まで部室に残っていた。

　自分視点で作られたゲームをプレイするのは、どんな気持ちだったのだろう。

「由井は、樹里の葬式に参列していたのよ」

「え？」

　菖蒲が何を言おうとしているのか、よくわからなかった。

　確かにゲームには、小野の葬式のシーンがある。

　だけど、それが何だというのだ。

「樹里が亡くなった後、お葬式に行く時、私、由井も誘ったの。私たちが殺したようなものだもん。謝らなきゃいけないって、由井を説得したんだけど……由井は、行かないって言った。だけど、あのお葬式のシーン、実際の光景、そのまんまだったの。由井はきっと……私に隠れて、出席してたんだわ」

　本当は、由井もショックを受けていて、罪悪感を抱いだいていたのかもしれない。

　だけど、それを菖蒲が知ったら、自分を責めるに違いないから、悟さとられないよう気を張っていたのだろう。

「由井は、人を不幸にするゲームを作りたいなんて、思ってなかった。だって、殺したことを嬉しいって思う相手の葬式なんか、行くはずないもの。あの子は、どうでもいい相手には、まるで関心を持たないんだから。──樹里が死んで、悲しいって、申し訳ないって思わなきゃ、お葬式には出席しないはずよ」

　小さく息を吐いてから、菖蒲は僕を見る。

「もしそうだったとしても、家に閉じこもるのが由井の幸せなら、私の都合で連れ戻すべきじゃないって、そう思ってた。由井はいつも正直に気持ちを言ってくれたから、今回に限って、彼女の言葉が噓だなんて思わなかったの」

　菖蒲は寂さびしげに笑うと、僕をしっかりと見据え、断言した。

「だけど、水谷くんのおかげでわかった。家に独りぼっちで、ゲームしかない生活なんて……由井は幸せなんかじゃない。由井は、私がいないと、ゲーム部にいないと、幸せになんてなれないわ」





　　　　＊






　菖蒲と一緒に由井を連れ戻そうと約束した僕は、由井に何度も連絡したが、彼女は電話に出ず、メールにも返事はなかった。家にも行ってみたが、無視するばかりで、扉を開けてくれることはない。

　二ノ宮と百瀬はもちろん、菖蒲の連絡にも返答がないというのだから、これは徹底して僕らを無視する気に違いない。

　週末の土曜日、困り果てた僕は、奥の手を使うことにした。




　Ａへ

　突然ですが、君に会いたい。

　今日の六時、桜さくら山やま学園近くの、能の勢せ山やま公園で待っています。




　僕はＭとして、Ａ宛あてにメールを送ったのだ。

　由井は、僕がＭであることを知らない。

　だけど……忘れていたが、その、「大好き」とまで言った相手なのだ。

　何かしら、返答があるに違いない。

　案の定、すぐに返信が来た。




　Ｍへ

　前に話していた「やるべきこと」が終わり、連絡しようと思っていたところです。

　それにしても、こっちにいるなんて、驚いた。

　ようやく君に会えるね。

　楽しみにしています。




　常識的な文面から、あの、いつものぶっとんだ由井の姿は想像できない。それに……僕に対する適当な態度と、Ｍ相手の好意丸出しの対応の差に、少しだけムッとする。まぁ、Ｍも僕であるのだし、誰に怒ってるんだという話ではあるのだけど。

　ともかく、会えることになったのにホッとして、菖蒲に連絡を入れる。

　Ｍからの呼び出しに、僕と菖蒲が揃そろって参上したら……由井、驚くだろうな。

　目を見張る由井を見たら、場違いだけど、何だか笑ってしまいそうだ。

　何にしても、早く彼女に会いたかった。




　次の日、指定した河か川せん敷じきに、由井は時間ぴったりに現れた。

「……どうして、菖蒲と水谷が」

　思った通り、僕と菖蒲を見るなり目を丸くした由井に、得意げに告げる。

「僕がＭに、頼んだのさ」

　自分がＭだと言わなかったのは、ひどいことを言われた件に対する、ちょっとした仕返しだ。

「…………し、知り合い、なの？」

　狼ろう狽ばいし、上うわ擦ずった声を出す由井を、僕はまじまじと眺める。

　ここまで動揺する彼女を見るのは、初めてだった。少しだけ溜りゆう飲いんが下がった思いになりながら、

「うん、まぁ、それは置いといて」

　僕はそう前置きして、菖蒲に目め配くばせする。

　僕の視線を受けて、菖蒲は静かに口を開いた。

「由井、戻ってきて」

　由井は小さく息を吐くと、菖蒲を見つめたまま、

「どうして？」

　唇の端だけを上げた薄い笑みでそう聞いた。

「私は、由井が一緒にいてくれなきゃ嫌なの」

　由井は虚きよを衝かれたようにポカンとしていたが、ややあって、はっとしたように笑顔を作る。

「私は、敵ばっかりの学校にいるより、家で一人でゲームしてた方が幸せ。この前も、そう話したでしょ？」

　聞き分けのない子どもを諭さとすように、ゆっくりと説とき伏ふせる由井に、菖蒲は声を荒げる。

「噓よ。由井は……由井は、学校で私と、二ノ宮くんと百瀬ちゃんと、水谷くんと一緒に、過ごすのが楽しいの。皆でゲームを作る時間が幸せなの」

　切々と語る菖蒲から目を逸らし、

「どうしてそんなことがわかるの？」

　由井はゆっくりと問う。

「だって、由井は今までたくさん教えてくれたもん」

　菖蒲は叫ぶように言ってから、切々と語る。

「人の気持ちを想像して、悪く思われてるかもって、落ち込んでた私のために、由井はいつも、自分の気持ちを正直に教えてくれてたよね。良いことも悪いことも、いつも言葉にしてくれたよね」

　息切れ切れになりながら、菖蒲はさらに言う。

「だから、私にはわかる。この前の由井の言葉は、噓だって。独りぼっちで家にいるなんて、由井はちっとも幸せじゃない」

「……あや」

　由井は何かを言いかけた後、口を噤つぐみ、僕を見る。

「水谷くんは、もう知ってる」

　由井の視線に気づいた菖蒲の言葉を聞くと、由井はしかめ面つらになる。

「話したの？」

「違う。……水谷くんが自分で気づいたの。由井の作った『バッドエンドを探せ』に違和感を覚えたんだって」

　菖蒲が言った途と端たん、由井はムッとしたような顔になる。

　こんな状況でも、自作のゲームを貶けなされると、嫌な気持ちになるらしい。

「……いや、面白かったよ。すごく良かった。だけど、菖蒲が作ったってなると、ちょっぴり思うことがあったっていうか」

　僕は慌てて言ってから、昨日菖蒲に伝えたことを、そのまま由井にも説明する。

　全てを話し終えると、由井は信じられないとでもいうように目を丸くして、僕の方は見ないまま、「ふぅん」と、小さく呟いた。

　僕は苦笑しながらも、彼女の名前を呼ぶ。

「由井」

　ようやく僕を見た由井と目が合って、こんな状況にもかかわらず、嬉しくなった。

　彼女が真まっ直すぐに僕を見てくれるのは、随ずい分ぶん久ひさしぶりなのだ。

「──僕からも頼む。戻ってきてよ」

　僕は由井から目を離さず、はっきりと告げた。

　由井は一瞬、目を見張った後、取り繕うように、素そっ気けない口ぶりで言う。

「どうして？」

「由井がいないと困る」

「困んないでしょ？　私、役立たずだったし」

　確かに、部室での由井は何もしなかった。

　天才とはいえ、全く行動しなかった由井が、役立たずだったことには変わりない。

　だけど僕は、彼女がいないと困る。

　何でこう困っているのかは、自分でもわからないが、とにかく困る。

　言葉で伝えるのは難しいけど、この気持ちをどうにか伝えなくては。

「由井がいないと、変な感じなんだ。落ち着かなくて、そわそわする。五分に一回は由井のことを考えちゃうし、何をしてもちっとも集中できなくて、失敗ばかりしてしまう。とにかく、君がいないとダメなんだ」

　思っていたことをしどろもどろに口にすると、由井の顔が、徐々に赤く染まっていくのがわかった。

　後ろから夕日がさしてきたからかもしれない。

　赤く染まった綺麗な顔に見み惚とれながら、僕は続ける。

「二ノ宮も百瀬も、多分、同じこと思ってるよ。由井は、部室のあのソファーにだらしなく寝転がって、行儀悪くお菓子食べて、空気読まずにペチャクチャ喋っててくれないと……ゲーム部にいるって感じがしない」

　やっとのことで言い終わると、

「そう」

　由井は気の抜けたような顔で短く言って、再び俯いてしまった。

　何か、マズいことを言っただろうか。

　気まずい沈黙を破ったのは、菖蒲だった。

「とーにーかーくっ、由井は学校に、ゲーム部に、戻るべきだわ」

　菖蒲の大声を聞いて、由井は訝いぶかしげに問う。

「……菖蒲は、私がゲームを作ることに反対じゃなかったの？」

「『バッドエンドを探せ』をやって、気づいたの。由井は、樹里のお葬式に参列してたんでしょう？　──だから、わかった。あの時の……樹里が死んだこと、嬉しかったって、噓だよね？」

　菖蒲は確信に満ちた表情で尋ねるが、

「噓じゃない」

　由井は強張った顔で、はっきりと言い切った。

「噓よ！」

　間髪を入れずに叫ぶ菖蒲を諭すように、由井はゆっくり言う。

「本当だよ。だって、私は……私はずっと、現実と虚きよ構こうが曖昧になるほどの、ゲームを作りたかった。くだらない現実を忘れさせてくれて、こっちが本物だって思えるほどの、ゲームを作りたかった」

　菖蒲から聞いた限りでは、由井の家庭環境は、恵まれていたとは言い難い。

　現実逃避できるくらいに熱中できるほどの何かがなければ、やっていけなかったのだろう。

「だから本当に、ある意味では、嬉しかったんだ。小野ちゃんは、現実と虚構が曖昧になって死んだ。それは私の長年の夢が叶かなったってことだから」

　一旦言葉を切ってから、由井はさらに続ける。

「嬉しかったけど、同時に絶望した。私は小野ちゃんが嫌いで、だから、彼女が死んだことに、じゃない。──ただただ楽しいはずのゲームで人を殺してしまった自分に、絶望したんだよ。……菖蒲だって、そんな私が怖くなったんだよね？　だから、学校に来なくなった」

　そこで言葉を切ってから、由井はにこりと笑った。

　無理やり作ったのだとわかるほどの、美しすぎる、天使の笑顔。

「『バッドエンドを探せ』を作った時、決めたんだ。あれは、私が作る最後のゲームだって。私はもうゲームに関かかわらない。あの場所にはいられない」

「……違うわ！」

　突如、菖蒲が叫んだ。

「違わないよ。私が小野ちゃんを殺したんだもん」

　すぐさま由井が反駁するが、菖蒲はぶんぶんと首を振って、強く言う。




「違うの。樹里を殺したのは、私なの！」
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「何、言ってるの？」

　由井は、怪訝そうにそう聞いて、チラリと僕を見る。

　しかし、僕にも意味がわからない。

　昨日、僕と菖蒲は、由井を説得するための打ち合わせをした。どんな台詞で由井の心を動かすか、詳細まで話し合った。

　だけど、こんな言葉は、予定にはなかったはずだ。

　ゲームを作ったのは由井なのだから、菖蒲に非はない。

　当人である由井と、その事実を見破った僕の前で、菖蒲が取り繕う必要はないはずだ。しかし菖蒲は、震える声で告げる。

「本当はね、言いたくなかった。だけどやっぱり、由井に責任を押し付けるなんて、できないよね」

　一旦言葉を切ってから、ポロポロと涙を流しながら言う。

「樹里が死んだのは、ゲームのせいじゃないのよ」

　由井は無言で、菖蒲を見つめている。

「樹里は、現実と虚構が曖昧になってなんて、いなかった。しっかり現実を見据えていた。私が一番それをわかってる。だって、私……樹里が死ぬ直前に、会って、話したんだもん」

　前に二ノ宮が、小野の死の直前、小野のマンションから菖蒲が出てくるのを見た人物がいると話していたが、アレは本当だったのか。

　しかし……

「樹里が死んだのは、私への腹いせなのよ」

　混乱しているのは僕だけではないのだろう。

「どういう、こと？」

　戸惑ったように、由井が尋ねる。

「樹里が死んだあの日、私は樹里に『家においでよ』って誘われたの。本当は行きたくなかったんだけど……私のために、私の好物を用意してるって言われて、申し訳なくなって、断れなかった」

　菖蒲の苦々しい口ぶりからは、そのことを後悔している様子がありありと伝わってきた。

　僕には、その、菖蒲の気持ちが、痛いほどよくわかってしまった。先日、母さんの家を訪れた時の僕と、全く同じだったからだ。

「樹里は、私の好きな山菜の天ぷらを用意してくれてたわ。『仲直りしたいんだ』って、『菖蒲の大好きなフキノトウをわざわざ探して、自分で採ってきたんだよ』って、そう言った。あの樹里がそこまでしてくれたのは嬉しかったけど、樹里は、こうも言ったの『由井と友達でいるのはやめて、私の元に戻っておいで』って」

　──山菜は苦手なの。嫌な思い出があって……

　彼女の言った「嫌な思い出」とは、小野との思い出だったのか。

　そして、由井はそれを知らなかった。山菜を持って行こうと言ったのは、やはり、菖蒲への嫌がらせなんかではなかったのだ。

「樹里は、初めてできた友達だった。ドジで駄目な私を慰なぐさめて、庇かばってくれた。優やさしい子だった。大好きだった。……だから、嫌がらせをされるようになっても、どうしても嫌いになれなかった」

　どうしても嫌いになれなかった。

　菖蒲の言葉が、何度も頭の中でリピートされる。

　──もっと、嫌いになってもいいのにって、思う。

　由井の言葉を聞いた僕は、人を嫌ってみようと思った。

　長谷川さんや矢守さん、冷たい視線を投げてくる村の人々。

　それから、母さんのことも。

　だけど、菖蒲は散々嫌がらせをされた小野を、「嫌いになれない」と言う。

　菖蒲は小野から裏切られた。カタストロフィー理論によれば、小野が菖蒲を憎んだのと同じように、菖蒲もまた、小野を憎んでもいいはずだ。

　それなのに……彼女は言う。

　嫌いになれなかった、と。

　菖蒲は、小野を愛し続けた。

　十分な裏切りを受けても、相手から嫌われても、構わず小野を愛し続けた。

　人が人として生きる限り、好き嫌いの感情は自然に生じてしまうものだ。

　だから、嫌いな人間が存在するのは、由井の言う通り、普通のことだ。

　だけど、愛情が憎しみに変わるのは、それとは違う。

　何しろ、一度好きな相手を、嫌いになるのだから。

　──勝手に期待して、勝手に裏切られた気になってる独りよがりな連中。

　山下先生は、僕を嫌った村人のことをそう称した。

　カタストロフィー理論が起きるのは、相手への愛情を、自己愛が上回った時だ。

　ただただ相手を愛おしく思い、そんな自分を誇ほこらしく思えるなら、強くいられるなら、「好き」が「嫌い」になるはずなんてない。

「だけど私は、樹里の頼みを断った。由井と一緒にいることを選んだ。私は樹里を……諦めたの」

　二人ともを選べば、それが一番だったのかもしれない。

　だけど、菖蒲は、由井を選んだ。

　それはきっと、その方が、自分が幸せになれるとわかっていたからだ。

　僕がそう思った瞬間、菖蒲は力なく笑って、こう続けた。

「綺麗事かもしれないけど、その方が、樹里のためにとっても、良いかと思ったの。──昔の樹里は本当に優しい子だった。だけど私のせいで、樹里はどんどんおかしくなっちゃったの。一緒にいることは、私にとっても樹里にとっても不幸な結果にしかならないと、そう思った」

　菖蒲は小さく息を吐いて、由井を見る。

「由井と一緒にいると、すごく楽しかった。そして、由井も楽しんでくれてるのがわかった。だから由井となら、二人で幸せになれるって思ったの」

　一瞬だけ表情が和らぐが、菖蒲は気を引き締めるように、真面目な顔になる。

「私、すぐに樹里の家から逃げた。せっかくの山菜料理も少しも食べなかった。樹里は最後に、こう叫んでたわ。『言う通りにしないと、ひどいことになるから』って。今まで何度もこういうことがあったから、またかって感じで、特に気にしてはいなかったの。だけど、あの後──」

　菖蒲は押おし黙だまり、呼吸を整えた後、小さく告げた。

「──樹里は、死んだ」

　小さく息を吐いてから、菖蒲は早口で続ける。

「樹里は、自分が死ぬことで、私の周りを悪口だらけにしようと思ったの。樹里は私のことを、よぉく、わかってた。周りのことが気になって仕方がなくて、いつも悪く言われていないか不安な私を。ＳＮＳで悪い噂が広まったら、学校になんて行けなくなってしまうって、思ってたのよ」

　菖蒲はそこで一旦言葉を切ってから、ぎこちなく笑ってみせた。

「でも、皮肉だよね。私、どれだけ悪い噂が流れていても、ちっとも気にならなかった。樹里が、大切な友達が死んだ時に、周りのことを気にしていられる余裕なんてなかったから。樹里の目もく論ろ見みは、他でもない樹里のせいで、おじゃんになっちゃったの」

「菖蒲」

　由井は優しく呼びかけて、そっと菖蒲を抱きしめる。

　由井の腕の中で、菖蒲は小さく震ふるえている。

「だからね、由井は悪くない。私のせいなの」
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　由井と二人で菖蒲を宥なだめ、家まで送った後、僕たちは気まずい沈ちん黙もくとともに歩いていた。僕が意を決して口を開いたのは、分かれ道に辿り着いた時。どうしても確認しておかねばならないことがあったのだ。

「明日、学校、来るよね？」

　来ないとは言わせないぞ、そういう含みを込めて、強く言うと、由井は逡しゆん巡じゆんした後、小さく頷いた。

　僕たちはしばらく無言で立ち竦すくんでいたが、

「じゃあ、また明日」

　僕からそう切り出して、由井に背を向けた。

　しかし、数歩歩いたところで、

「水谷」

　由井がふいに僕の名を呼び、ぎゅっと手を摑つかんだ。

「な、何？」

　慌てて振り向くと、由井は、何を考えているのかよくわからないとぼけ顔で言う。

「あのさ、今からゲームしよ」

「は？」

　もう夜だし、それより何より疲れている。

「落ち込んだ時は、ゲームに付き合ってくれるって約束したでしょ？　これから、うちに来て。ゲームしよ」

　ぐいぐいと手を引かれるまま、抵抗はせず、由井の後に付き従った。

　こうなったら逆らっても無駄なことはもうわかっている、というのは建たて前まえで、本当は、僕もまだ、由井と一緒にいたかったのだ。
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「はい、いらっしゃい」

　いつぞやは立ち入ることさえ許されなかった由ゆ井いの部屋に強引に連れ込まれ、リビングに通された。綺き麗れいだが、生活感のない殺風景な部屋の真ん中で、僕はひたすら縮ちぢこまっていた。

「何正座してんの？　親はいないから、緊張しなくていいよ」

　由井は僕の前にココアを置くと、両手に抱かかえたお菓子をテーブルの上に並べ始める。イチゴ大福に生チョコ、マカロン、胡ご麻ま饅まん頭じゆう、金こん平ぺい糖とう、マンゴープリン、和洋中と揃そろった甘味を前に、僕はもぞもぞと足を崩しながら、由井に問う。

「両親、どこ行ってるの？」

「どこにも。そもそも一緒に住んでないから」

　どうして？

　喉のどから出かけた疑問をぐっと飲み込んで、

「そう」

　と、素そっ気けなく返事をする。

　由井のマンションはどう見てもファミリー用で、一人暮らしなんて不自然だ。だけど、菖蒲あやめから聞いた話では、由井の家庭は込み入った事情がありそうだ。全くの他人である僕から詮せん索さくされるのは嫌だろうし、軽く流しておいた方がいいだろう。

　だけど、由井はそんな僕の気遣いを無視して、軽い調子で続けた。

「前は父さんと住んでたんだけどね、再婚して、私のことはどうでもよくなったみたい。置いてかれたんだ」

「そ、そうなんだ」

　由井は「これこれ」と呟きながら、テレビの横にあるゲーム機の電源を付ける。やがてゴーゴーと低い音を立てて、機械が動き始めた。

「うちのこと、どのくらい聞いた？」

「……お母さんが亡くなって、お父さんに引き取られたって」

　自分のいない場所で、あれこれ自分のことを話されるなんて、気分がいいものじゃないだろう。申し訳なく思いながら、小声で言うが、由井はのほほんとして、「そっかぁ」と頷うなずいた。

「お父さん、最初は私に対して、すんごく厳きびしかったの。お母さんに似たらたまらないと思ったんだろうね、ゲーム関係は、全部禁止された。私が菖蒲の名前でゲーム作ったのは、それが理由だったんだ」

　テレビの画面が徐じよ々じよに明るくなり、ファイター×ファイターの文字が浮かぶ。由井は慣なれた調子で操作しながら、喋り続ける。

「菖蒲に、自分のためにやってくれた、とか言われたんでしょ？　それ買かい被かぶりだから。菖蒲をその気にさせるための、単なる詭き弁べんだったんだよ。──私はゲームを作りたくて、そのために菖蒲を利用したの。自分ちじゃできないから、菖蒲の家を使わせてもらった。自分の名前じゃ披ひ露ろうできないから、菖蒲の名前で披露した」

　キャラ選択の画面になった時、ひょいとコントローラーが飛んでくる。僕はあたふたとそれを受け取って、いつも使っているジョンを選んだ。由井は巨体の相撲すもう取り、富ふ士じ見み台だいを選択する。

「全部自分のため、私ってそういう奴やつなの。小お野のと菖蒲が険けん悪あくになったのも、結局は私のせい。悪いのは私なのに……菖蒲はどうして、自分が悪いって思っちゃうんだろうね」

　ジョンと富士見台が正面からぶつかり合う。素早さはジョンの方が上のはずなのに、どうしてか、富士見台の突進をよけることができなかった。

「菖蒲も由井も、間違ってる」

　僕は言いながら、倒れてしまったジョンを、再び立ち直らせる。

「──その件に関して、悪いのは、小野樹じゆ里りだ」

　富士見台の動きがぴたりと止まり、ジョンのハイキックがようやく決まった。

「小野が亡くなったのは可か哀わい想そうだと思う。家庭の事情も気の毒だ。だけど、それは菖蒲に嫌がらせしていい理由にはならない」

　菖蒲は優しい。

　だから、小野を好きだということは認めても、小野の非については見ない振りをしている。そして由井も、罪悪感があるからか、小野を責せめようとはしない。

　だけど僕は、母さんのことが好きだと認めた今も、母さんが悪いと思っているような、ずるい男だ。だから、こう言い切ることができる。

「由井の作ったゲームのせいだったなら、由井にも多少の責任があるかもしれない。だけどそうじゃないなら、小野が自ら死を選んだなら、小野が亡くなったのは、止めなかった菖蒲のせいじゃない。二人の仲を引き裂いた由井のせいでもない。──思い通りにならないからって、自らの命を使って嫌がらせした、小野自身が悪いんだよ」

　そう言ったものの、僕はまだ、菖蒲の言葉をまるきり信じてはいるわけではない。

　菖蒲が小野の死の直前、彼女に会ったことは確かなのだろうし、最後の捨て台詞ゼリフも、実際の通りなのだと思うが、……引っかかることが多すぎるのだ。

　菖蒲への腹いせだとしたら、あの意味深なＳＮＳは何だろう。それにどうして警察を呼んだのかもわからない。

「──小野ちゃんが、悪い」

　由井はぽつりと呟いた。

　ジョンの連続攻撃からギリギリのところで抜け出したものの、富士見台の体力は既すでに赤ゲージだ。ジョンと富士見台は一定の距離を取って対たい峙じしたまま、じっと見つめ合っている。

「私は、小野ちゃんが嫌いだった。小野ちゃんに、菖蒲から離れてほしかった。話しても聞いてもらえないから、ゲームで伝えようと思ったんだよ。菖蒲から離れないと、バッドエンドになってしまうって。……殺すつもりなんかなかった」

　現実と虚きよ構こうが曖あい昧まいになるほどのゲームを作りたい。

　由井がそう思っていたのは本当なのだろう。

　だけど、それを『鬼ヶ島』で実じつ践せんしたかったわけではないはずだ。

「そう、由井は、小野があのゲームで自殺するなんて、はなから思いもしなかった。僕だってそう思うよ。僕は小野のことを知らないけど、瑠る璃りだったら……ゲームにハマって死ぬことなんて絶対ないって、言い切れる。だから、由井に責任はないんだ。──由井はまた、楽しくゲームを作ってもいいんだよ」

　菖蒲を助けることを目的とした『バッドエンドを探せ』は別として、由井がゲームを作らなかったのは、自責の念があったからだ。

「うん」

　頷いた由井は穏おだやかに微笑ほほえんでいるけれど、それでもどこか寂さびしげだ。

　おそらく、由井が気にしているのは、結果なのだ。

　経けい緯いはどうであれ、由井が作った「鬼ヶ島」をきっかけに、一人の少女が死んでしまったという事実は揺ゆるがない。

　──ゲーム部が作るゲームは、誰かを楽しませるでしょうね。だけど同時に、現実から切り離し、貶おとしめるの。

　由井にその気がなかったとしても、梅うめ田だ先生は由井を責めるだろう。

　だけど、かつて先生と同じで、ゲームのようにアニメを悪だと見なしていた母さんは、こう言った。

　──自分の不幸も忘れて、ただただ熱中した後、何だか、明日からも生きていける気がしたの。状況は何一つ変わってないのにね。

　ゲームは、確かに人を現実から切り離す。

　熱中しすぎて、現実が見えなくなり、ダメになってしまう人もいるかもしれない。

　だけど、ただただ楽しい時間に、救われる人だっている。

「僕は『鬼ヶ島』で救われたよ」

　鬼ヶ島をプレイして、心のモヤモヤが一気に吹き飛んだ。

　僕はまだまだやれるのだと、根拠のない自信が湧わいてきて、明るい気持ちで前を向けた。明日に希望を抱いだくことができた。

「『鬼ヶ島』に感動しました。誰にも言えなくて、ずっと一人で抱えていた悩みが、ゲームに『鬼』として現れたこと、驚きました。主人公として『鬼』を倒すことで、僕の心も救われました。『鬼ヶ島』は、本当に本当に、すごいゲームです。このゲームを作ってくれて、ありがとうございます」

　僕がよどみない口調で言うと、由井の手がピタリと止まる。

　同時に、富士見台の動きも止まり、僕の大技、踵かかと落おとしが見事に決まった。

「……それって」

　由井は呆ぼう然ぜんとして、僕を見つめている。

「さっきは噓ついてごめん。……僕が、Ｍなんだ」

　先ほどの言葉は、僕がＭとして、初めにＡに送ったメールだった。

「小野は死んだけど、僕は『鬼ヶ島』で救われた。他ほかにもきっと、あのゲームのお陰かげで、生いき延のびた奴が、たくさんいるよ」

　富士見台はゆっくりと倒れた。

　ゲームオーバーだ。

「ありがと」

　いつものふざけた調子はどこにもなく、口から思わずこぼれたような自然な声で、由井は言う。

　得意のゲームで負けたというのに、由井の顔は晴れやかだ。

「お返しだよ。由井、前に僕のこと、庇かばってくれただろ？」

　首を傾かしげる由井に、僕は松まつ岡おかの件を説明する。

「松岡に僕が嫌われないように、憎まれ役を買って出てくれた」

「……あ、ああ、でも、どうせ元から嫌われてたし」

　ひらひらと手を振る由井に、

「でももう、僕、松岡に『大っ嫌い』って言っちゃったけどね」

　おどけたポーズで言ってみせると、由井は呆あつ気けに取られたように、しばらく僕を見つめ、やがて大きな声で笑い始めた。

「せっかく間を取り持ってやったのに、何してんのぉ？」

「言った時は何も考えてなくて、何となくだったんだけど……さっき、菖蒲と話して、わかった。僕はやっと気づいたんだ。どうでもいい奴らに嫌われるより、怖いことがあることにね」

　──でも、皮肉だよね。私、どれだけ悪い噂が流れていても、ちっとも気にならなかった。樹里が、大切な友達が死んだ時に、周りのことを気にしていられる余裕なんてなかったから。樹里の目論見は、他でもない樹里のせいで、おじゃんになっちゃったの。

　菖蒲の言葉が示すのは、未来の僕だ。

　あの時、由井が学校に戻ってこないかもしれないと思ったら、松岡からの評価なんて、どうでもよくなっていた。実際に由井を失ったなら、周りのことなんて見えなくなったに違いない。

　由井も菖蒲の言葉を思い出したようで、沈ちん痛つうな面持ちで、ポツリと言う。

「私の大嫌いな小野ちゃんは、菖蒲にとっては大事な人だったんだよね」

　僕と由井は必死で彼女を慰なぐさめたけど、菖蒲の心が軽くなることはないだろう。

　菖蒲が自分を責めるのは、小野を好きだからだ。

　好きだからこそ、冷静になれず、自ら罪を背負ってしまうのだ。

「菖蒲、月曜日、学校来るよね？」

　由井は小さく言って、不安げな瞳で、縋すがるように僕を見た。

「うん。菖蒲は絶対に、学校に来る」

　僕はそう断言し、由井に笑いかける。

「菖蒲にとっては、由井も大事だから。それから、二にノの宮みやと百もも瀬せも」

　由井はきょとんとした顔をしていたが、

「うん、水みず谷たにもね」

　ややあって、すこぶる優しい口調でそう言って、にっこりと微笑んだ。

「そうだといいな」

　僕が深く頷くと、由井はきっぱりと言う。

「絶対に、そうだよ」

　それからしばらく、僕たちはゲームを続けていた。

　ファイター×ファイターは二十勝二十敗というところで打ち切って、懐なつかしのゲームを次々にプレイした。

　くだらない話で大笑い、奇跡的な大技が決まって興奮し、久しぶりに見たエンディングで涙ぐんだ。そのうち夜も更ふけて、空はぼんやりと明るくなり始める。

　うつらうつらとしながら、「そろそろ寝ようか」とどちらからともなく、言い出した時、

「……二ノ宮と百瀬にも、全部を話すよ。皆で、菖蒲を支えてあげるの」

　まどろんだ意識の中で、由井が呟くのを聞いた。

「いいと思う」

　うまく口が回ったかはわからない。

　スースーと寝息を立てる由井は幸せそうに微笑んでいて、それを見た僕は、今から素晴らしい夢を見られるに違いないと、確信した。
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　次の日、昼過ぎに由井のマンションを出た後、僕は、母さんの家に向かった。

　突然の訪問だったけど、母さんは僕を機嫌良く迎えてくれた。

　コーヒーを出されて、だけど口は付けずに、母さんを真まっ直すぐ見み据すえ、告げる。

「母さん、あなたは最低な母親だ」

　母さんの表情は、動かない。

　彼女の光のない冷たい瞳に映った、鹿しか爪つめらしい顔をした自分を見つめながら、僕は言う。

「あなたから虐ぎやく待たいされたトラウマは、未だに僕を苦しめる。時とき折おり、あなたの夢を見てうなされるし、人から嫌われるのが異常に怖くて、そのせいで、本音もおちおち言えないんだ」

　息継ぎもせずに一気に口にしたせいで、喉がからからだ。

　だけど僕は、そのまま続ける。

「だけど母さん、僕は、今でもあなたが好きだ。──だから、真剣に考えた。一緒にいて、僕が、そして、母さんが幸せになれるのか」

　僕は菖蒲を、自分と重ねていた。

　由井と小野、二人の大事な人の間で揺れ動いた菖蒲と、爺じいちゃんと母さんのどちらか一人を選べないでいる僕を。

　だけど、菖蒲の話を聞いているうちに、わかった。

　僕と菖蒲は、全く違う。

　現実を見据える勇気が、自分と向き合う覚悟が、相手に対する誠実さが。

　──嫌いになれなかった。

　──その方が、樹里のためにとっても、良いかと思ったの。

　菖蒲はカタストロフィー理論に打ち勝つほどの、強い女の子なのだ。

　そして……僕も、彼女のように、強くいたい。

　母さんを、嫌いたくない。

　自分を選ばなかった僕を、母さんは愛してくれていた。

　僕も、母さんを愛していたい。

　朝、由井の家で、甘ったるいコーヒーをご馳ち走そうになっている間、僕はずっと母さんについて考えていた。いつもは何かとからかってくる由井も、その時ばかりは何かを察さつしてくれたようで、穏おだやかな表情で、静かに僕を見守ってくれた。

「一緒にいるのは、僕にとっても、母さんにとっても良くない。僕はびくびくしながら過ごさなきゃいけないし、母さんは僕に依存する。僕のことばかりが気になって、その他のことを台無しにしてしまう」

　母さんは、僕がいると、自らのことが疎おろそかになる。僕を縛り付け、同時に、自分自身もがんじがらめになってしまうのだ。

「母さんとは暮らせない。一緒にいれば、僕だけじゃなく、あなたも不幸になってしまうから」

　母さんは黙って僕を見つめていた。

「──私は、あなたを愛してるわ」

　母さんの言葉は噓ではない。

　母さんは昔も今も、母さんなりに、心から僕を愛してくれている。

「知ってる」

　だけど、だからこそ、一緒にはいられない。

　僕が言うと、母さんは何かを言いかけて、小さく首を振った。

　少しの沈黙の後、

「なら、いいわ」

　母さんはそう告げて、僕を見て、にっこりと微笑んだ。

　初めて見る、はかなげな笑顔。

　別れを悟さとった顔だった。

「私がいなくても、湊みなとは、ここまで立派に育ったんだから。これからも大丈夫よね」

　母さんは僕の肩を摑んで玄関の方を向かせると、そっと背中を押した。

「いってらっしゃい」

　暖あたたかくて柔らかな、小さな手だった。

　骨ばった爺ちゃんの手とは似ても似つかないのに、じんわりと感じる温かさは同じで、二人が家族であることを、今更ながら思い出す。

　母さんがさよならと言わなかったのに、どんな意味があるのかはわからない。

　彼女なりのプライドなのか、またいつか、遠い未来の再開を願っているのか、単なる気まぐれなのか。

　だけど、僕はそれを聞くことはせず、

「いってきます」

　静かに告げて、母さんの家を出た。

　ガチャン、背後で重々しい音が響いて、扉が閉まるのがわかった。




　家に戻ると、爺ちゃんとのゲームの時間だった。

　いつも通りに対戦しながら、僕は爺ちゃんに電話をかける。

「爺ちゃん、僕、断ったから。自分で、そう決めた」

　画面上では、くノ一と僧そう侶りよが、互いが互いの親の仇かたきであるかのように睨にらみあっている。だけど僧侶の操り手である僕の口から出るのは、穏やか極きわまりない声だ。

『やっぱりお前は、もう立派な大人だよ』

　じいちゃんはしみじみと言ってから、くノ一にクナイを持たせ、連続攻撃を繰り出した。すんでのところで僧侶が避け、くノ一に錫しやく杖じようを叩たたきつける。くノ一は錫杖をかわし、再びクナイを振る。──激しい攻防戦の最中とは思えないほど、爺ちゃんは優しく続ける。

『子どもは、守られるべき存在だ。幸せを願われ、与えられなければならない。だからわしは……お前を無理やり母親から引き離し、自分の元で育てることにした。その方が湊の幸せになると思ったからな。高校進学のことも、わしが決めるつもりだった。もちろん進学させようと思っていたが、わしが湊に「行きなさい」と告げるつもりだったんだ。……だけど、湊は、「進学したい」と、自分で言ったな？』

「うん」

　僕が高校に進学したいと告げた時、嬉うれしそうに笑った爺ちゃんを思い出す。

　爺ちゃんが悲しむのではないかと心配していた僕は、その満面の笑みを見て、心底ほっとしたのだ。

『湊はもうこんなに大人になったんだな、そう思ったよ。大人になったら、自分の幸せは自分で決めなければいけない。そうでなきゃ、自分の人生を楽しめない。──ゲームだって、人からプレイされてクリアしても、全然嬉しくないだろう？　時間がかかっても、自分で地道にレベル上げをして、クリアするから、楽しいんだ』

　母さんからの誘いを受けた時、「止めろ」と言わない爺ちゃんを恨うらめしく思ったのは、心のどこかで、逃げたかったからなのかもしれない。

　爺ちゃんも母さんも好きで、それでも一方を選ばなければいけなくて、僕の選択は、どちらか一人を悲しませる。僕は、その責任を負いたくなかったのだ。

　だけど、爺ちゃんのおかげで、自分で決めることができた。

『湊が母親と暮らすことを選ぶなら仕方がないと、思った。……だけど、自分で決めてくれたな』

　爺ちゃんの声には、特大の喜びと、少しの申し訳なさが滲んでいた。

　爺ちゃんは、母さんにも幸せになってほしいのだ。

「あとさ、他にも決めたことがあるんだ」

　僕は小さく息を吐き、心を落ち着けると、努つとめてさり気なく、そして明るく言う。

「僕、次の休みに村に帰るよ」

　村を出る時、一生帰らないかもしれないと、そう思って涙したことを思い出す。

　爺ちゃんは腰を痛め、なかなか東京には来られない。僕が行かなければ、滅めつ多たに会えない。それでも僕は、村に帰る気になれないだろう、そんな予感があった。

　だけど、僕はもう逃げない。

　だって僕は、悪いことは何一つしていない。

　誰に何と言われても、堂々と帰き省せいしてみせようじゃないか。

『大丈夫なのか？　爺ちゃんがそっちに行ってもいいんだぞ？』

　爺ちゃんは不安げに聞いたけど、僕は大きく頷いた。

「うん。だって僕は、星ほし川かわ村が好きだ。爺ちゃんと畑仕事がしたいし、立たち花ばなのお婆ちゃんにお土産みやげ話しなきゃいけないし、茜あかねちゃんに、都会で洗練された僕を見せないといけない」

　最後の思い出が散々だったせいで、嫌な場所のように感じていたが、星川村には、良いところだっていっぱいある。それに、大好きな人もたくさんいる。僕が村八分にされた時でさえ、必死で庇ってくれた人たちがいたのだ。

　最後に見た村の景色、春風に揺られていた若草色の稲いねは、僕が帰る頃にはきっと、青々と大きく茂しげっているだろう。熱い日差しを感じながら、その光景を見て、僕は夏を感じるのだ。去年と同じように。

「僕、前から大っ嫌いだったんだよね、長は谷せ川がわさん」

　ぼやきながら、僕は自然と笑顔になる。

「嫌いな人にどう思われても、何てことないよ」

　僕は聖人君子ではないし、そうなりたいとも思わない。

　嫌いな人間がいて、人から嫌われることだってある。

　嫌われていたとしても嫌えない人も、好きになっても好いてもらえない人もいる。

　それは、普通のことなのだ。

　由井が、菖蒲が、そう教えてくれた。

『そうか』

　爺ちゃんはほっとしたように言ってから、

『実は、爺ちゃんも、長谷川さんが嫌いだ』

　と付け加えた。

『気が合うな、湊』

　僕と爺ちゃんは、今、他人の悪口で盛り上がっている。

　何とも最低で、趣味が悪い。

　だけど不思議とおかしくなって、どちらからともなく、くすくすと笑ってしまう。

　笑い声がようやく収まったところで、

『しかし、小さな村って言うのは面倒だなぁ。一いつ旦たん広まってしまえば、噓でも、それが真実になっちまうんだから』

　爺ちゃんが呆れたように笑い、僕もつられて笑った。

「小さい集団だと、どうしても、そうなっちゃうんじゃない？　都会でも、というか、今通ってる学校でも同じだよ。特に学生の間ではＳＮＳが普ふ及きゆうしてるから、村以上に、信しん憑ぴようもない噂話がすぐに広まっちゃうんだ」

　僕は今まさに、噓が蔓延はびこり、真実よりも台頭してしまった現場にいる。

　ネット上では、盛り上がりのない地味なだけの真実より、派手な言葉で彩いろどられたセンセーショナルな噓が、歓迎される。わかりやすいものやインパクトがあるものなら、たとえ噓とわかっていたとしても、拡散、拡散、拡散。広がりきった情報は、いつまでもネット上に残ってしまうから、それのせいで、ゲーム部はいつまでたっても小野の事件から解放されないのだ。

「長谷川さんみたいな奴が一人でもいたら、それだけで」

　何げなく喋しやべった自分の言葉に、ハッとする。

　そう、それだけで……

　僕は何を言いかけた？

　思わず手が止まってしまい、僧侶は突如、闘技場の真ん中に呆然と立ちすくむ。次の瞬間、数秒前にくノ一が投げたクナイが、僧侶の胸にぐさりと刺さった。

　無様に倒れた僧侶を眺めながら、僕はもう一度じっくり考えて、頭を整理する。

『湊？』

　突然言葉を切ったきり、口を噤つぐんだ僕を心配したのだろう。爺ちゃんは不思議そうな声で、僕の名前を呼んだ。

　画面では、だだっ広い闘技場の真ん中で、地面に倒れたまま動かない僧侶を、くノ一が呆然と見下ろしている。

「悪意ある一人のせいで、真実がねじ曲げられる」

　動くのをやめた二人のキャラクターを眺めながら、僕は自分に言い聞かせるように、ゆっくりと口にする。

「一人の発言は瞬またたく間に広がっていく。初めは身近な人物、次第に全く無関係の他人にまで。そこには、責任感なんてものは全く存在しない。証拠がなくても、些さ細さいな矛む盾じゆんがあっても、気にならない。当事者にとっては深刻でも、他人にとっては、暇ひまをつぶせる、つかの間のおしゃべりにできれば、それだけでいいんだから。どんどん情報は広まり、真実を覆い隠していく」

　次第に早口になっていく、切せつ羽ぱ詰つまったような僕の声に、様子がおかしいと感じたのか、

『大丈夫か？』

　爺ちゃんがそう聞いた。

「──爺ちゃん、ハシリドコロって、知ってるよね？」

　そう尋ねると、爺ちゃんは戸と惑まどいながらも、答えてくれる。

『ああ、もちろんだ。前に湊にも教えたろう？　アレは危険な野草だ』

　全部、わかった。

　菖蒲も由井も、他の皆も、わかっていない「真実」が。
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　次の日の放課後、部室には由井と菖蒲が連れ立ってやってきた。

　周囲の反応を窺うかがうようにもじもじしている菖蒲と、呑気にへらへら笑って寛くつろいでいる由井の姿を見て、僕は自然と笑顔になる。

　部活に戻ると宣言していたものの、由井は今朝、教室に来なかった。授業をサボっての重役出勤には呆あきれたが、部活だけでも来てくれたことにほっとした。

「ただいまっ」

　何事もなかったような明るい声で、由井が言う。

　二ノ宮と百瀬は、喜びと驚きが入り交じったような顔で由井を見つめていたが、やがて声を揃そろえて呟つぶやいた。

「……お帰り」

　その後、百瀬が勢いよく由井に飛びついた。

「悪魔から、解放、されたんだ、ね」

　涙のせいで途切れ途切れになりながらも、嬉しそうに言う百瀬に、

「悪魔？　何のこと？」

　アハハと笑いながら、由井は問い、その後、百瀬の耳元でそっと囁ささやく。

「心配かけて、ごめんね」

「本当だぞ、おいっ、この、不真面目」

　二ノ宮は、からかうように言いながら、由井の頭をぐしゃぐしゃと撫なで回まわす。

「天パがさらに天パになる～」

　由井は文句を言いながらも、嬉しそうだ。

　菖蒲は三人の様子を嬉しそうに眺めている。

「あっ！」

　ややあって、思い出したように由井が声を上げた。

「もう一つ、謝ることがあるんだった」

　その言葉を聞いて、菖蒲がハッとしたように由井を見る。

　視線に応こたえるように深く頷き、由井はゆっくりと告げた。

「──私、実は、何でもできなくないんだよ」

　突とつ拍ぴよう子しもない発言に、百瀬はきょとんとし、

「お前、シナリオ書けるじゃん。わかってるって」

　二ノ宮が由井の肩をポンと叩く。

「そうだけど、実は、イラストも音楽もプログラムもできるんだよ」

　由井はいたずらっ子のように微笑むと、

「何それ？　菖蒲みたい」

　冗談だと思ったのか、百瀬が笑う。

「菖蒲には、今まで、私のふりをしてもらってたんだ」

　由井はうんうん、と小刻みに頷いて、二人は再びきょとんとした。

　事実を知っている僕から見たら、由井はただ、ありのままを答えているだけなのだが、……軽々しい態度のせいで、噓っぽく聞こえてしまうのだ。

　あれこれ言い合った後、眉まゆをひそめた二人を見て、菖蒲が取りなすように言った。

「──私から、説明するよ」
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「えぇぇぇ？」

　素すっ頓とん狂きような声で叫ぶ百瀬と、

「……まじか」

　真面目な顔で、小さく呟く二ノ宮。

　菖蒲は申し訳なさそうに縮こまり、由井はにこにこ笑っている。

「じゃあ、プログラム直してくれたのも、イラスト描いてくれたのも、由井だったわけ!?」

　独り言のように言う百瀬の横で二ノ宮が思い出したように呟いた。

「──もしそうなら、菖蒲はどうして、俺を振ったんだ？」

　すくと立ち上がり、つかつかと菖蒲の元へ歩み寄ると、ぐいと肩を摑んで言う。

「由井が俺のこと云うん々ぬんっていうのは、もちろん噓だろ？　じゃあ菖蒲、お前はどんな理由があって……」

「えっと、あの」

　菖蒲は言い淀よどみながら、視線を彷徨さまよわせた後、意を決したように頷いて、

「私、二ノ宮くんみたいなカッコいい人、タイプじゃないの！」

　と、宣言した。

　一瞬、時が止まった。

　皆の見つめる中、二ノ宮がガクンと膝ひざを折る。

「……菖蒲、お前、そんなとこまで水谷に似なくても」

　二ノ宮は真っ青な顔で呟いて、嘆くように言った。

　ややあって、この世の終わりのような顔でうなだれている二ノ宮の肩をポンと叩いてから、僕はコホンと咳せきをして、周囲を見回した。

「あと一つ、皆に知らせたいことがある」

　僕が言うと、四人が一斉にこちらを向く。

　由井、菖蒲、百瀬、二ノ宮、僕は一人一人と視線を交わし、

「──小野の件の、真相だよ」

　僕はゆっくりとそう告げた。
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　菖蒲がゴクリと息を呑むのがわかる。

　自分が犯人だと、僕が皆に披ひ露ろうすると思っているのかもしれない。

　僕は菖蒲を見て、小さく首を振ると、

「まず、状況を振り返ってみよう」

　四人を見渡しながら、そう言った。

「当初の僕、それから世間が思っていたことは、こうだ。──小野は『鬼ヶ島』にハマりすぎて、虚きよ構こうと現実がわからなくなり、自殺した。ネット上での連日の鬼ヶ島語り、死ぬ直前にＳＮＳで不可思議な連続投稿をしたこと、それから『鬼が出た』と警察にＳＯＳを送ったことが、この説の根こん拠きよとなっている」

　僕はそこまで言ってから、二ノ宮を見る。

「だけど、二ノ宮が思う真相は違うよね？」

　二ノ宮は菖蒲をチラリと横目で見て、それからもう一度、僕を見る。

　喋ってよ、視線でそう訴えると、二ノ宮は観念したように口を開いた。

「『鬼ヶ島』は、小野を殺すために作られたゲームだ。俺は知人から、菖蒲の過去を聞いて、小野と菖蒲、それから由井が小学校の同級生だと知った。小野が菖蒲に嫌がらせをしていたと知り、小野樹里と瑠璃がそっくりなことに気づいた。それで、瑠璃のステージでのミスについて考えたら……『鬼ヶ島』は小野樹里を貶めるために作られたと思うのは、行き過ぎた考えじゃないと思う」

「ええっ？」

　百瀬が大きな声を上げ、二ノ宮はくしゃりと髪をかき上げて、気まずそうに視線を彷徨わせた。菖蒲と由井は、驚いた顔で呆然としている。自分たちの過去を二ノ宮が知っていて、尚なお且かつ黙だまっていたことを、知らなかったのだろう。

「殺すつもりはなかったよ。だけど……忠告するつもりはあった。菖蒲への嫌がらせをやめないと、バッドエンドが訪れるよってね」

　ややあって、由井がぎこちなく言うと、

「そうか」

　二ノ宮は小さく呟いた後、

「そうだよな」

　と、ほっとしたように頰を緩ゆるめる。

「最後に、菖蒲はどう思う？」

　視線を菖蒲に向けると、菖蒲は緊張した面持ちで、ゆっくりと話し始める。

「樹里は、私への当てつけで死んだ。私は死ぬ間際の樹里に会ったの。樹里はゲームにはまってなんかなくて、冷静だったわ。由井と友達をやめるようにって言われて、私はそれを断った。逃げるように部屋を出た私に、樹里は『ひどいことになる』って、そう言って……それは、現実になった。樹里は自殺したの」

　二ノ宮と百瀬は目を見張り、由井は黙って下を向く。

　そして僕は──

「僕たちは、皆、根本から間違ってたんだ」

　三人を見回し、きっぱりとそう告げた。

　僕と二ノ宮と菖蒲、三つの考えは全く異なっている。

　三つのうちの一つが真実なら、他の二つは間違っているということだ。すなわち、その二つが根拠としている情報も、事実ではないということになる。

　ネットでの長々とした「鬼ヶ島」語り。

　死の間際に投稿されたＳＮＳ。

　警察へのＳＯＳ。

　ゲームにハマってはいなかったという友人の発言。

　ひどいことになる、小野が言い放った、その言葉。

　ネット上に今も残る事実はもちろん、当事者である菖蒲、事件とは無関係の小野の友人たちにも、噓をつく理由はない。

　だったら、情報は、全て正しいと考えるべきなのだ。

「え？」

　八つの瞳が訝いぶかしげに僕を見ているが、構わず続ける。

「──小野は、自殺していない」

　僕が語るのは、誰も唱えなかった、新たな主張だ。

「でも、実際に死んだわ！　『ひどいことになる』って、呪のろいみたいな言葉を残して、樹里は逝いったのよ！」

　耐えきれない、とばかりに叫ぶ菖蒲を見据えて、僕はゆっくりと言う。

「『ひどいことになる』って言葉は、自分が死ぬって意味じゃなかったんだ」

　菖蒲が息を整えるまで待ってから、僕は彼女に問う。

「小野は、菖蒲のことをよくわかっていた。当時の菖蒲を一番苦しめること、菖蒲の評判を地に落として、醜しゆう聞ぶんで埋うめ尽つくすこと、それこそが『ひどいこと』だったんじゃないか？」

　小野は誰よりも自分をわかっている、菖蒲はそう言った。

　それなら小野は、自分が死んだら、菖蒲が周囲の評判なんてどうでも良くなってしまうことも、わかっていたんじゃないだろうか。

「──虚言自殺だよ」

　小野には死ぬつもりなんてなかった。

　ゲーム部を、菖蒲を貶めたいのなら、実際に死ぬ必要なんてない。

『鬼ヶ島』のせいで、命を落とそうとした少女がいれば、それだけでいいのだ。

　だからこそ、ろくにプレイしてもいない『鬼ヶ島』について、連日、熱く語った。ＳＮＳでも、配信したホームページのコメント欄でも、周りから浮いてしまうくらいの長文を投稿した。褒ほめる箇所が的外れだったり、意味不明な内容になったりしたが、熱中しすぎて「そのくらいおかしくなっていた」と思われれば、むしろ成功だったのだ。

　直前のＳＮＳでの投稿も、そのパフォーマンスの一環だとすれば、説明がつく。

小野は『鬼ヶ島』にハマってはおらず、現実と虚構が入り混じってもいなかった。




「小野は、『鬼ヶ島』にはまり、現実と虚構が入り混じったふりをした、だけだった」




　僕の言葉の意味を察したのだろう、菖蒲は呆然としたまま、黙って僕を見る。

「ＳＮＳでの投稿内容を思い出して。菖蒲は、小野は冷静だったと言った。ということは、冷静な状態で、あえて、おかしくなった風な、あの文章を作ったということだよ。その目的は、ゲーム部を、菖蒲を貶めるため、それしか考えられない」

　そもそも由井は、ゲームで人を殺すことができるなんて、思っていなかった。

　──話しても聞いてもらえないから、ゲームで伝えようと思ったんだよ。菖蒲から離れないと、バッドエンドになってしまうって。

　実際、由井の考えた通り、ゲームをプレイした小野は自殺なんて考えなかった。小野は反省するどころか憤いきどおり、鬼ヶ島を利用し、仕返しできないかと考えたのだ。

「警察に通報したのも、事件を大きくするためだった。噂になってもらわないと困るから、わざわざ通報したんだ」

　しばらくの沈黙の後、菖蒲が小さく言った。

「だけど、実際に、樹里は死んだのよ」

「彼女が死んだのは、自殺じゃなく、事故だった。これのせいで、小野は、死ぬつもりがないのに、死ぬことになったんだ」

　僕は、昨夜のうちに摘んでおいた、一本の野草を取り出す。

　若草色の、小さな野草。丸っこい形が可愛い、春を感じさせる草だ。

「フキノトウ？」

　言ったのは、由井だった。

「違う。これは、ハシリドコロだ」

　わけがわからないという風に首を傾げる由井の横で、菖蒲がハッとしたように僕を見る。山菜に詳くわしいという菖蒲は、全てを察したのだろう。

　僕は一つ頷くと、滔とう々とうと告げる。

「ハシリドコロには、毒がある。食べたら、苦しみのあまり走り出してしまうってことに、名前の由来があるくらいだ」

　山菜は、素人しろうと目めには判別しにくいものだ。以前由井が、セリと毒ゼリを間違えそうになったことがあるが、気を付けないと、本当に大変なのだ。

「小野はフキノトウだと思って、ハシリドコロを食べた。毒が回るまでには少しの時間がある。その間に、小野は屋上のフェンスの向こうに立ち、自殺する振りをしていた。駆け付けた警察から、止められる計画だったんだろうね。だけどその前に、毒が回り、猛烈な痛みに襲われてしまったんだ。バランスを崩した彼女はそのまま落下し、死んでしまった」

　それが、全ての情報が合がつ致ちする、たった一つの真実。

「これ、一応持ってきた」

　呆然とする四人を見回すと、僕は一枚の紙切れを机の上に置いた。

　警察は無能じゃない。真実は最初からわかっていて、だけど、皆、それを知ろうとはしなかっただけなのだ。

　事実以上の信じたい事実が、堂々と鎮ちん座ざしていたせいで。

「新聞の切り抜き。小さいけど、しっかり書いてある。小野は謝って毒草を食べ、気が動転した結果、墜つい落らくした」

　おそらく醜聞を隠すため、有力者である小野の両親が箝かん口こう令れいを敷いたのだろう。メディアに掲載された記事は、これしか見つけられなかった。この小さな真実と比べると、ネット上のあらゆる場所に残っている噓情報の方が、よほど存在感がある。

　だけど、見つけようと思えば、真実は見つけられる。

　誰もが皆、勝手に思い込んで、真実を見ようとしなかっただけなんだ。

　突とつ如じよ菖蒲がうずくまる。

　小刻みに震える肩を、由井がそっと抱きしめた。

　たった一つの選択ミスで、ハッピーエンドはバッドエンドに変わってしまう。

　菖蒲が小野を好きでい続けたように、もし小野が菖蒲を嫌わなかったら、生まれた憎しみに折り合いをつけ、友情を抱き続けることができたなら、事態は変わっていたのだろう。ハッピーエンドを迎え、三人で笑い合った今もあったかもしれない。

「ねぇ、菖蒲、ゲームしよう」

　ようやく震えが引いたらしい菖蒲に、由井がそう声をかけた。

「……う、うん」

　菖蒲は顔を上げ、大きく頷いた。大きな瞳には、まだ大粒の涙が溜まっている。

「よし、やるか！」

「負けないわよ」

　二ノ宮と百瀬が口々に言って、手慣れた手つきでゲームをセットする。

　ゆっくりと立ち上がった菖蒲は、テレビの前に座り、渡されたコントローラーをぎゅっと握り締める。

「水谷くんも、やろう」

　泣きはらした真っ赤な瞳で、無理やり笑ってみせる菖蒲を見て、僕は強く思った。

　──梅田先生、あなたは間違っている。

　ゲームは、人を貶めるだけの機械なんかじゃない。

　いくら菖蒲のせいではないとはいえ、彼女が大好きだった小野樹里は死に、もう戻らない。菖蒲と小野の友情を一つの物語とするなら、結末はバッドエンドだ。

　誰がどう慰めても、菖蒲の心が晴れることはないだろう。

　だから、僕たちは、ゲームをする。

　生きていれば、何度だってバッドエンドに遭遇する。

　僕たちはその度に、心が抉えぐられるような悲しみや、腸はらわたが煮えくり返りそうな悔くやしさに耐えなければならない。

　しかも、僕たちが生きているのは現実で、リプレイはできない。

　バッドエンドの後も、日々は無情に、淡々と過ぎていく。

　だから僕たちは、ただただ楽しいゲームに、熱中せずにはいられない。

　ひと時の間、理不尽で非情な現実を忘れ、魅力的な世界を冒険し、傷ついた心を慰める。

　そうしてエネルギーをチャージして、また生きていこうと気合いを入れる。

　バッドエンドのその後に、ハッピーエンドが待っていることを信じて。
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「締め切りまでもう少しだし、この調子だと、やばいよね」

　帰り際、未だ制作途中のゲームを確認し、菖蒲あやめがポツリと呟つぶやいた。

　文化部発表会の開催は今月末だが、何やかんやと忙しかったのもあって、最近は思うように作業が進んでいなかった。

「ゲーム部が全員揃えば、不可能はないっ！」

　ガッツポーズを作って熱く語った百もも瀬せの横で、由ゆ井いがにっこり笑って元気に言う。

「そうだ！　明日、学校に集まろうよ。たくさんお菓子持ち寄って、一日中、ゲーム作るっていうのはどう？」

「いいねぇ、追い込みかけて、一気に完成させちゃおう！」

「私、由井の好きなスノーボール作ってくるね。それから、水みず谷たにくんは何が好き？」

　僕の方に振り返る菖蒲に、

「俺は、菖蒲が作るものなら、何でも」

　二にノの宮みやが僕を押しやり、にっこりと笑う。

「いやぁ、菖蒲の手作り料理が食えるなんて、明日が楽しみだな」

　こうして、土曜日だというのに朝から学校に出てくることが決まったのであった。




　翌日、いつも通りの時間に目覚めた僕は、朝特有の澄すんだ空気を感じながら、学校に向かった。集合時間は十時だったけど、早く着く分には問題ないだろう。いつの間にか僕の領域と化している給湯室を徹てつ底てい的てきに掃そう除じしたかったから、いい機会かもしれない。

　貰もらっていた合あい鍵かぎを鍵穴に差し、くるりと回してから、異変に気付く。

　鍵は既すでに開いていた。

「あれ？　もう誰か、来てるのかな？」

　小さく呟いて、中に入ると、ムッとした熱気が漂ただよっている。

　いつもより蒸し暑いそこには──

「……えっ？　ちょっと、大丈夫ですか？」

　梅うめ田だ先生が仰向けになって、床に倒れていた。

　その横に落ちていたのは、

「ドッペルゲンガー？」

　以前由ゆ井いが作った、菖蒲の等身大生首だ。

　どうやら、壊れていたヒーターが作動したらしい。熱さのせいでところどころがとろけた生首は、とてもグロテスクだった。

　頭に手をやり、ため息を一つ。

　梅田先生の口元に耳をやると、スースーと音が聞こえた。呼吸はしているようだし、脈も正常。揺ゆさぶっても起きない先生をソファーに寝かせて、僕は二ノ宮に電話する。

「あの、部室にさ、梅田先生が倒れてたんだけど……」

　事情を話すと、すぐに学校に来てくれるという。

　他の部員にもメールで事情を説明した後、僕はキッチンでコーヒーを入れて、先生の横に腰掛けた。

「多分、自業自得ですよ」

　僕が呟くと、先生は苦しげな声で「ううっ」と小さく呻うめいた。




　部員全員が部室に訪れて、しばらく経たっても、先生は一向に目覚めなかった。

「病院連れてった方がいいのかな？」

「でも、異常はないみたいだし」

　菖蒲と百瀬がこそこそと話している横で、由井がおもむろに携帯を取り出して、先生に向ける。

　カシャリ、と音がするのを聞いて、思わず叫ぶ。

「ちょっと、由井！　何撮ってるんだよ」

　先生の顔は、控ひかえめに言っても、ひどいものだった。

　化粧が溶けて肌はドロドロだし、目は半開きで白目をむいているし、ポカンと空あいた口からは涎よだれが垂たれている。

　この顔は、女性として、いや、人としてヤバい。

　見られるだけでも嫌だろうに、写真を撮られたと知ったら、死にたくなるに違いない。

「夜に忍び込んでたなんて、絶対、まずいことしてたんでしょ。証拠写真、取っとかなきゃ」

　由井が連射する横で、百瀬が思い出したように呟く。

「あ、そういえば、最近、パソコンに誰かが入ろうとした形けい跡せきがあったんだよね。パスワード何回もミスったせいで、警告出てた。悪魔に乗っ取られた由井かと思ってたけど……」

　由井がぶんぶんと首を振って、

「乗っ取られてないよぉ。というか、私ならパスワード知ってるし」

　と、笑った瞬間、

「……………！」

　横たわっていた先生が、パチリと目を開けた。

　状況がわからないようで、しばらく目をしばたたせていたが、

「あ、あ、あ、あなた！　生首に！」

　菖蒲を指差し真まっ赤かな顔で叫んだ先生に、

「先生、データ盗もうとしたでしょ？　証拠写真、しっかり、撮っときましたから」

　由井が携帯の画面を見せつける。

「────っ！」

　先生からどんどん血の気が引いていく。真っ赤だった顔が真まっ青さおになったところで、声にならない声を上げ、携帯を奪おうと手を伸ばすが、由井はそれをひょいとかわして、ポケットの中に携帯をしまい、にっこりと笑う。

「ゲーム、頑張って作ってるから、よろしくお願いしますね」

「…………」

　無言でよろよろと立ち上がり、そのまま部室を立ち去る先生の背中を、僕たちは無言で見送った。

「仮にも教師なのに、そこまで落ちぶれてたなんて」

　制作中のゲームで生徒たちの支し持じを得る自信があると、以前二ノ宮は語っていた。先生の評価はわからないが、発表会の後に公表されるデータを突き付けて、ごり押しするしかないとも。

　梅田先生は、それを防ぐために、データを盗もうとしたのだろう。

「てか、本当に、持ってるなぁ」

　ややあって、二ノ宮がアハハと笑って、由井の頭をくしゃくしゃと撫で回す。

　まさか由井が作ったあの気持ち悪い人形が、本当に役に立つとは思わなかった。

　その後、ひとしきり笑いあった後、皆、それぞれの作業に没頭する。

　菖蒲は備そなえ付つけのパソコンで作業し、百瀬は黙々とイラストを描き、二ノ宮は鼻歌混じりにギターをかき鳴らす。

　僕はソファーに座ってノートパソコンに向かい、由井は僕の作ってきた安納芋の大学芋を美味しそうに食べている。

「でも、それにしても、アレは可か哀わい想そうだよ」

　僕はカタカタとキーボードを叩たたきながら、由井に話し掛けた。

　正直、梅田先生の寝顔は、菖蒲の生首人形以上の恐ろしさだった。

　だけど、由井はあっけらかんとした顔で言う。

「私、梅田先生、嫌いだもん」

「それにしても」

　僕が言葉を続けると、

「だってぇ」

　由井がぷくりと頰ほおを膨ふくらませて、僕を睨む。

「とにかく、ムカついたの！　年上で、変な顔で、……それって、誰かさんのタイプ、そのまんまじゃん」

　我わがまま極きわまりないその言葉を聞いて、僕は思わず赤くなる。

　誰かを嫌になることは、紛まぎれもない負の感情だ。そこからプラスが生じることは、決してない。利が生まれることも、誰かを喜ばせることも、何らかの幸せを感じることも、絶対にない。

　かつて僕はそう思っていた。

　だけど、僕は今、嬉しくてたまらない。

　とばっちりにあった梅田先生には申し訳ないけど、由井が先生を憎いと思う気持ちが、身勝手な我がままが、当てつけのような行動が、嬉うれしいと感じてしまう。

　こんなことで幸せを感じるなんて、僕も相当の「性悪」なのかもしれない。

　だけど、もう性悪でもいいか。

　どこの誰に嫌われても構わない、僕は今、はっきりとそう思う。

　昔の僕が聞いたら仰ぎよう天てんするだろうが、今、僕は、信じられないほど明るく、清すが々すがしい気持ちで、堂々と開き直ることができる。

　由井のおかげだ。

　そう思ってハッとする。

　重要なことを忘れていたのに、気づいたのだ。

　僕がこの学校に来た目的は……

「由井」

　呼びかけたが、由井はむくれ顔のまま、黙だまってお菓子を食べている。

「何？」

「──ありがとう」

　ゆっくりと言った瞬間、由井がようやく顔を上げる。

　一瞬、驚いたような顔をした後、彼女はにっこりと笑った。

　キラキラ輝く、天使の笑顔。

　彼女に対する第一印象は、やはり正しかったのだと、僕は今になって思う。由井は、僕にとって、紛れもなく天使だった。

　僕がこの学校に入学できたのも、帰省する決心がついたのも、母さんとお別れすることができたのも、全部、由井のおかげだ。僕は彼女に憧あこがれ、勇気をもらい、救われた。出会う前から、そして、出会った後も。

　僕はずっと彼女に直接お礼を言いたかった。

　そして、気持ちを伝えたかった。

　名前も顔も知らなかった、あの頃からずっと──

「好きだよ」

　瞬間、由井の口元から、食べかけの大学芋がポロリと落ちた。

　何だか恥ずかしくなってしまって、僕は思わず目を逸そらす。

　出会ったばかりの頃、僕は由井のことを「よくわからない奴やつ」だと思っていた。突拍子もない発言に、奇想天外な行動、くるくるとよく変わる表情の裏にどんな思惑が隠れているのかと疑って、自ら泥どろ沼ぬまに嵌はまっていった。

　今思うと、馬鹿みたいだ。

　由井は全然、「よくわからない奴」なんかじゃない。

　嬉しい時には笑い、腹が立てば怒る。興味がないものにはそっぽを向き、好きなことには一心不乱に取り組む。そして、大事なものは死ぬ気で守ろうとする。

「…………あ、あの、好きって、言った？」

　自然に口から洩もれてしまった告白だけど、後悔はしていない。

「うん。僕は由井が、──好きだ」

　言ってから、顔を上げ、由井の顔を真っ直ぐ見つめる。

　彼女の返事はまだ聞いていないけど、僕たちは、多分、両思いだ。
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　僕にはそれがわかる。

　柔らかな光が揺れる明け方の湖面のような瞳、熟うれたリンゴみたいに真っ赤な頰、花開いたばかりの野バラを思わせる艶つややかな唇くちびる。

　由井の表情を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　だって由井は、こんなにもわかりやすい。






あとがき






　皆さま、こんにちは。

　三さん田だ千ち恵えです。

　この度は、『天才少女Ａと告白するノベルゲーム』を手に取っていただき、ありがとうございます！

　本作は、ゲーム大好きな高校生が過去のしがらみを乗り越える学園ミステリー、のつもりで書きました。お楽しみいただけたでしょうか？

　最も思い入れがあるキャラクターは水みず谷たにでも由ゆ井いでもなく、実は、水谷ママです。

　というのも、最近子どもを産みまして、どんなお母さんになりたいか、と考えることが多いのですが……、水谷ママは私の理想とは真逆の、こうはなりたくない！　と思うお母さん像なんです。

　好きなことしている時間って、とてつもなく幸せですよね！　チョコはカロリー高いってわかってても食べたいし、夜よ更ふかししたら明日眠いのわかってても、本は最後まで読みたい。なぜなら、幸せだから！　幸せを満まん喫きつすると、次の日、少し太ってても、日中眠くても、「まあ、いっか」ってなります。昨日、幸せだったし、頑張ろうって思えます。

　限度はあると思いますが、そんな日々の活力となる至福タイムを根こそぎ奪うばう人にはなりたくないなぁ……いや、絶対にならないぞ！　と、私にとって神にも等しい読者様の皆様の前で宣言しておきます。

　ちなみに一番好きなキャラは百もも瀬せ、書いていて楽しかったのは由井です。

　百瀬は、明るく真っすぐな元気っ子（ポニーテール！）が書いてみたくて、一番初めに考えたキャラです。初めは水谷とくっつける予定だったんですが、いくら話を膨ふくらませても一向に水谷を好きになってはくれず、いつの間にか、水谷は由井といい感じになっていました。

　由井は途中まで、よくわかんない子だなぁ……と思っていたのですが、書いているうちにどんどん楽しくなってきて、終盤は水谷と同じ、誰よりわかりやすい子だと思えるようになりました。

『天才少女Ａと告白するノベルゲーム』のテーマは、「楽しいのは良いことだ！」ですので、この本が皆さまの「楽しい時間」に貢献できていればいいなぁ、と切に願っております。




　それでは、謝辞を。

　この本の刊行にあたり、多くの方々にお力添えをいただきました。

　まず、担当のＧ様。的確なアドバイス、いつも感謝しております。特にタイトル、毎回難航してしまってすみません。今後とも宜よろしくお願い致します。

　イラストを描いてくださったしぐれうい様。前作『彼女のＬ』で大ファンになったので、引き続き担当していただけて、本当に嬉しかったです。イメージぴったりで、可愛く、可愛く、可愛すぎるイラスト、何度も見返しています。ありがとうございます。

　編集部の皆様、校正様、デザイナー様、書店の皆様、そして、本作に携わってくださった全ての方々に心からお礼申し上げます。




　最後に、この本を読んでくださった読者の方々！

　本当に、本当に、ありがとうございます。

　読書中、少しでも「楽しい」と思ってもらえる瞬間があったなら、これ以上の幸せはありません。
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